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第一章 緒 言

腸 管 ガ結 核 菌 侵 入 二封 スルー 重 要 ナ ル門 戸 タル

コ トノ、、1905年Behring(1)ノ 結 核 菌腸 管感 染 経

路 テ推 定 シ、 從 來 ノ呼 吸 道 感 染 以外 二新 奇 ノ感

染 門 テ唱 導 セ シ以 來 、 或 ハ小 見解剖 上 ノ見地 ヨ

リ、或 ハ實験 的方 面 ノ研 究 、殊 二 〇berwarthu.

Rabinowitsch(2),Orthu.Rabinowitsch(3},

Straus㈲,Koch.u.M611er(5),L6wensteinu.

Moritsch(6)等 ノ食 餌 或 ・・其 他 ノ方 法 ニ ヨ リテ

腸管 内 二輸 途 セ ラ レタル結 核 菌 テ短 時 間 ノ後 二

門脈 血 二詮 明 シタ ル實 験 、熊 谷 、石 黒8、 大 串(9)

氏等 ノ結核 菌腸 管 吸牧 機轄 二關 スル詳 細 ナ ル組

織 學 的検 索 等 ヨ リ、現 今 二於 テ ハ最 早 疑 フ飴 地

ナ キ事 實 トナ レ リ。 而 シテ是等 結 核 菌 ノ腸 管 感

染 二際 シテ ハ術 一 、 ニ ノ議論 アル モ、 侵 入結 核

菌 バー 般 二健 康 腸 粘 膜 二何 等 ノ病 攣 テ起 ス コ ト

ナ ク通 過 シ、 其 侵 入 ノ自然 道 二沿 ヘ ル淋 巴 腺 二

至 リテ始 メ テ病 攣 ラ惹 起 ス ト云 ヘ ルCornet等

ノ所 説 二多 撒 ノー 致 テ見 ル所 ナ リ.

然 レ ドモ亦 一 面 結核 菌 或 ハ菌 含有 物 テ経 口的、

又ノ・其 他 ノ方 法 ニ ヨ リテ腸 管 内 二輸 途 シ、 腸 結

核 テ登 生 セ シメ得 タル實駿 ・・古 クヨ リ多撒 ノ報

告 二接 スル所 ナ リ。 即 チ之 テ 爆 グル ニ、Ville'

min(10)ハ結 核 組織 ノ孚L剤 ヲ以 テ家 兎 テ飼 育 シ、

少 数 二於 テ ハ小腸 拉 ビニ盲腸 二結 核 性 潰 瘍 ノ登

生 セ ル テ見、 且淋 巴 濾胞 二二 、 三 ノ結 核 性 憂 化

テ認 メ、 又 別 ノ實 験 二於 テ海 狽 二40瓦 ノ結 核
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患 者 ノ喀 疾 テ與 ヘ テ3月 ノ後 二小 腸 拉 ピ ニ盲腸

二結 核 性 攣 化 テ起 セル テ見 タ リ.又Klebs(11)・ ・

海 狸 二結 核 性 物 質 テ試 食 セ シム ル コ トニ ヨ リ腸

結 核 攣 化 テ起 サ シメ、 且 此 實験 テ種 々 ノ動 物 二

就 キ テ施 行 シ、 腸 結 核 ノ登 生 ハ 肉食 獣 二比 シ草

食 獣 二於 テ著 シ ク容 易 ナ ル コ トテ確 メ タ リ。 次

デChavean(12)ハ1頭 ノ檀 テ實 験 二供 シ、 結 核

組 織 テ試 食 セ シ メ シー、2頭 二於 テ腸 管 、 殊 二

廻 腸 二多 数 ノ潰瘍 テ登 見 セ リ。 而 シテ彼 ハ又、其

後 ノ實 験 二於 テ牛 二結 核 組 織 テ投 與 シ、 腸 管 淋

巴 濾胞 二結 核 性攣fヒ テ惹起 ス ル テ見 、Villemin

ノ成績 テ確 詮 セ リ。 其 他Gerlach(13)・ ・海 猿 二就

テ、Ztirn(14)ハ豚 二就 テ、Bollinger(15)ハ 山 羊 二、

Viseurl13)ハ 猫 又 ハ犬 二就 テ夫 々陽 性 ノ成 績 テ牧

メ タ リ。 又Orth(17)ハ 牛 結 核 組 織 テ以 テ家 兎 テ

飼 育 セ シー、15頭 中9頭 二於 テ腸 結 核 ノ登 生 テ

認 メ、 進 行 セ ル腸 結 核 ラ獲 生 セ シム ル ニハ6ケ

月 テ 要 ス ト構 セ リ。 其 他 同 種 ノ實 験 トシテハ

Blumenberg(18),Toussaint(i9),Pench(2。),Sie-

damgrotzky(21),Baumgarten(22),Wesener(23),

Fischer(24)等 ノ實 験 ア リテ、 羊 、 豚 、家 兎 等 二就

キ夫 々腸 結核 ノ登 生 テ見 タ リ。 以 上 ハ腸 結核 ラ

登 生 セ シム ル ニ結 核 菌 含 有 物 質 テ以 テ セ ル實験

ナ ル モ、1890年Dobroklowski(25)ハ 始 メ テ結核

菌 ノ純 梓 培 養 テ使 用 シ、 海 狸 二之 テ授 與 スル コ

トー ヨ リ腸 管 淋 巴濾 胞 二結 核 性 攣 化 ノ惹 起 スル

ゴ トテ確 メ タ リA次 デUffenheimer(2G)ハ 結 核

菌 ラ動 物 ノ直腸 二注 射 シ、 僅 カ ニ下 行結 腸 及 ビ

盲腸 ガ罹 患 スル テ見 タ リ。又Baumgarten(2η ハ

結 核 菌 テ牛 乳 二混 ジテ家 兎 二飲 用 セ シム ル トキ

ハ大 多数 二於 テ腸 結 核 ノ登 生 テ見 タ リ ト構 シ、

Beitzke(28)・・特 二詳 細 ナ ル研 究 テ登 表 シ、 山羊 、

家 兎 及 ビ海 狽 二経 口的 或 ハ直腸 内 二結 核 菌 テ輸

途 シ タ リ シー、 約 牛 数 二於 テ 腸 結 核 ノ登 生 テ

認 メ タ リ ト構 セ リ。 又 一 方 二於 テMedlera.

Sasano(29♪・・8頭 ノ海 狸 二於 テ皮 下 ニー 時 二大 量

ノ結 核 菌 テ注 射 シ、1頭 ハ 肉眼 的、6頭 ハ顯 微

鏡 的 二腸 結 核 ノ登 生 セ ル ラ認 メ、 而 シテ彼 等 ハ

此 攣 化 テ比 較 的詳 細 二研 究 シ、 是 等 ハ結 核 菌 ノ

膿 汁 ヨ リ分 泌 セ ラル ・ニ ヨ リテ起 ルモ ノ ト結 論

セ リ。 又Straus・ ・動 物 實 験 二於 テ腸 結 核 ノ潰

瘍 ハ不 定 ナ リ ト推 断 シ、 而 シテ此 際結 核 菌 試食

實 験 二於 テ腸 管 ノ淋 巴組 織 ガ最 初 二、 且 最 モ著

シ ク侵 害 セ ラ ル ・コ ト、 又腸 結 核 ハ幼 弱 動 物 二

最 モ多 ク起 シ得 ル コ ト、又 反 場 動 物 二起 シ易 ク、

海 瞑 二於 テ容 易 ニ シテ豚 二於 テ稽 ㌃容 易 ナ ル コ

ト等 テ附 加 セ リ。 最 近 二至 リ既 述 ノ熊 谷 、 石黒

及 ビ大 串氏 等 ノ結 核 菌 ノ腸 管 進 入機 轄 二關 スル

報 告 二依 レバ 、 食 餌結 核 菌 ハ腸 管 淋 巴濾 胞 ノ ミ

ヨ リ吸牧 セ ラ レ、 他 ノ絨 毛 粘 膜 ヨ リハ囁 取 セ ラ

レズ ト構 セ ラル ・他 大 串氏 ハ更 二夫 等 ノ吸牧

セ ラ レタル結 核 菌 ノ全 身播 布 ラ 探 究 スル ト共

二、 健 康 海 瞑 ニ ア リ テハ何 等 進 入 門 タ ル腸 管 二

攣 化 テ起 ス コ トナ シ ニ通 過 ス ル モ、結 核 免疫 家

兎 二於 テハ其 進 入 門 タ ル淋 巴 濾 胞 二急 性滲 出性

炎 テ惹起 スル モ ノ ト言 及 セ リ。

斯 ノ如 ク實 験 的 二腸 結 核 テ獲 生 セ シメ得 タル報

告 ハ多 数 二存 在 シ、枚 基 二逞 ア ラズ ト錐 モ、 一

方 二於 テ 既述 ノ如 ク、Weleminsky(30),Uffen-

heimer(31),Wolff,Ravenel,Beitzke,Klecki(32)

等 ノ結 核 菌 ノ腸 管 無 害 通過 説 ノー 般 二信 ゼ ラル

ル テ見 レバ、 是 等 實験 動 物 二於 ケル給 核 菌腸 管

感 染 二因 ル腸 結 核 ノ叢 生原 因 二關 シテハ、 感 染

菌 量 ノ多 寡.毒 力 ノ張 弱 以 外 二、 何 等 カ ノ特 別 ●

ナ ル條 件存 在 スル モ ノ ト見 ルベ キ ナ リ.

元 來 實 験 小 動 物 二腸 結 核 ラ獲 生 セ シム ル コ トハ

頗 ル困難 トセ ラル ・所 ナ ル モ、 以 上 述 べ シ各種

ノ報 告 ラ見 レバ、諸 動 物 二於 テ種 々 ノ結 核 菌 感

染 方 法 、殊 二結 核 菌 テ経 口的 二感 染 セ シム ル ゴ

トー ヨ リテ腸 結核 ノ登 生 テ見 ル可 能 性 アル コ ト

ハ疑 フ絵 地 ナ シ。 而 シ テ是 等 ノ動 物 二結 核 菌 ノ

経 口感 染 テ行 フ トキ ハ、 或 時 ハ大 部 分 吸牧 セ ラ

レズ シテ盟 外 二排 泄 セ ラ レ、 或 時 ハ其 一 部 分 ガ

腸 管 壁 二何 等 ノ攣 化 テ起 ス コ トナ シニ通 過 シテ

膿 内 二侵 入 シ、 内部 器 關 二結 核 性 病 攣 チ起 シ、

其 間 、 感 染 菌 量 、 毒 力 等 ノ著 シ ク大 ナ ル場 合、

或 ハ他 二何 等 カ ノ條 件 ラ具 備 ス ル トキ、 始 メ テ

侵 入門 戸 タル腸 管 組 織 二結核 性 攣 化 ラ惹 起 スル
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モ ノ ト想 像 セ ラル ・ナ リ.

余 ハ以 上 ノ如 キ意 味 二於 テ、 海 瞑 二豫 メ種 々 ノ

條 件 ラ與 へ置 キ タ ル後、 結 核 菌 ノ経 口感 染 テ行

ヒ、 腸 結 核 議 生 如 何 ラ追 究 シ、 果 シテ如 何 ナ ル

條件 ガ腸 結核 ノ登 生 テ促進 ス ル ヤ ラ検 ス ル ト共

二、更 二實 験 的 二生成 セ シ メ得 タル腸 結 核 二封

ス ル影 響 テ観 察 セ ン トシ、 屡 ヒ後 述 スル石 田、

足立 ㈹ 雨 氏 ノ實験 ト時 テ同 ジク シテ各種 ノ實 駿

テ逡 行 シ、 今 其成 績 テ得 タル テ以 テ弦 二之 ラ報

告 セ ン トス。

第二章 實験方法

使用 動 物

全 實瞼 二於 テ海 摸 テ使 用 二供 シタ リ。 而 シテ熊

谷、 石黒 氏 等 ノ家 兎 二於 ケ ル實 験 二依 レバ、 幼

弱 家 兎 ヨ リモ老 年 家 兎 二於 ケル方 ガ却 ツ テ腸 管

ノ結 核 菌吸 牧 旺 盛 ナ リ ト構 セ ラル ・モ、Straus

等 ノ報 告 二見 ル如 ク、 大 膿 二於 テ幼 弱 獣 ノ容 易

二腸 結 核 二罹 患 スル テ認 メ タル實験 多 キ鮎 、 及

ビ成熟 海 瞑 一 ア リ テ ハ 時 二腸 管 二疑 結 節存 在

シ、紛 ラハ シキ鮎 二鑑 ミ、 主 トシテ比 較 的 幼 弱

ナ ル モ ノテ選 ピタ リ。 然 レ ドモ、 手術 、 或 ハ其

他 ノ操 作 テ加 フル コ トニ ヨ リ海 瞑 二著 シキ衰 弱

テ來 シ、 多数 ノ艶 死 ラ見 ル虞 アル場 合、 或 ハ 妊

娠 實験 等 二於 ケル如 ク已 ム テ得 ザ ル揚 合 ニハ成

熟 海 瞑 テ使 用 セ リ.尚 是 等 ノ動 物 ハ實験,先 立

チ1週 間 以 上 飼 育 シ、 レー メ ル氏 反 慮 ノ陰 性 ナ

ル テ確 メ タル後 實験 二供 シ タ リ。

使 用 結核 菌

経 口感 染 二使 用 セ シ結 核 菌 ハ縛 テ當 教 室 二保 存

セル人 型 結核 上 池 菌 ニ シテ、 其 毒 力 相 當 強 シ。

全實 験 中,二 、 三 ノ實 験 二於 テ、 特 二病 憂 ノ輕

度 ナル ラ見 タル ハ、其 毒 力 ノ低 下 セ シ培 養 テ使

用 シタル ニ因 ル モ ノナ リ。以1・早 一人 型 結 核 菌、

.或 ハ結 核 菌 ト記 載 セ ル ハ生毒 力人 型 結 核 上 池 菌

ナ リ トス。 尚他 二見疫 元 ト シテ他 ノ菌 株 ラ使 用

セ シモ ノアル モ、 夫 等 二就 キ テノ、其 都 度 記 載 ス

ぞレコ ト・セ リ.

感 染菌 量

一般 二結 核 菌 テ腸 管 内 二輸 途 ス ル トキハ
、 大 部

分 ハ輩 二腸 管 腔 テ通 過 シテ排泄 セ ラ レ、 腸 管 壁

ヨ リ吸牧 セ ラル ・モ ノハ極 一 部 分 二過 ギ ザ ル テ

以 テ、経 清 化管 感 染 ハ呼 吸 感 染 二比 シ、 比 較 的

,大量 ノ菌 ラ要 ス。 殊 二余 ノ實 験 二於 テハ特 二腸

結 核 ノ登 生 テ 目的 トス ル ラ以 テ,練 テ大 量 ノ菌

ラ使 用 セ リ。 郎 チー、 ニ ノ實 験 例 ラ除 イ テハ他

ハ総 テー 時 二50.0竜 ノ結核 菌 テ 腸 管 内 二輸 途

セ リ。 而 シテ是 等 ノ菌 ハ常 二1頭 二封 スル使 用

量 テ0・5琵 ノ生理 的 食盤 水 二俘 游 セ シ ムル菌 液

ト シテ使 用 セ リ、

生 結核 菌腸 管 内輸 逡 方 法

之 二關 シテハ 從來 行 ハ レタル方 法 種 々 ア リ、 即

チ第1ニ ハ結 核 菌含 有 物 質 テ咽 喉 二塗 布 、 或 ハ

ロ腔 内 二強制 的 二押 入 ル ・方 法 アル モ、 此 方 法

二於 テハ 果 シテ全 部 ノ結 核 菌 テ動 物 ガ嚥 下 スル

ヤ ハ疑 問 ニ シテ、 且 之 テ吸 引 スル コ トニ ヨ リ呼

吸 道 感 染 テ起 ス可 能 性 多 シ。 第2ハ 結 核 菌 含 有

食 餌 テ以 テ飼 育 ス ル方 法 ニ シテ、 此 方 法 ニ ヨ リ

テ ハ果 シテ動 物 ガ幾 何 量 ノ菌 テ嚥 下 シタル ヤ ラ

明 ラカ・・;一.スル能 ハ ザ ル ト共 二、前 第1ノ 方 法 同

様 ノ訣 鮎 ア リ。 第3ハ 菌 俘 游液 テ胃 、或 ハ腸 二

注 射器 テ以 テ直接 注 入 ス ル方 法 ニ シテ、 之 二依

レバ、 咽 喉 感 染 、 或 ハ呼 吸 道 感染 ラ全 然 否 定 シ

得 ル モ、Orthノ 實 験 二於 テ結 核 菌 輪 途 二際 シ、

腸 壁 ノ刺 創 ニハ必 ズ結核 病 竈 ヲ登 見 シタ ル、 或

ハBeitzkeノ 特 二此 方 法 ノ不 可 ナル テ指 摘 シ

タ ル等 ヨ リ考 フル トキ ハ、 少 ク トモ大 量 ノ結核

菌 ヲ使 用 スル余 ノ實 験 二於 テ ハ不 適 當 ナ リ。 次

二第4一 ハ、 大 串氏 ガ家 兎 二就 キ テ行 ヒ シ實験

二見 ル如 キ、 結 核 菌 テ包 獲 内 二入 レテ張制 的 二

嚥 下 セ シムル 方法 ア リ.帥 チ之 二於 テ ハ前 記 方

法 二於 ケ ル種 々 ノ鋏 鮎 テ総 テ否 定 シ得 ル完 全 ナ

ル方 法 ナ リ ト考 ヘ ラル ・モ、 此 方 法 ニ ア リテ モ

包 嚢 ガ果 シテ胃 内 へ 入 リタル後 一 定 時 機 二確 實

二溶 解 シ、 菌 テ腸 管 内 二遊 離 セ シム ル ヤ ニ就 キ

テハ 尚 多 少 ノ疑 問 ナキ ニ非 ズ、 殊 二其 實 行 ハ海
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狽 ノ如 キ小 動 物 二於 テハ 困難 ニ シ テ實 際 的 二庶

用 シ難 シ。

カ ・ル故 二余 ハ、 最 モー 般 的 二用 ヒラ ル ・消 息

子 ニ ヨル 円 内注 入法 テ行 ヘ リ。 即 チ海 狽 テ固 定

シ、 開 口器 テ以 テ開 ロ セ シ メ、子 ラ トン氏 「カ テ

ー テ ル」ノ可 及 的 細 キ モ ノ(4號 或 ハ5號)テ 注

意 深 クロ腔 ヨ リ食 道 テ経 テ胃 内 二描 入 シ、「カ テ

ー テ ル」ノ後 端 ヨ リ注 射器 テ 用 ヒテ結 核 菌俘 游

液 ラ徐 々 二注 入 シ、 終 リテ直 チ ニ梢k大 量 ノ浄

水 テ注 ギ テ「ゴ ム」管 内面 二附 著 セ ル菌 液 ラ洗 ヒ

落 シ、 更 二浄 水 テ注 入 シ ツ ・「カ テー テル 」テ除

去 シ始 メ、 此 際 「カ テー テル 」末 端 ガ食 道 上 部 マ

デ達 シ タ リ ト認 メ タ ル トキ ニ浮 水 ノ注 入 ラ中止

シ、 其 儘 除 去 スル ゴ ト ・セ リ.元 來 木 法 ハ 「カ

テー テ ル」除 去 二際 シ結核 菌液 ノ 咽 喉 部 二附 著

シ、 該 部 ヨ リ ノ感 染、 更 二呼 吸 道 感 染 ヲ否 定 シ

得 ザ ル磁 貼ナ キ ニ ア ラザ ル モ、余 ノ菌 注 入後 浮

水 ラ注 ギ ツ ・除 去 スル方 法 ニ ヨ リ、 此鋏 鮎 ラ多

少補 ヒ得 タル モ ノ ト信 ズ。 然 レ ドモ此操 作 テ行

フニ際 シ、若 シ菌 液 ガ ロ腔 内 二逆 流 シタ ル形 跡

ア ル トキ、 或 ハ解 剖 時 二、咽 喉 感 染、 吸 入 感染

等 ノ讃 嫁 歴 然 タ リ シ場 合 ハ此 動 物 ラ除 外 ス ル コ

ト ・セ リ。

観 察

動 物 實験 中、 毎 週 膿 重 ノ測 定 テ行 ヒ、 常 ニー 般

封犬況 二注 意 セ リ。 レー メ ル氏 反慮 ハ實験 當初 及

ビ解 剖 直 前 二必 ズ之 テ検 シ、 尚 必 要 二慮 ジテ ハ

其 途 次 二検 査 セ リ。 而 シテ其 成 績 ハ次 ノ符 合 ニ

テ現 シタ リ。

一 ・… 何 等 ノ反 慮 テ認 メ ザ ル モ ノ

± ・一梢 支充 血 テ認 ム ル モ ノ

十 ・… 直 脛約0.5糎 以 上 ノ充 血 ラ來 セ ル モ ノ

十 一 ・充 血 シ、 浮 腫 、 或 ハ硬 結 テ來 セ ル モ ノ

帯 ・… 更 二壌 死 ラ件 ナ ヘ ル モ ノ

解 剖 バー 般 臓 器 及 ビ淋 巴腺 ノ結 核 性 攣 化 テ検 ス

ル ト共 一、 腸 管拉 ビニ 同部 属 淋 巴 腺 ニハ特 別 ナ

ル注 意 テ彿 ヒテ精 細 二検 索 セ リ。 而 シ テ解 部 剖 冒

見 ハ肉 眼 的 、或 ハ顯 微 鏡 的 所 見 ヨ リ次 ノ記 號 ニ

テ壬見ハ シ タ リ.

一 ・… 何 等 ノ結 核 性攣 化 ラ呈 セ ザ ル モ ノ

± ・一 結 核 性 ト考 ヘ ラル ・モ、其 攣 化 不 定型

ナ ル モ ノ

+… ・定 型 的結 核 性 攣 化 テ呈 ス ル モ、 其 病墜

輕 度 、 且 小 ナル モ ノ

升 ・… 定型 的結 核 性 優 化 テ呈 シ、 其 病 攣 大 、

或 ハ多 撒 ノ結 節 テ形 成 セル モ ノ
む

柵 ・… 乾 酪 様 攣 性 二陥 レル モ ノ

而 シ テ、 解 剖 攣 化 テ各 臓 器 二就 キ テ詳 述 ス ル テ

避 ケ、 必 要 以 外 ニ ハ軍 二前 記 ノ符 合 テ以 テ表 示

スル ニ1ヒメ、 腸 管 、 拉 ビニ部 屡 淋 巴腺 ノ病 憂 ハ

詳 述 セ ン トス。

第三章 腸結核護生二關スル實験

第一節 結核兎疫(過 敏性)海 狽

二於 ケル實験

結 核 ノ感 染 ハ初 感 染 拉 ビニ再 感 染 ニ ヨ リテ登 病

部 位 、 病 型 等 二差 異 アル コ トハ近 時 盛 二論 及 セ

ラ レ、 我 國 二於 テ モ 實 験 的 ニハ之 一 ツキ佐 多

博 士t34>門下 二多 撒 ノ業 績 ア リ.Cornetハ 彼 ノ

Lokalisationsgesetz二 於 テ、一 般 二初 感 染 二際

シ テハ結 核 菌 ハ其 侵 入門 戸 二何 等 ノ病 攣 テ惹 起

セ シム ル コ トナ ク通 過 シ、 其 部 属 淋 巴腺 二到 リ

テ初 メテ病 攣 ラ惹 起 セ シムル コ トテ唱 道 シ、 佐

多 學 派 ノ業 績 ニ ヨ レバ結核 ノ初 感 染 ノ場 合 ニ ハ

其 侵 入 セ ル局 所 二原 登 病 竈 テ起 サ ズ シ テ容 易 二

吸 牧 セ ラル ・モ、 免 疫 的 基 礎 ノ上 二於 ケ ルニ次

的 感 染 ハ其 局 所 二病 攣 テ催 起 ス ト栂 セ ラル。 即

チ是 等 ノ詮 ヲ以 テ見 ル トキ ハ、腸 結 核 ノ登 生 二

關 シテ モ亦 初 感 染 、 再 感 染 ニ ョ リテ差 異 アル ノ、

首 肯 シ得 ル所 ニ シテ、 大 串 氏 ノ研 究 ニ ヨ レバ、

初 感 染 ノ場 合 ニ ハ結核 菌 ハ腸 粘膜 二何 等 ノ憂 化

ヲ起 ス コ トナ シニ通過 シ、乳 魔 又 ハ門 脈 血 二直

接 移 行 ス ル モ、 再 感 染 ノ場 合 二於 テ ハ粘 膜 テ通

過 セ ル結核 菌 ハ腸 管 淋 巴 濾 胞 二急 性 滲 出 性 炎 チ
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惹 起 スル モ ノ トス。 又他 面人 類 ノ腸 結 核 叢 生 二

關 シ、從 來 ヨ リノ諸 家 ノ病 理 學 的 統 計 ラ見 ル ニ、

殆 ン ド大 部 分 ハ第 二次 感染 ニ シテ、 初 感 染 ト考

ヘ ラル ・如 キ ハ甚 ダ稀 有 ナ リ。

又 中谷 繁 一35)氏 ノ實験 ニ ヨ レバ、 結 核 菌 ハ再 感

染 ノ場 合 二其 侵 入局部 二抑 留 セ ラ ル ・事 初 感 染

ノ場 合 二比 シ著 明 ナ リ。斯 ル故 二、腸 二於 テ モ

初 感染 ノ場 合 ハ、 結核 菌 ハ腸 テ通 シテ他 へ蓮 搬

セ ラル ・事 多 久 從 ツテ腸 壁 ニ ハ結 核 性 病 攣 テ

起 シ難 キ ナ リ。 然 ル ニ再 感染 ノ場 合 ノ・侵 入 門 戸

二菌 ハ抑 留 セ ラ レ易 シ。 之其 個 禮 ノ全 艦 ヨ リ見

レバー ノ免 疫 現 象 ナ ル モ、 腸 局所 ヨ リ云 ヘ バ今

村 教 授㈹ ノ言 フ素 因 的 、 或 ハ非免 疫 的 「ア レル

ギー」二導 キ易 ク、從 ツテ腸 ニ ハ結核 性病 憂 テ起

シ易 シ ト想像 セ ラル。 勿 論 再感染 二際 シ テ菌 量

少 ケ レバ 見疫 的 「ア レルギー 」ノ存 在 ニ ヨ リ何 等

ノ病 攣 ラ起 サズ、 唯 大 量 菌 ニ ヨ リテ素因 的 「ア

レル ギー 」テ起 スモ ノナ リ。

余 ハ今 村 教 授 ノ設 二從 ヒ結 核 菌腸 管 輸 途 二際 シ

初 感染 ヨ リ再 感 染 二於 ケ ル場 合 ガ、 腸 管 ソノモ

ノニ病 攣 ラ起 ス可能 性大 ナ ラ ン ト考 へ、 以 下 各

種 ノ結 核 過 敏 性 海 瞑 二就 キ テ腸 結 核 ノ登 生 テ検

索 セ リ。

第 一 項 生毒 力結 核 菌 ヲ以 テ冤 疫 セ ル

海 狽 二結核 菌 ノ頻 同経 口感 染 ヲ行

ヒ タル 實験 ●

人類 二於 ケ ル腸 結 核 ノ登 生 ハ殆 ン ド大 部 分 二於

テ第 二 次 感染 ニ ヨル モ ノー シテ、 既 二、 主 トシ

・第 1

テ肺 結 核 ノ存 ス ル モ ノガ、 結 核 菌 テ多 量 二含 有

セル喀 疾 ヲ毎 常 嚥 下 スル コ トニ ヨ リ途 二其 登 生

テ來 スモ ノ ト考 ヘ ラル ・場 合 多 シ。 即 チ余 ハ人

類 二於 ケル斯 ル1吠況 テ1扇冥二於 テ模 倣 シ、 豫 メ

生毒 力 結 核 菌 ノ微 量 ヲ皮 下 二注 射 シ、 結 核 免 疫

性 トナ シ置 キ タル後 一 定時 日 テ経 テ中等 量 ノ結

核 生 菌 テ頻 同 経 口的 二投 與 シ、 以 テ腸 結 核 ノ登

生 如何 ラ追究 セ ン ト企 テ タ リ。

實 験 方法

動 物 テ3群 二分 チ、 豫 メ第1群 ニ ア リテ ハ冤 疫

元 トシテ生人 型 結 核 菌1萬 分 ノ1醒 、 第2群 ニ

ア リテ ハ10萬 分 ノ1彪 テ 夫 々左 側 大 腿 皮 下 二

注 射 シ置 キ、1ケ 月 テ経 テ是等 雨群 及 ビ第3群

封 照 獣 二結 核 菌5・0竜 宛 テ 隔 日 二10同 経 口的

二感染 セ シメ、 最 終 ノ感 染 終 了後 、3週 或 ハ6

週 ノ後 二全 動 物 テ解剖 セ リ。

「備 考 」 第1
、 第2雨 群 ニ ア リテ ハ結 核 菌 ノ

皮 下 注射 後1ケ 月 テ経 タ ル トキ、 即 チ結 核 菌

経 口感 染 開始 直前 二於 テ、 菌 接 種 部 位 鼓 ビニ

其 部 属 淋 巴腺 テ観 察 ス ル ニ、 雨 群 共 二、 大 部

分 二於 テ接 種 部 位 ノ硬 結 、 甚 グ シキ ハ潰瘍 ラ

形 成 スル テ認 メ、 部 属淋 巴腺 亦 小 豆大 乃 至大

豆大 二燭 ル ・ラ見、 且 レー メ ル氏 反 雍 ハ多 少

トモ陽 性 二登 現 ス ル テ見 タ リ。

實 験 成績

膿 重、 レー メ ル氏 反 慮、 解 剖攣 化 テ大略 表 示 ス

レバ次 ノ如 シ.

表)

動 物 群

動 物 番 號

性

禮

重

図
氏
反

初感染直前

再感染直前

解 剖 前

初感染直前

再感染直前

解 剖 前

菌再感染後経過週数

第 ・ 群1第2群1 封 照 群(第3群)

222
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二病

35

525

T
十十

下
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下
三蕊
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脇
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+
一±

6
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砺
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下
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♂
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4SO

T
T
下
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砺
蕊
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十十

6
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i
踊
蕊;
蕊

T
T
τ

235

一早

180

230
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十
下
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♂

1SO

砺
茄

下
下

23SlL'39.

♀
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♀
稲
緬

43014SO
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240}2411
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ill離
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666ゆ
ゆ
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二
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解 剖 所 見

試獣 第1群

第226號 海狸

腸管。小腸 中部 ノー パイエ ル氏斑 二粟粒大、 圓形 ノ

淡 黄色小結節 ヲ認 メ、此部 ノ腸粘膜)・輕度 ノ充血 ヲ

呈セ リ。顯微鏡的 ニハ淋 巴組織 内二於 テ腸管筋暦 二

接 シ、圭 トンテ類上皮細胞 ヨリ成1,、 少鍛 ノ小圓形

細胞 ヲ混 ズルレ限局性浸潤 ヲ認 メ、此音K・・他 ノ健常淋

巴組織 トノ境 界明瞭 ナルレモ、結締組織 ノ園綾 ヲ見 ズ。

周 園 ノ腸管組織 二於 ケ,レ反鷹 ハ極 メテ微弱 ニ シテ、

僅 ヵ二此部 分 ノ腸粘膜 二輕 度 ノ充血 ヲ認 ム,レニ過 ギ

ズ。腸管他 部二於テハ著攣 ヲ認 メ ズ。

腸間膜腺。稽 く肥大 シ、 一般 二充 血スルレヲ認 メ、皮

質部 二於 テハ小カ レ孤 立結 節 ア リ。

肝門腺。攣化前者 二比 シ著 シク高 度 ニシテ、廣 汎ナ

ル部位 二於 テ結締織壇殖 ヲ件 フ結核性細胞浸潤 ヲ

見、中央部一部壌死 二隔 ル。

第222、225蛇 ビニ227號 海 狸

腸管。一般 二腸管淋 巴組織 ノ培殖像 ヲ認 ムルモ ノア

リシモ、定型的腸結核 ノ登 生 ヲ見 ズ。

腸 間膜腺蛇 ビニ肝門腺。3頭 ヲ通 ジテ腸間膜腺 ・・稻

く腫 大 ン、 小 ナルレ結核性浸潤 ヲ見 タルノ ミナルニ、

肝 門腺 ニア リテハ夫 々高度 二腫大 シ、廣汎 ナノレ結核

性 攣化 ヲ起 シ、殊 二第222蛇 ビニ227號 海狸 ニア リ

テノ・乾酪様攣性 ヲ見 ル。

試 験第2群

第228號 海狸
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一

一
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十
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〇.65

十

1
-1

bs十

腸 管。小 腸 二於 テ最終端 ノパ氏斑 二小 ナル淡黄色斑

鮎 ア リ。叉 盲腸部一淋巴濾胞 二同 ジク帯黄色圓形粟

粒大 ノ斑鮎 ア リ、此部 分 ノ腸粘膜稽 ミ充血 ス。顯微

鏡 的ニハ小腸最終端 ノパ氏 妊 二於 テ・・淋巴組織 内二

少倣 ノ類上皮細胞、小 圓形細胞 ノ集 籏 ヲ見 タル ノミ

ナァレモ、盲腸部 ノモ ノレ アリテハ淋 巴組織 内 二於 テ

腸管筋暦 二接 シ、稽 ミ廣汎 ナノレ定型 的類上皮細胞浸

潤 ヲ認 メタ リ。周園組織 ノ反鷹 トシテ ハ此 部分 ノ腸

粘膜 ノ充血 ヲ見 ル/ミ 。

腸 間膜 腺並 ビニ肝門腺。共 二高度 二肥大、硬攣 スル

ヲ認 メ、廣汎 ナル結 核性細胞浸潤竈 ヲ見、殊 二肝門

腺 ニア リテ・・浸潤特 二高度 ニシテ中央 ノー部結核性

埋死 二昭 ルレ。●'

第230號 海狸

腸管。小腸 中部 二於 ケルー パ イエ,レ氏斑内 二、不規

則 ニ シテ地圖状 ヲ呈スル淡 黄色斑 ア リ。顯微鏡的 二

・・同ゴ氏斑 ハ殆 ン ド健常部 ヲ残 サ ザル迄 二、類 上皮

細胞、小圓形細胞、少藪 ノ多核 白血球 ヨ リナル定型

的結核性細胞浸潤 ヲ認 メ、共部 二於 ケルレ漿 膜一般 二

肥厚 シ、且罹患部 ノ周園 二於 テハ稽 く高度 ノ充血 ヲ

呈ス ルヲ見タ リ。腸管他部 二於テ・・盲 腸部淋巴濾胞

ノー般 二稽 ミ充血 ヲ呈 ス)レヲ見タル他 著攣iヲ認 メザ

リキ。

腸 間膜 腺蛇 ビニ肝門腺、前者 二於 テハ高度 二肥大 シ、

廣汎 ナル結 核竈 ヲ見 ル。後者 ニア,,テ ハー部 二精 し

充血 スル ヲ見タル ノ ミ。

第232號 海狸
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腸管。小腸下部 ノー パ氏斑精 く肥大 ン、同組織 内二

小部分 ノ類上皮細胞、小圓形細胞 ノ集 團 ヲ認 メタルレ

モ未 ダ定型的結 節 ヲ形成 スル ニ至 ラズ。

腸間膜腺並 ビニ肝門腺 。共 二精 ζ高 度 二腫大 スル ヲ

認 メ、腸間膜腺 二於テハ皮 質部 二稽 ミ大 ナルレ結核竈

ヲ示 ン、肝門腺 二於テハ更 二高度 ニシテ殆 ン ド全淋

巴組織 二振 レル結核性細胞浸潤 ア リテ、 中央部 二於

テ結核性壌死 ヲ認 ム。

第231酋 ビニ232號 海狽

腸管。雨動物 トモニ藪 個 ノ淋巴組織 二於 テ増殖像 ヲ

呈スルモ、定型的腸結核 ノ獲生 ヲ見 ズ。

腸間膜腺蛇 ビニ肝門腺。第231號 海猿 ノ腸 間膜腺何

等 ノ攣化 ヲ呈 セズ、他ハ総 テ多鍛 ノ小結 節登 生ア リ

テ、夫等 が相癒 合 ン、大 ナルレ病 竈 ヲ形成 スルモノア

リ。

劃照群

第235號 海狸

腸管。小腸 中部 ノーパ イエル氏斑 二黄色 ノ稽 く大 ナ

ル不規則形 ノ結 節 ヲ認 メ、顯微 鏡的 ニハ同パ氏斑 内

二於 テ廣汎ナ ル部位 二亙 リ、類 上皮細胞、小圓形細

胞及 ビ少 数 ノ白血球 ヨ リナルレ定型的結核性細胞浸潤

ヲ認 メタ リ。其他 ニハ盲腸部 ノ淋巴濾胞一般 二増殖

像 ヲ呈 ス。

腸間膜腺蛇 ビニ肝 門腺。 共 二輕 度 ノ腫脹 ヲ示 シ、皮

質部 二於テ小ナノレ結核性細胞浸潤竈 ヲ認 メタ リ。

第237、238、239、240拉 ビニ241號 海狸

腸管。以上5頭 ノ海狸 二於テハ、或 者二於 テ腸管淋

巴組織 ノ増殖 ヲ認 メタ,レモノアレ ド定型 的腸結核 ノ

登生 ヲ見 ンモノナ シ。

腸間膜腺蛇 ビニ肝門腺。第237及 ビ238號 海狸 ノ肝

門腺及 ビ第239號 海猿 ノ腸 間膜 腺 二於 テハ何等 ノ攣

化 ヲ呈スル ヲ見ズ、其他 ノ淋 巴腺二於 テハ表 二示 ス

如 ク極輕度 ニンテ軍 二皮質部 二於 テ類上 皮細胞 ノ1彌

蔓性浸潤 ヲ認 メタル程度 ノモ ノヨリ、廣汎 ナ,レ結核

竈 ヲ形成 シ、一 部乾酪様攣性 ヲ呈スルモ ノニ至 ル種

種 ノ程度 ノ攣化 アリ。

成 績 小 括

以上 ノ實 験 成績 ラ通 覧 ス ル ニ、 生毒 力 結 核 菌 ノ

少 量 ラ皮 下 二注射 シテ結 核 免 疫 性 トナ シタ ル海

狽 及 ビ其 封 照動 物 二封 シ、 結 核 菌 ノ中等 量(5.0

薩)テ 頻 同経 口的 二投 與 シ、一 定時 日 ノ後 二解 剖

シ、 腸 結核 登 生 如 何 テ検 シ タル ニ、 生 結 核 菌1

萬 分 ノ1醒 テ以 テ免 疫 セ ル第1群 海 瞑 ニ ア リテ

ハ全4頭 ノ中1頭 、 同10萬 分 ノ1雇 テ 以 テ免

疫 セル第2群 海瞑 ニ ア リテ ・・全5頭 中2頭 、 即

チ合 計9頭 ノ冤疫 群 ノ中3頭 ノ定 型 的 腸 結 核 ノ

登 生 ラ認 メ タル ニ比 シ、封 照獣 ニ ア リテハ全6

頭 ノ中1頭 二於 テ其 登 生 テ見 タル ノ ミナ リ。 而

シテ更 二免 疫 群 ニ ア リテハ 定型 的 腸 結 核 登 生 テ

見 シモ ノ ・他 極 ノ テ輕 度 ノ腸 結 核 ト考 ヘ ラル ・

攣 化 テ見 シモ ノ2頭 ア リ。 是 等 試 獣 、 虹 ビニ封

照 獣 二登 生 セ シ腸 結 核 ノ攣 化 テ比 較 ス ル ニ 同性

質 ニ シテ、 質 的 二差 異 ヲ論 ズ ル能 ハ ザ ル モ、 少

ク トモ腸 結 核 ノ登 生 卒 ヨ リ見 ル トキ ノ・、 結 核 発

疫 性 海 狽 ハ何 等 前 塵 置 ラ施 サ"ル 健 康 海 獲 二比

シ、 結核 菌 ラ頻 同経 口的 二感 染 セ シム ル コ トニ

ヨ リ梢 ≧大 ナ ル腸 結 核 ノ登 生 率 ラ認 メ タ リ。 然

レ ドモ其登 生 セ ル腸 結 核 ハ極 メ テ輕 微 ニ シ テ、

之 ニ ヨ リ海 狽 二於 テ腸 結 核 登生 シ難 キ事 テ確 メ

得 タ リ。

次 二腸 管 以外 ノ臓 器 拉 ビニ淋 巴腺 二於 ケル病 攣

テ見 ル ニ、 一般 二発 疫 海 狽 二於 ケ ル攣 化 高 度 ナ

ル テ見 タ リ。 即 チ最 初 ノ生 結 核 菌 注 射 部 位 拉 ビ

ニ其部 屡 淋 巴腺 ノ慶 化 ハ固 ヨ リ、 菌 注 射 二直 接

關係 ナ キー 般 臓 器 及 ビ淋 巴腺 ノ攣 化 二於 テモ其

罹 患部 位 廣 汎 ニ シテ且其 程 度 比 較 的大 ナ ル テ認

メ タル ナ リ.斯 ノ如 ク免 疫 海狸 二於 ケル是 等 髪

化 ノ高 度 ナ ル ハ、 從 來 ノ各 種 結 核 免 疫 實 験 ノ成

績 ト相 反 ス ル感 アル モ、 之 必 ズ シモ結 核 菌 テ頻

同 腸 管 内 二輪 途 シタ ル コ トニ ヨ リテ起 ル攣 化 ノ

高 度 ナ ル ニ ア ラズ シテ、 既 二是 等 動 物 テ結 核 免

疫 性 トナ ス タノ ニ生菌 皮 下注 射 テ行 ヒ シニ基 ク

攣 化 ノ混 在 スル タメ ト考 ヘ ラル ・ナ リ.即 チ本

實 験 ≧於 テ モ海 狸 二免 疫 性 テ賦 與 スル ニ生 人 型

結核 菌 テ以 テ セ ズ シテBCGノ 如 キ弱 毒 力 菌 、

其 他 ノ免 疫 元 テ用 ヒ、 其 感染 自艦 ニ ヨ ツ テ起 ル

攣 化 テ輕 度 ナ ラ シム レバ、 後 述 ノ第 三項 實 験 二

於 ケ ル ガ如 ク、次 二來 ル結 核 菌 ノ経 口感 染 二封

シテ モ多 少 ノ免 疫 数 力 テ登 揮 シ得 ル モ ノナ リ。
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第二項 生毒力結核菌ヲ以テ冤疫セル

海狸二結核菌11同 大量経 ロ感染

ヲ行 ヒタル實験

本項實験二於テハ前項實瞼 二於 ケル ト同條件ニ

ヨリテ結核冤疫性 トナセル海瞑 二、大量 ノ結核

菌 テ1同 限 リ胃内二注入スル時 ノ腸結核登生テ

検索 シタリ。

實験方法

本實験二於 テハ動物 テ2群 二分チ、1ツ ハ生毒

力人型結核菌 テ皮下二注射 シテ結核発疫性 トナ

シ、1ツ ハ其封照駄 トシテ何等 ノ前塵置テ行 ハ

ズ。即 チ試獣 二於 テハ人型結核菌1萬 分 ノ1冠

テ左側大腿皮下二注射 シ、1ケ 月テ経 テレーメ

ル氏反慮陽性 二出現 スルニ至 リ、封照獣 ト共二

結核菌50.OII9テ ー一一時二浦息子 テ用 ヒテ胃内一

(第 2

注 入 シ、4遇 拉 ビ ニ6週 テ経 テ夫 々解 剖 二附 シ

タ リ。

「備 考 」 菌 脛 口感 染 直前 二於 テ試 獣 ノ結 核 菌

皮 下 注 射 部 部 屡 淋 巴 腺 テ検 シダ ル ニ、 敦 レモ

小 豆 大 乃 至 大 豆 大 二腫 脹 ス ル認 メ タ リ。

尚 余 等 ノ教 室 二於 テ 上池 菌1萬 分 ノ1或 ハ10

萬 分 ノ1選 テ皮 下 二注 射 スル事 ノ ミニ ヨ リ腸

二結 核 性 病憂 テ認 メ得 ザ ル事 ハ周知 ノ事實 ニ

シ テ、 余 モ亦 此封 照 實 験 テ行 ヘ ル モ弦 二記 セ

'ズ
、 青 山B或 ハBCGテ 皮 下 二注 射 スル モ亦

之 ノ ミー ヨ リテ腸 二 結 核 性 病 攣 テ 見 ザ ル ナ

リ。

實 瞼 成 績

膿 重 、 レー メ ル氏 反慮 、 解 剖 攣 化 テ大 略 表 示 ス

レバ次 ノ如 シ。

表)

動 物 副 免 疫 群

動

重

一司

氏
反
庶

物 番 號

性

初感染直前

再感染直前

解 剖 前

初感染直前

再感染直前

解 剖 前

菌再感染後経過週倣
1小 腸 上 部

1小 腸 中部
1小 腸 下部
1

腸盲II
解

腸大

腺
蕨

膜

q

間

「

腸

肝
}

剖

脾 臓

憂 肺
1(ソ ノ重 サ)

臓

1肝 臓

膝 髪 腺

化 鼠 墨 腺

1後 腹膜墨
氣 管枝 腺

璽 腺

356

♂

260

300

225

十

十

4

什

什

柵
什

1.5

什

r十十1柵

r十1十 十

r十1十 十

bs十十

bs十

357

♂

280

405

465

一

十十

柵

4

柵

一

一

一

一

嘱

十十

柵

359

舎

325

400

490

朴

6

+
再

十 粁

1.0 1.0

十 十

lH十・ lH十

1十十 ]十十

1十十 1十十

bs十十 r十

361

♂

270

355

400

十十

柵

6

+
齋

十

0.9

十

1判十

1十十

1十十

bs十

i封 照 群

362

♀

260

295

365

4

十十

十

0.7

363

歪

250

405

40・

サ

4

十

一
粁

十十

O.8

十

bs十

bs十

364

♂

275

285

405

世

6

365

含

255

340

440

世

6

+

+
「+

±

±

十

0.7 0.8

十 十

bs十 十

1十

bs十
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解 剖所 見

冤疫轟

第356號 海狸

腸管。小腸蛇 ビニ大腸部 二於 テハ著攣 ヲ認 メザ リシ

モ、盲腸部 二於 テハ淋巴濾胞一般 二腫大 セルヲ認 メ、

其中 ノ1個 二於 テ、周 邊 二近 〃、粟 粒大、略 く圓形

ノ結節 ヲ認 メ、顯 微鏡的 ニハ淋巴組織 内 二稽 く廣 汎

ナル部位 二亙 リ周園健常部 トノ境界比較的明瞭 ナル

類上皮細胞浸潤 ア リ。共 周園著攣 ナ ン。

ド腸間膜腺蛇 ビニ肝 門腺。共 二高度 二腫大 シ、廣汎 ナ

ノレ結核竈 ヲ楡鏡 ン得 タ リ。而 ンテ其攣化 ハ肝門腺 二

於 テ特 二著明 ニ ンテ大 ナル乾酪竈 ヲ認 メタ リ。

第357號 海 狸

腸管。小腸上部 二於 ケルー パ氏斑 二於 テ大 イサ牛米

粒大 ノ不規 則ナ ル形状 ヲ有ス ル結 節 ヲ認 メ、其部 ハ

周國組織 二比 ン頗 ル硬 ク醐 ルレ。 而 シテ此部分 ノ腸管

粘膜 ハ充血 ヲ 呈ス ノレモ漿膜 ニハ何等 ノ 反鷹 ヲ認 メ

ズ。…顯微鏡的 ニハ淋巴組織 内廣汎 ナル部位 二亙 リ、

健常淋巴組織 ヲ認 ムルレ能 ハザル迄 二、類上皮細胞、

小圓形細胞 或ハ少数 ノ白血球 ノ浸潤 ヲ認 メ、共 中心

部稽 く大 ナルレ部分 二於 テ核破壌、更 二壌死 二隔 レル

部分 ヲ認 メ タ リ。 然 レ ドモ周園組織 ハ殆 ン ド著攣 ナ

久 唯粘膜暦 二充血 ヲ呈スル ヲ見タル ノ ミナ リ。斯

ノ如 キ攣化 ・・前實験 二於 テハ嘗 テ見ザJtz高度 ノ攣i化

ナ レドモ、此部 ノ腸粘膜殆 ン ド健全 ニ シテ未 ダ破埋

ンテ潰瘍 ヲ形成 ス,レ如 キ傾向 ヲ認 メズ。小腸 ノ他部、

盲腸、大腸 ニハ著攣 ヲ認 メザ リキ。

腸間膜腺蛇 ビニ肝 門腺。共 二著 ンク腫大 シ、定型的

結核性浸潤 ヲ見、肝門腺 二於 テハ廣汎 ナル乾酪襟攣

性 ヲ認 ム。

第359拉 ビニ361號 海狸

腸管。 雨動物 トモニ著攣 ヲ認 メズ。

腸間膜腺蛇 ビニ肝門腺。 腸間膜腺 二於 テ・・敦 レモ稽

く肥大 スルレヲ認 メ、 顯微鏡 的 ニハ皮質部 二稚 く大 ナ

ル結 節 ノ形 成 ヲ認 メタ リ。肝門腺 ・・著 シク腫大 スル

ヲ認 メ、廣 汎 ナル結核性浸潤 ア リテ、 中央部 二顯著

ナル乾酪竈 ア リ。

劃照群

第362、363、364蛇 ビニ365號 海狸

腸管。i封照獣全4頭 トモ何等 ノ壁化 ヲ呈 スル ヲ見

ズ。

腸 間膜 腺。 敦 レモ多少 トモ腫脹 スル ヲ認 メ、共最 モ

高 度 ナルハ第362號 海狸 ニシテ廣 汎ナノレ結核性細胞

浸潤 アリ。其他 ノ海瞑 ニア リテモ第364號 海猿 ヲ除

ク他 ノ・夫 々皮 質部 二定型 的結 節 ヲ認 メタ レ ドモ、第

364號 海狸 二於 テハ 類上皮細胞 ノ1彌蔓性浸潤 ヲ認 メ

タルレノミナ リ。

肝門腺。第362號 海狸 ・・殆 ン ド墜化 ヲ見ズ、 第363

號淑 倶ニア リテ・・著 シク肥大 シ、高度 ノ結核浸潤 ヲ

認 メ、其他 ノ海狼 二於 テハ皮質部 二定型的結節、或

ハ類上皮細胞 ノ禰蔓性浸潤 ヲ認 ム。

成績 小 括

本 實 験 二於 テ見 ルニ、 海 猿 二於 テ生 結 核 菌 テー

時 二50.0竜 腸 管 内 二輸 途 シ、 腸 結 核 ノ 登 生 テ

検 シ タル ニ、封 照群 タル健 康 海 猿 二於 テハ何 等

腸 結 核 ノ登 生 テ見 ズ シ テ、 唯 其 部 屡 淋 巴腺 ノ罹

患 デ見 タル ノ ミナ ル ニ、 豫 メ生結 核 菌 テ皮 下 二

注 射 シ置 キ タル免 疫 海 猿 二於 テ ハ、 其 腸 管 部 属

淋 巴腺 ノ病 攣 以 外 二其 牛 数 二於 テ腸 二結 核 性病

攣 ヲ認 メ得 タ リn而 シテ其 中1頭 二於 テ ハ比 較

的 著 シキ結 核 性 病 攣 テ 見 タ ル モ、 潰瘍 テ 認 メ

ズ。

第三 項 弱毒 力結 核 菌 ヲ以 テ冤疫 セ ル

濁 冥二於 ケ ル實 験

前 實 験 二於 テ ハ張 毒 菌 感 染 ニ ヨ リ登 生 ス ル冤 疫

強 キ故 二再 感 染 二封 ス ル兎 疫 的 「ア子 ル ギー」ノ

存 在 ア リテ腸 二結 核 病 攣 テ起 シ難 シ ト考 フベ キ

鮎 ア リ、 夫 故 二今 同 ハ 弱 毒 菌 テ 以 テ 感 染 セ シ

メ、 登 生 ス ル感染 免疫 テ比 較 的 弱 カ ラ シメ、 之

ニ ョ リテ素 因 的 「ア レル ギー 」ノ存 在 テ謹 セ ン ト

シ、 更 二本實 験 二於 テ ハ毒 力 結 核 菌 ノ経 口感染

ラ行 ヒシ後 、動 物 テ長 期 間 二亙 リテ生 存 セ シメ

置 キ、 以 テ獲 生 セ シ腸 結 核 病 憂 ノ如何 二進 展 ス

ル カ テ見 ン トセ リ。 而 シ テ菌 皮 下 注 射 後 長 時 日

生 存 セ シメ置 ク タメ、免 疫 元 トセ シ弱 毒結 核 菌

一 ヨ リ起 ル 内臓 ノ攣 化 ヲ ナ ルベ ク除 外 ナ シ得 ベ

キナ リ.

實 験 方 法

本 實 験 二於 テ免 疫 元 トシテ使 用 セル弱 毒 力 菌 二

二 種 ア リ、 一 ハ其 源 ラ 牛 型 結 核 菌 二 礎 シタ ル

BCG一 シテ、其 毒 力著 シ ク弱 度 ナ ル ハ周 知 ノ事
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實 ナ リ。 他 ハ青 山B菌 ニ シテ、 此 菌 株 ハ人 型 結

核 菌 ナ ル モ、 我 教 室 二於 テ永 ク培 養 セル間 二著

シ ク毒 力 テ弱 ジ タル菌 株 ナ リ。

部 チ、 動 物 チ3群 二分 チ、第1群 二於 テ ・・BCG

10.0彪 ガ1.0耗 ノ生 理 的 食 盤 水 二俘 游 スル如 キ

孚L剤 ヲo.25耗 宛 、 帥 チ全 量5.0竜 テ 雨 側 大 腿

皮 下 二接 種 シ、 第2群 二於 テ ハ青 山B菌2.0彪

テ1.0耗 ノ生理 的 食 盛 水 二俘 游 セ シメ タル乳 剤

ラ0・25蝿 、 帥 チ0.5醒 テ 左 側 大 腿 皮 下 二注 射

シ、 第3群 ハ是等 ノ封 照 群 トシ何 等 ノ前虜 置 ラ

施 サズ。

以 上 ノ如 キ前 庭 置 テ施 シテ5週 間 ラ経 タ ル時、

結 核 菌50.0彪 ノ経 口感 染 テ 行 ピタ リ。 而 シテ

菌 経 口感 染 後 ノ生 存 日撒 テ15週 乃 至25週 ト

シ、 此 時期 二夫 々解 剖 二附 セ リ。

「備 考 」 結 核 菌 ノ経 口感染 テ行 フ直前 二於 テ

ハ、 レー メル氏反 慮 ハ夫 々表 示 セ ル如 ク登 現

スル ラ見、BCG、 青 山B菌 発 疫 群 共 二1頭 モ

陰 性 ナル テ認 メズ、 且特 二青 山B菌 注 射 群 二

於 テ高 度 ナ ル テ 見 タ リ.而 シ テ此 時 期 二於

テ ハ 第1群 動 物 ニ ア リテハ其 約 牛数 一 於 テ

BCG接 種 部 位部 騒 淋 巴 腺 小 豆 大 二 腫 大 シ、

殊 二第419號 海、猿 ニ ア リテ ハ猛 豆 大 二腫 脹 ス

ル テ認 メ タ リ。 第2群 ニ ア リテ ハ青 山B菌 接

種 部 囑 淋 巴 腺 ハ大 部 分 小 豆 大 二腫 大 セ リ

實 験 成績

膿 重 、 レー メ ル氏 反 慮 、 解 剖憂 化 テ大 略 表示 ス

レバ次 ノ如 シ。

解 剖 所 見

第1酵

第413號 海狸
●腸 管

。 小腸最終端 二存在スル パイエル氏斑 二於 テ、

極 ク小範園 ノ類上 皮細胞集籏 ヲ認 メタルモ、他 二定

型的腸結核 ノ獲現 スルレヲ見ズ。

腸間膜腺蛇 ビニ肝門腺。共 二健常部 ヲ認 メ得 ザル迄

二高度 ノ結 核性攣化 ヲ惹起 シ、前者 二於 テハ乾酪様

攣性 ア リ。

第416號 海賀

腸 管。 小腸 部 ノパイエル氏斑殆 ンド総 テニ於 テ小圓

形、 或ハ不規 則形 ナルレ淡黄色斑 ヲ認 メ、 肉眼的ニハ

淋 巴組織 全禮 ガ白濁 シ、且肥大 スルモ ノヲ見、殊 二

小腸上部 二於ケ ルー パ氏斑 二於 テハ高度 二腫脹 ン、

漿膜 ノ肥 厚スルレヲ認 メタ リ。顯微鏡 的 ニハ小腸部多

鍛 ノ淋 巴組織 二於 テ可成 リノ結核性攣化 ヲ呈スルヲ

認 メ、前 記小腸上 部 ノー パ氏斑 二於 テハ淋 巴組織内

所 々二結締組織 ノ塘殖 ヲ件 フ定 型的類上皮細胞結節

ヲ認 メ、是 等 ノ各結 節 ガ各 々相癒 合 シテ稽 く大 ナル

不規則 ノ形 ヲ有 ス,レ病竈 ヲ形 成ス ルヲ見,レ。而 シテ

此部 ノ漿膜 ノ結締組織 ハ著 ンク培殖 ン、腸粘膜層ハ

稽 く充血 ヲ呈 セ リ。小腸 中部蛇 ビニ下部 二於 テモ略

く同標 ノ攣 化 ヲ呈 ス、然 レ ドモ是等 ノ攣牝 二於 テ乾

酪 襟攣性 ヲ惹起ス ァレモ ノヲ認 メザ リキ。 盲腸蛇 ビニ

大 腸 ハ異攣 ヲ認メ ズ。

腸 間膜 腺並 ビニ肝門腺。共 二廣汎 ナルレ部位 二於 テ結

締組織増殖 ヲ件 フ稽 く高度 ナル結核性細胞浸潤 ア リ

テ、健 常部 ハ殆 ン ド認 メ得 ザ リキ。

第419號 海 狸

腸 管。小腸 二於 テハ淋巴組織 ノ増殖 アル ノミ。本海

瞑 二於 ケルレ盲腸 ノ墾化ハ他動物 二於 ケルモノ ト甚 ダ

異 リテ、盲 腸全禮 ガ禰 蔓性 二潤濁 ン、多数 ノ淋巴組

織 内二1乃 至倣 個 ノ粟 粒大 ノ結節 ヲ認 ムル他、一般

二淋 巴組織異常 二増殖 シ、肉眼的 二盲腸 ニテ善通淋

巴装置 ヲ見ザル部分 二多数 直裡1乃 至2粍 ノ結節ノ

如 キ斑黒占ア リ。之 ハ顯微鏡 的 ニハ全部 淋巴組織 ナ リ。

盲腸部 二普通存在 スル淋 巴組織 内 二於 テハ、著 シク

ハ高度 ナラザルモ、定型 的ノ結核性 類上皮細胞結節

ヲ認 メタ リ。然 レドモ周園 ノ反慮 ハ殆 ン ド認 メ得 メ。

腸 間膜腺並 ビニ肝 門腺。共 二高度 二腫脹 ン、其結核

」肇愛化 ハ著 シク高度 ニ シテ、敦 レモ乾酪標 攣性 ヲ呈

ス ルレヲ見、前者 ハ後者 ヨリモ更 二共程 度強 シ。

第412、414、417、418拉 ビニ420號 海狸

腸 管。全5頭 ヲ通 ジテ定型的腸結核 ノ登 生 ヲ見タル

モ ノ1頭 モナ シ。

腸 間膜 腺蛇 ビニ肝 門腺。全部 二於 テ夫 々結核性攣化

ノ號生 ヲ見、第418號 海瞑 ノ肝門腺 ヲ除 ク他 ハ敦 レ

モ廣汎 ナ,レ病竈 ヲ形成 セ リ。 而 シテ其攣化多 クハ結

締組織 ノ増殖 ヲ件 ヒ、 且 ラングハン氏巨大細胞 ヲ認

メタルモ ノ多 シ。

第2癖

第422號 海 狸

腸管。小腸部全膿 ヲ通 ジテバ イエル氏集疏 ノ腫大、
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硬攣 セルレモノ多 ク、小腸 最終端 二於 ケ,レパ氏斑 二於

テハ稽 ζ大 ナ,レ不規 則ナル淡 黄色斑 ヲ認 メタ リ。…顯

微鏡的 ニハー般 ニハ淋 巴組織 ノ増殖像 ヲ認 メ シノ ミ

ナ レ ドモ、前記 パ氏斑 二於 テハ、腸管筋層 二接 ンテ

稽 ζ大 ナノレ類上 皮細胞 、小圓形細胞 ノ浸潤 ヲ認 メ、

其浸潤 ト健常淋 巴組織 トノ境界明瞭 ナ ラズ、然 レ ド

モ周園 二於 ケル反鷹極 メテ輕微 ニ シテ特筆 スベキモ

ノナ ン。

腸問膜腺蛇 ビニ肝 門腺。腸間膜腺 ハ稽 く高 度二肥大

シ、廣 汎ナ ル結核性浸潤 ヲ認 メ、肝門腺 二於 テハ前

者 二比 シ病攣 甚 ダ輕微 ナルモ、皮質部 二於テー ケ所、

小 ナル孤立結節 ヲ認 メタ リ。

第427號 海狸

腸管。 小腸上部 二於 テ1個 ノパ ィエ,レ氏 旺二淡黄 色

圓形粟粒大 ノ隆起 ヲ認 メ、其部分特 二硬 ク、漿膜面

ヨ リ見テ凹凸 ア リ。顯薇鏡 的ニハ淋 巴組織 内 二廣 汎

ナ ルレ部位 二於 テ定型 的結核性細胞浸 潤竈 ヲ認 メ、此

浸潤 中ニハ「エオ ジソ」嗜好細胞 多敷存 在 シ、此部 ノ
リ

漿膜甚 ダ シク肥 厚スルレヲ見 タ リ。其 他 ノ腸 管部位 二

於 テハ著攣 ヲ認 メザ リキ。

腸間膜腺虹 ビニ肝 門腺。共 二高 度 ノ結核性寝潤 ヲ認

メ、小 ナル病竃 多数癒合 シ、 結締組織 ノ増殖稽 ミ顯

著 ニ シテ、「エ オジン」嗜好細胞多 ン。前者 ノ憂化ハ

後 者 二於ケル ヨ リモ更 二高度ニ シテー音翫 酪様憂 性

ヲ呈ス。

第428號 海瞑

腸 管.小 腸 二於 テハ著憂 ヲ認 メズ。盲腸 二於テハ正

常 排列位 二存ス ル淋巴濾胞以外 ニー淋巴組織増殖 ス

ル ヲ認 メ、中 二大 ナァレ結節 ヲ認 ム、而 シテ其 中央部

硬結 シ、其周園環状 二組織 ノ軟化 勾 レヲ見 タ ㌦ 顯

微鏡 的 ニハ此淋巴組織 内二於 テ・・廣汎 ナ'レ部位 二於

テ類 上皮細胞、小圓形 細胞、 多核 白血球、 「エオジ

ン」嗜 好細胞 ヨ リナルレ結核覆潤竈 ヲ認 メ、結締組織 ノ

増殖稽 ζ顯著 ナル ヲ見タ リ。然 レ ドモ結核性埋死 ヲ

認 メズ、.5(.周園健常組織 トノ境界 モ比較 的明瞭 ナ リ。

盲腸 二於ケル其他 ノ淋 巴濾胞 ・・一般 二淋 巴組織 ノ壇

殖 ヲ認 ム。大腸 ニア リテ・・盲腸 ヨ リノ移行部 二存在

ス ル淋巴濾胞 二於テ梢 ミ不規 則ナル形状 ヲ呈スル小

ナノレ結核性浸潤 ヲ認 メタ リ。

腸問膜腺蛇 ビニ肝 門腺。共 二高度 ナルビ結核性類 上皮

細胞浸潤 ヲ認 メ、 殊二前者 ニア リテノ・共範園廣汎 ニ

ンテ、健常組織 ヲ殆 ン ド認 メズ、且中央部 二結核性

壌死 ノ部分 ア リ。

第429號 海 狸

腸管。小腸 二於 ケル数 個 ノパイエ,レ氏斑、 盲腸 二於

ケル大部分 ノ淋 巴濾胞硬攣 スルレヲ認 メ、不規 則形 ノ

斑鮎存在 スルレヲ認 メタ リ。顯徴鏡 的ニハ小腸 二於テ

ハ淋 巴組織 一般 二増殖 ヲ示 ン、其 内部 二於テ周園 ノ

健 常淋 巴組織 トノ境界明瞭 ナル、小 ナル類上皮細胞

結 節 ヲ作,レモノ、或ハ不規則 ノ形状 ニ ンテ健 常組織

内 二浸 蝕ス ルレ類上皮細胞浸潤 ヲ認 メ、 周園 ノ反慮 ト

シテ多 クハ共部 ノ漿膜肥厚 スルレヲ見タ リ。而 ンテ是

等 ノ攣牝 ハ小腸中部 蛇 ビニ下部 二於 テ稽 く高 度ナル

モ、上部 二於 テハ甚 ダ輕度 ナ リ。盲 腸 二於 テハー淋

巴濾胞 二大 ナルレ結 核性病竃 ヲ有 スル ヲ見 タルモノア

レ ド其攣 化輕 度 ニ シテ結締組織 ノ培殖 多 ク、健 常部

トノ境 界稽 ζ不 明瞭 ナ リ。

腸 間膜腺蛇 ビニ肝門腺。雨者 トモニ結締組織 増殖 ヲ

件 フ廣汎 ナル結 核性細 胞浸 潤 ヲ認 ムノレモ、乾酪 様攣

性 ヲ呈 セズ。

第421、423、125拉 ビニ426號 海 狸

腸 管。 多数 ノ動物 二於 テ腸管淋 巴組織 ノ塘殖 ヲ認 メ

タルモ ノア レド、定型的腸結核 ノ登 生 ヲ認 メタ,レモ

ノナ シ。

腸 間膜 腺蛇 ビニ肝門腺。第421號 海狸 ノ肝門腺 二於

テ・・何 等 ノ縫化 ヲ認 メ得 ザ リシモ、其 他 二於 テハ全

部 夫 々縫化 ヲ呈 ン、乾酪竈 ノ形 成 ヲ見 タルモノナキ

モ、一般 二納 く廣汎 ナル浸潤 ヲ形成 ン、且前第1群

二於 ケ,レト同様 多クハ結締組織 ノ塘殖 ヲ件 ヒ、 ラン

グハン氏巨大細胞 ヲ認 メタルモ ノ多 シ。

第3酵

第437號 海狽

腸管。小腸 中央部 二於 勿 レー パ イエル氏斑腫大 ン、

中央部 二黄色 ノ稽 く不規 則 ノ形 状 ヲ有 ス,レ隆起 ヲ認

ム。顯徹鏡的 ニハ同淋 巴組織 内 二於 テ腸管筋暦 二接

シ精 く大 ナル類上 皮細胞浸潤竈 ヲ認 メ、周園健常部

トノ境界比較 的明瞭 ナ リ。周 園腸管組織 ノ反 鷹ハ微

弱ニ シテ、僅 カニ漿膜 ノ輕度 ノ肥厚 ヲ見 ル ノ ミナ リ。

其他 ノ腸管部位 二於 テハー般 二淋巴組織 ノ増殖 ヲ見

ル他著攣 ヲ認 メズ。

腸問膜 腺蛇 ビニ肝 門腺。 高度 二腫大 シ、廣 汎ナ ル部

位 二亙 リテ結核 性病 攣 ヲ呈 ン中央部乾酪様攣性 ヲ惹

起 セ リ。

第434、436、438蛇 ビニ439號 海獲
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腸管。一、ニ ノ海瞑 二於 テ腸管淋巴組織 ノ培殖 ヲ認

メタルレモノア レ ドモ、定型 的腸結核 ノ登生 ヲ見 ズ。

腸間膜腺虹 ビニ肝門腺。第439號 海猿 ヲ除 キ他 ハ

部著 シキ結核性攣化 ヲ呈 シ、殊 二第436號 海狸 ノ腸

間膜腺、第438號 海狸 ノ肝門腺 二於 テハ乾酪様攣性

ヲ呈セ リ。 而 シテ是等 ノ攣化 ハ第1、 第2雨 群 二於

ケル ト同標結締組織 ノ壇殖 ヲ件 フモ ノ多 ン。

成 績 小括

本 實 験 二徴 ス ル ニ、 豫 メBCG、 或 ・・青 山B菌 等

ノ弱 毒 力結 核 菌 テ接 種 シ テ、 海 猿 ヲ結 核 過敏 性

トナ シ置 キ、 一 定 時 日 テ経 テ生 毒 力結 核 菌 ノ大

量 ヲ経 口的 二投 與 シ、15週 乃 至25週 ノ長期 間

テ経 テ解 剖 シ、 腸 結 核 ノ登 生 ラ追 究 シタル ニ、

其 封 照獣 二於 テ5頭 中僅 カニ1頭 ニ ノ ミ輕 度 ノ

腸 結 核登 生 テ見 タル ニ比 シ、BCG接 種 群 二於 テ
●

ハ8頭 中2頭 、 青111B菌 接 種 群 二於 テノ・8頭 中

4頭 ノ比較 的著 明 ナ ル結 核 攣 化 テ腸 二認 メ得 タ

リ。 即 チ本 實 験 二於 テ モ亦 、 是 等結 核 過 敏 性 海

狽 二於 ケル腸 結 核 ノ襲 生 率 ハ健 康 海狽 二比 シ梢

≧大 ナ ル モ ノ ト考 へ得 ラル ・ナ リ。 而 シテ其 程

度 、BCG接 種 群 二比 シ青 山B菌 接 種 群 二於 テ更

二大 ナ ルハ、 雨 菌 ノ毒 力 、 及 ビ是 等 ノ菌 接 種 二

因 ル レー メル氏 反 慮 出現 ノ強 弱 等 ヨ リ推 シ、輩

二1禺然 ト考 へ得 ザ ル モ ノア リ.即 チBCGニ ョ

ル見 疫 ヨ リモ青 山B菌 ニ ヨル免 疫 ガ腸 二結 核 性

病攣 ラ再 感 染 ニ ヨ リ爽 生 セ シム ル ニ適 シタ ル モ

ノ ト考 フ。

次 二、本 實 験 二於 テハ、 毒 力 結 核 菌 ノ大 量 テ経

口的 二感 染 セ シ メ タル後 、 動 物 テ永 ク生 存 セ シ

メ置 キ、 腸 結 核 憂 化 ノ進 展 ノ追 究 二責 セ ン ト シ

タル モ ノナル ガ、 本 實 験 二於 ケ ル腸 結 核 ノ攣 化

ハ、 菌 感 染後 長 時 日 テ経 過 シ タル ニ關 ハ ラズ其

攣 化著 シ クハ高 度 ナ ラザ ル テ見 タ リ.即 チ、 淋

巴濾 胞 内 ノ浸 潤 盆 々高 度 ニ ナ リテ大 ナ ル乾酪 竈

ラ形 成 シ、逡 ニノ・腸 管 腔 内 二破 壌 シ、人 類 ノ腸

結 核 二見 ル如 キ潰瘍 テ形 成 スル ガ如 キ高 度 ノモ

ノハ1例 モ ナ 久 一般 二其 病 竈 大 ナ ル モ ノニ於

テ モ、 結 締組 織 ノ増 殖 比較 的高 度 ニ シテ、 寧 ロ

第 一 及 ビ第 二 項 實験 二於 ケル攣 化 二比 シ、 治癒

的 傾 向 ラ帯 ビ シモ ノ ト思 考 スル ガ至 當 ナ リ。 此

事 ハ腸 二於 テ結 核 性病 攣 ・・種 々 ナル 因子 ニ ヨ リ

比 較 的 二進展 シ難 キ ニ ヨル モ ノナ ラ ン。

次 二、BCG冤 疫 群 、 青 山B菌 免 疫 群 、 封 照 群 ノ

病 攣 ラ 夫 々比 較観 察 ス ル ニ、 前實 験 同様 、 毒 力

結 核 菌 ノ経 口感 染 菌 量 過 大 ナ ル タ メ、 一 般 二其

病 攣 高度 ニ シテ、 明 ラ ヵナ ル差 異 ヲ認 ムル能 ハ

ザ リ シモ、 一 般 臓=器、 淋 巴腺 、 殊 二脾 臓 ノ病 攣

ヨ リ推 シテ、BCG青 山B菌 冤 疫 群 二於 テ多 少 ノ

冤 疫 数 力 ノ存 在 テ認 メ得 ラル ・ナ リ。

発 疫 實 験 概 括

以 上 ノ三 實 験 ニ ヨ リ テ得 タル腸 結 核 登 生 率 テ更

二表示 ス レバ次 ノ如 シ。

(第4表)

＼ 動物群

實 験
第一項實験

試 獣

第二項實験

第三項實験

計

9:4

4:2

16:7

29:13

剴'照 獣

6:1

4:0

5:1

15…2

即 チ、 是 等 ノ成績 ラ以 テ見 ル ニ、 一 般 二生 毒 力

結 核 菌 、 或 ・・BCG、 青 山B菌 等 ノ弱 毒 力結核 菌

テ用 ヒテ、 豫 メ海 猿 ラ結 核 過 敏 性 トナ シ置 ク ト

キ・・、 次 二來 ル毒 力 結 核 菌 ノ経 口感 染 二因 リ腸

結 核 ノ登 生 テ見 ル コ ト健 康 海 狸 二比 シ、 多 少 ト

モ多 キ コ トヲ認 メ得 タル モ ノー シ テ、 即 チ海 猿

ラ結 核 過 敏 性 トナ シ置 ク コ トニ ヨ リ、 腸 結 核 襲

生 テ促 進 シ得 ル モ ノ ト考 ヘ ラル ・結 果 二到 達 セ

シナ リ。

「備 考 」 是等 ノ實 験 ノ封 照 トシテ、 後 述 スル

他 ノ諸 實 験 ノ封 照獣 二於 ケル成 績 テ見 ル 三、

其 等 ノ中 ニハ 、腸 結 核 奨生 率 ガ本 賓 験 ノ免 疫

試 獣 二於 ケ ル ヨ リ大 ナ ルモ ノア ルモ、 之 テ以

テ免 疫 駄 二於 テ腸 結 核 登 生 シ易 シ トノ結 論 ラ

否 定 ス ル能 ハ ズ、何 トナ レバ腸 結 核 ノ登 生 ニ

ハ他 二使 用結 核 菌 ノ毒 力或 ハ實 験 時 期 等 二大

ナル 關 係 ヲ有 スル テ以 テ ナ リ。

即 チ以 上 ハ、 今 村 教 授 ノ設 二從 ヘ バ、 略 支當 然

ノ蹄 結 テ得 タル モ ノ ト云 フ テ得 ベ ク、 且人 類 二
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於 ケル第 一 次 腸結 核 ノ登 生 ハ第 二 次 腸 結 核 二比

シ稀 有 ナ ル事 實 トヨ クー 致 スル モ ノナ リ。 亦 余

及 ビ米 澤3η ノ實 験 、 即 チBCGラ 経 口的 二海 狸

二頻 同 與 ヘ テ腸 二結 節 多数 登 生 セ ル テ 見 タル

ハ、BCGニ ヨル免 疫 賦 與 ガ 其 登 生 二關 與 セル

モ ノニ シテ、 此 實 験結 果 ト符 合 ス ル モ ノナ リ。

第二節 下痢海狸二於ケル實験

本 實 験 二於 テ余 ハ海 瞑 二巴豆 油(Oleumcroto-

nis)或 ハ還 元 鐵 テ彊 制 試 食 セ シメ テ急 性、 又 ハ

慢 性 ノ下痢 ラ起 サ シメ、 此場 合 二於 ケ ル腸 結核

ノ畿 生 如何 テ検索 セ リ。 即 チ本 實験 二於 テ ハ、

藥 剤 テ用 ヒテ腸 管 ニー 定 ノ障 碍 テ興 へ、 之 ガ如

何 ナ ル程 度 二腸 結 核 ノ獲 生 テ助 長 ス ル ヤ テ検 セ

ン トセ シナ リ。

一 般 二人類 ノ肺 結 核 患 者 二於 テ
、 特 二腸 結 核 ノ

登 生 テ見 ズ シテ、 頻 繁 二下 痢 テ起 スモ ノ アル ハ

多敷 蜘 木醤家 二注 意 セ ラル ・所 ナ リ.斯 ノ如 キ

結 核 性 消 化 不 良 症 二腸 結 核 ノ嚢 生 ヲ助 長 スル モ

ノ ナ リヤ否 ヤ テ本 實 験 ニ ヨ リテ多 少 ナ リ トモ解

決 セ ・ トス。

第 一 項 巴 豆 油試 食 實 験

本 實 瞼 ノ目的 二使 用 セ シ巴豆 油 ハ、 猛 烈 ナル刺

戟 性 ラ有 スル藥 剤 ニ シテ、 之 テ皮 膚 二塗擦 ス ル

トキ ハ登 赤 、 俘 腫 、 水泡 次 デ膿 泡 テ登 ス ル ニ至

リ、 之 テ内服 スル トキ ハ少 量 ト錐 モ急 性 胃腸 炎

テ登 シ、 下 痢 テ惹 起 セ シム ル油 剤 ナ リ。

本 巴 豆 油 試 食 實 験 二於 テ ハ、 其 大 量 テ1同 二嚥

下 セ シメ、 一 時 二猛 烈 ナ ル下 痢 テ起 サ シノ タル

揚 合 ト、 少 量 テ頻 同 嚥 下 セ シメ漸 次 下 痢 二導 キ

タル場 合 トノニ 實 験 テ行 ヘ リ。

1.急 性 下 痢 ノ揚 合

膿 重300瓦 前 後 ノ海 猿 テ選 ビ、 巴 豆 油().5靖 テ

ロ 腔 内 二鮎 滴 シ、 嚥 下 セ シ メ、 二i㌣夜 テ経 タ ル

後 、 何 等 ノ前 庭 置 テ施 サザ ル封 照 獣 ト共 二、人

型 結 核菌50.0醒 テ胃 内 二注 入 、5週 間後 二解 剖

シ、 腸 結 核 ノ獲 生有 無 テ検 シタ リ。

「備 考」 此 巴豆 油 使用 量 ハ、 余 ハ豫 メ豫 備試

験 ラ行 ヒテ、 急 性 下 痢 テ起 スニ適 常 ナ ル コ ト

テ確 メ タ ル モ ノー シテ、 本 實 験 三於 テ、 海 瞑

二 〇.5耗 ノ巴 豆 油 テ嚥 下 セ シメ、 其 封犬況 ラ観

察 スル ー、 其 翌 日 ニ ハ全 δ頭 中4頭 ノ下痢 登

生 テ見 、 二 蓋 夜後 二於 テ ハ全 部 二於 テ高 度 ノ

下痢 テ起 シ、肛 門 附 近 二粘 液 ノ多 量 二附着 ス

ル テ認 ノ タ リ。 而 シテ其 中1頭 二於 テハ特 二

高 度 ニ シテ 血便 テ排 泄 ス ルモ ノテ認 メ タ リ。

余 ハ此 時 、 別 一2頭 ノ海 狽 テ用 意 シ置 キ、 巴

豆 油0.5琵 強 制 試 食 後 二 蓋 夜 テ経 タ ル時 二解

剖 二附 シ、腸 管 テ検 査 セ シニ、 敦 レモ塵 々_

充 血 テ來 シ、 大 腸 内 ノ糞 塊 総 テ流 動 セル テ認

メrタリ。 即 チ、 此 時 期 二於 テ結 核 菌 ノ経 口感

染 テ行 ヒ シナ リ。

爾 巴 豆 油 テ試 食 セ シ メ タル海 猿 ニ ア リテハ下

・ 痢 ニ ヨ リ著 シ ク艘 重 ノ減 少 テ來 シ、 後 約1週

間 ニ シテ大 略 元 ノ盟 重 二復 ス ル モ、 其 間 二少

撒 ノ海 瞑 ノ艶 死 ス ル テ 見 タ リ.而 シテ、 登 生

セ シ下 痢 ハ四 書 夜 ノ後 ニ ハ全 ク消 失 セ リ.

實 験 結 果

趨 重 、 レー メノヒ氏 反 慮 、 解 剖所 見 テ大 略次 二表

示 ス。

(第 「つ 表)

動 物 酬 巴豆油試鮮

動

重

図反
氏鷹

薗
維

解

剖

攣

2621263

含 ♂

300L延L

285i270

355370

惜

7D

十

十十

十十

〇.8

柵

5

十十

〇.5

封

268

♂

340

350

410

柵

民
り

照

269

下
痂
蕊
協

十十

PO

二
二
柵
亙
土
土
㎝

+
正

二
什
=
正

幡

群

270
一

♂

330

325

3SO

一

十十

5

一

一
一

一

一

一

十十

十

十十

6
　

0
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化

肺+

肝

後腹bs十

氣管bs+

頸bs十

+

朴

r

㎏

朴
耳

bs十十

bs十

十

bs十十

bs十十

十

bs十十

解 剖所 見

試獣群

第264號 海瞑

腸管。小腸著攣 ナ ン。盲腸 ニア リテハ数個 ノ小ナ ル

淋巴組織 二於 テ小 ナルレ類上皮細胞結節 ア リ。 周園 ノ

反磨殆 ン ド+シ 。

腸 間膜腺蛇 ビニ肝門腺。敦 レモ稽 く肥大 シ、顯微鏡

的 ニハ皮質部 二於 テ小 ナル結核浸潤 ヲ認 メタ リ。

第262及 ビ263號 海狸

腸管。雨動物共 二何 等 ノ攣化 ヲ認 メズ。

腸間膜腺蛇 ビニ肝 門腺。第262號 海猿 ノ肝門腺 ヲ除

キ、総 テ腫 脹 ン、夫 々結核病竈 ヲ形成 セ リ。就 中第

262號 海狸 ノ腸 間膜腺 ノ攣化最 モ 高度 ナ リシモ結核

性壌死 ヲ認 メズ。

劃 照群

第261號 海狸

腸管。小腸 二於 テハ最終端 二存在 ス ルパ氏斑 二小 ナ

'レ類上皮細胞浸潤 ヲ認 メ、盲腸 ニテハー淋巴濾 胞 二

於テ稽 く大 ナルレ圓形 ノ黄色 ヲ 呈ス ル隆起 ヲ認 メタ

リ。 同淋 巴濾胞 ハ顯微鏡的 ニハ、廣汎 ナル部位 二亙

リテ類上皮細胞浸潤 ア リテ、結締組織 二乏 シク、中

央部乾酪様攣性 ヲ呈セ リ。然 レ ドモ周園 ノ反磨極 メ

テ僅少 ナ リ。

腸間膜 腺蛇 ビニ肝門腺。前者 二於 テハ可成 リノ程 度

二腫大 シ、稽 く廣汎 ナルレ結核竈 ヲ認メ タル モ、後者

二於テハ何等 ノ攣化 ヲ認 メズ。

第269號 海狸

腸管。小腸、盲腸共 二攣化 ヲ認 メ得 ザ リシモ、盲腸

ヨリ大腸 二移行スル部分 二存 スル淋 巴濾胞稽 ミ腫脹

ン・此部分 ノ漿膜禰蔓性 二溜濁 スル ヲ認 メ
、顯微鏡

的ニハ同淋 巴組織 内二稽 く廣 汎 ナル部分 二於 テ類 上

皮細胞浸潤 ヲ起 ン、中央部結 核性壌 死 二昭ル ヲ見ル。

而 ンテ此部分 ノ漿膜著 ンク肥厚ス。

腸間膜腺蛇 ビニ肝門腺。共 二結核性攣化 アリテ、殊

二前者二於 テハ著 ジク高度 ニ ンテ大 ナルレ乾酪竈 ヲ形

成セ リ。

第270號 海 瞑

腸管。何等 ノ攣化 ヲ認 メズ。

腸間膜腺虹 ピニ肝門腺。敦 レモ定型的結核性攣化 ヲ

認 メ、前者 ノ方稽 く高度 ナルヲ見 タ リ。

以 上 ノ實 験 二於 テ見 ル ニ、 巴 豆 油 テ強制 的 二嚥

下 セ シメ テ急 性 下 痢 テ起 サ シ メ タル海猿 ト、 前

虎 置 テ施 サ ザ ル封 照 海狽 二結 核 菌 テ腸 管 内 二輪

途 シ、腸 結 核 ノ登 生 テ見 タル ー、 前 者 二於 テ3

頭 中僅 カニ1頭 ノ陽 性成 績 テ得 タル ニ反 シ、却

ツ テ後 者 二於 テハ3頭 中2頭 二可 成 高 度 ノ腸 結

核 ノ登 生 ヲ見 タ リ。 然 レ ドモ是 等 雨群 動物 二於

テ、 腸 管 以 外 ノ臓 器 、 淋 巴 腺 、殊 二脾 臓 ノ病 攣

テ比 較 ス ル ニ、 著 シ ク著 明 ナ リ トハ云 フ テ得 ザ

ル モ、 封 照 駄 二比 シ、 巴豆 油試 食群 二於 ケル攣

化 ガ梢 支高度 、 且範 園 モ稚B廣 汎 ナ ル テ認 メ タ

リ。

2.慢 性下 痢 ノ場 合

・實 験 方 法

前 塵 置 トシテ、 海 狽 二巴 豆 汕o.2琵 宛 テ4週 間

二亙 リテ6同 嚥 下 セ シメ タル モ ノニ シテ
、 此 間

常 二動 物 ノ禮 重 、 及 ビ下痢 ノ有 無 テ検 シ、 可 及

的 高度 ノ下 痢 テ起 サ シメズ ニ、輕 度 ノ下 痢 テ持

緬 セ シム ル様 注 意 シ、適 時 巴 豆 油 ノ嚥 下 テ行 ヒ

シナ リ。而 シ テ最 後 ノ巴 豆 油 嚥 下 テ行 ヒ シ翌 日
、

人 型結 核 菌50.0延 テ経 口的 二感 染 セ シメ、4乃

至6週 テ経 テ解 剖 二附 セ リ.

「備 考」 海 狽 二斯 ノ如 ク巴豆 油 テ時 々嚥 下 セ

シムル コ トニ ヨ リテ経 過 中 一必 ズ下痢 テ起 ス

テ見 タ リ。而 シテ巴 豆 油 嚥 下後 、下 痢 テ起 シ、

夫 ガ消 失 スル時 二次 同 ノ張制 嚥 下 テ行 ヒシ タ

メ、 常 二輕 度 ノ下痢 テ起 ス テ見 タル モ
、 特 二

第381號 海 狽 二於 テ ハ此 間 二血 便 ラ排 出 セ シ

コ トア リ。

巴 豆 油 強制 試 食施 行 中、 膿 重 ハ、 封 照 動 物 二

於 テ漸 次 檜 加 スル ニ反 シ、 試獣 ニ ア リテ ハ著

シキ檜 加 テ見 ズ。 却 ッ テ菌 感染 時 ニ ハ減 少 テ

見 シモ ノ少 カ ラザ リキ。

尚結 核 菌 感染 後 バ ー度 モ巴 豆 油 ノ嚥 下 テ行 ハ

ズ。 從 ツテ下痢 ハ全動 物 二於 テ、 漸 次 消失 ス

ル ヲ認 メ タ リ。
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(第 6 表)

動 物 群 巴 豆 油 試 食 群1封 照 群

動 物 番 號
0

381 382 383 384 385 388 389 390

性 ♀ ♂ ♂ ♀ ♂ ♂ ♂ ♀

禮

重

最 初 325 305 325 320 350 265

・

320 315

薗 感染 前 290 260 310 305 340 295 400 360

解 剖 前 290 300 495 500 445 350 605 355

貝反
氏鷹

一 一 一 一 一 一 一 一

解 剖 前 十十 什 冊 一 柵 柵 柵 督

菌感染後経過週数 4 4 6 6 6 4 6 6

1

解

剖

縫

化

小 腸 上部 一 一 一 一 十 一 十 一

小 腸 中部 一 一 一 一 一 一 一 一

小 腸 下部 一 一 一 一 一 一 一 一

盲 腸 一 一 一 一 一 一 一 一
1

大 腸 一 一 一 一 一 一 一 一

腸 間膜 腺 一 一 一 十 卦 十 十 什

肝 門 腸 十 卦 一 一 什 十 十 一

脾 臓
　

十十 柵 什 十 冊 十 十十 什

茅訓(ソ ノ重 サ) 2.0 0.7 0.7 0.8 0.7 0.8 0.8 1.1

1肺 臓 柵 什 一 一 柵 十 一1 十

肝 臓 一 一 一 一 一 一 一1一

膝 髪 腺 一 一 一 一 1十 一 一 一

腋 窩 腺 一 一 一 一 bs十 　 1一 一
3

r十

bs十十

氣 管枝 腺 r帯1十 十 bs十 一 一 bs十 十 1+lr+
1頸 腺1一 一 r十 一 r十1十 十 b,朴lr++1+1

… 一一一 一

實 験 成績

盟 重 、 レー メ ル氏 反 慮 、 解 剖攣 化 テ大 略 表 示 ス

レバ次 ノ如 シ。

解 剖 所 見

試 獣群

第'385號 海狽

腸 管。小腸上部 二存 スルレーゴ イエノレ氏斑 二於 テ1個

ノ小 ナル類上皮細胞結節 ヲ認 メタ リ。其他 ノ部位 ニ

ア リテハ何 等 ノ攣化 ヲ認 メズ。

腸間膜腺虻 ビニ肝門腺。執 レモ高度 二腫脹 シ、廣汎

ナル部位 二於 テ結核竈 ノ形成 ヲ認 メタルレモ、乾酪様

攣性 ヲ認 メザ リキ。

第381、382、383及 ビ384號 海猿

腸管。全4頭 ヲ通 ジテ1頭 モ 腸結核 ノ登生 ヲ認 メ

ズ。

腸間膜腺虹 ビニ肝門腺。大膿 二於 テ表示 セ,レ如 クナ

ルモ、一般 二攣化輕度 ニ シテ、何等 ノ攣化 ヲ認 メザ

ルモ ノ約牛数 二及 ビ、攣化 ヲ起 セ,レモ ノ ト錐 モ輕度

ニ シテ、乾酪様墾性 ヲ呈ス)1/モノ1例 モ認 メズ。

劃 照酵

第389號 海猿

腸管。小腸下部 二存 スルー パ イエル氏疵 二於 テ小ナ

ル黄色黒占}伏斑 ヲ認 メ、顯微鏡 的 ニハ淋巴組織 内二小

ナ レ ドモ、定型的類上皮細胞結 節 ヲ形成 ン、此部 ノ

腸粘膜稽 く充血 ス,レヲ認 メタ リ。

腸問膜腺蛇 ビニ肝門腺。共 二稽 く肥大 シ、皮質部 二

於 テ散在的 二結核性浸潤 ノ存在 スル ヲ認 メタ リ。

第388及 ビ390號 海瞑

腸 管。著攣 ヲ認 メズ。

腸 間膜腺蚊 ビニ肝門腺。第390號 海狸 ノ肝門腺 ヲ除

キ、他 ハ夫 々多少 トモ結 核性浸潤 ヲ惹起 スル ヲ認 メ

シモ、著 シク高度ナル攣 化 ヲ呈 スルモノ ヲ見 ズ。

以 上 ノ實 験 二於 テ見 ル ニ、 巴 豆 油 ノ少 量 宛 ラ度

々強 制 的 二嚥 下 セ シ メテ慢 性 ノ下 痢 テ起 サ シ ノ

タル海 狽 ト、 前 虎 置 テ施 サ ザ ル封 照 海 狸 トー、

結 核 菌 テ腸 管 内 二輪 迭 シ、 腸 結 核 ノ登 生 テ検 シ
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タル ニ、 前者 二於 テ ハ5頭 中、 後 者 二於 テハ3

頭 中、 各 々僅 カ ニ1頭 ノ腸 結 核 ノ獲 生 テ見 タル

ノ ミニ シテ、其 螢 生率 二雨 者 ノ差 テ見 出 ス能 ハ

ザ リシナ リ。 而 シテ本 實瞼 二於 テモ亦 、 下 痢 海

狽 拉 ビニ封 照 海狽 二於 ケ ル腸 管 以 外 ノ部 分 ノ臓

器 、 淋 巴 腺 、特 二脾臓 ノ病 攣 テ比 較 スル ニ、 一

般 二、 下痢 海 瞑 二於 ケル攣 化 ハ封 照 獣 二比 シ梢

≧高 度 ニ シテ、且廣 汎 ナ リ ト考 ヘ ラル ・鮎 ア リ。

之 ラ以 テ ス レバ、 下痢 ニ ヨ リ結 核 菌 ノ排 泄 ヲ壇

シ、 菌 侵 入 テ妨 ゲ シ事 ガ下痢 獣 ニ テ腸 結 核 少 キ

結 果 トナ リ シ ト云 フ能 ハ ズ。 カ ・ル故 二、 此 實

験 ニ ヨル下痢 ガ腸 結 核 登 生 テ助 ケ ズ ト云 フ可 キ

ナ リ。

第二 項 還 元 鐵 、附 阿 片 強 制 試 食 實 験

前項 實 験 二於 テ ・・下痢 テ起 ス 目的 二、 猛 烈 ナ ル

刺 戟 性 ラ有 ス ル巴 豆 油 ヲ使用 セ シガ、 本 實 験 二

於 テノ・還 元鐵 テ使 用 二供 シタ リ。 凡 ソ鐵 剤 ハ圭

トシテ補 血 剤 トシテ臣矧 木的 二慮 用 セ ラル ・藥 剤

ナル モ、 之 テ大 量使 用 スル トキ ハ下 痢 ラ起 ス作

用 アル コ トハ成 書 二記 載 セ ラル ・所 ナ リ。 即 チ

余 ハ海 狸 二封 シ比較 的大 量 ノ還 元 鐵 テ強制 的 二

投 與 シ、 輕 度 ノ下痢 テ登 セ シメ、 以 テ腸 結 核 ノ

登 生 テ伺 ハ ン トシ、 又 一 方=一於 テ以 上 ノ實 験 ト

反 封 二、 便秘 ノ作 用 ラ有 ス ル阿片 剤 テ海 狽 二強

制 的 二試 食 セ シメ、前 項實 験 拉 ビニ還 元 鐵 試 食

實 験 ノ封 照 トナ セ リ。

實 験 方 法

動 物 ラ3群 二分 チ、1ツ ハ還 元鐵 試 食群 、1ツ

ハ阿 片試 食 群 ト シ、 他 ハ雨 者 共 通 ノ封 照 トナ セ

リ。 而 シテ第1群 ニ ア リテ ・・10日 間 毎 日1同 、

還 元鐵0.1瓦 宛 ラ小 量 ノ豆 腐 粕 二混 ジ テー 丸 ト

シ、 張 制 的 二 口腔 内 二押 込 ミテ嚥 下 セ シメ、 第

2群 ニ ア リテ ハ 同様 二10日 間 毎 日、 日本 藥 局

方 阿 片 丁幾0・1妬 ヲ5倍 二稀 繹 シ、 口膵 内 二注
ク

入 シテ張制 的 二 嚥 下 セ シメ タ リ。 而 シテ 結 核

菌 ノ 経 口感 染 へ 雨 群 トモ ニ 第7同 目 ノ張 制

試 食 ヲ終 リタ ル トキ ・=、第3群 封 照 獣 ト共 二之

テ施 行 シ、 全 群 敦 レモ菌 感染 後4週 間 ヲ経 テ解

剖 二附 シ タ リ。 菌 感 染 ハ全 ク前記 諸實 験 二於 ケ

ル ト同檬 ニ シテ、結 核 菌50.0彪 テ 胃 内 二注 入

セ リ。

「備 考 」 前 記藥 剤 彊制 試 食 ニ ヨル影 響 ト シテ

ハ、 第1群 ニ ア リテ ハ、 鐵 剤 投 與後 、第1、

第2雨 日』於 テ ハ何 等 ノ攣 化 ■見 ザ リ シモ、

第3日 目 二於 テ ハ全 撒 ノ約 牛 分 二於 テ輕 度 ノ

下痢 テ起 ス ラ認 メ、 更 二強制 試 食 ヲ績 行 シ行

ク トキ ニ、 或 ハ下痢 テ績 ケ、 或 ハ夫 ガ治 癒 ス

ル テ認 メ、全 経 過 中 ニー 、ニ ノ海 瞑 テ除 ク他 ハ

全部 二於 テ下痢 ラ起 ス ヲ見 タル モ、 特 二高 度

ナ ル モ ノハ 之 ヲ認 メ ザ リキ。 次 二第2群 ニ ァ

リテ ハ、 阿 片 丁 幾 投 與後 、 第3日 目 二至 リ、

動 物 ノ著 シ ク衰 弱 シ、 氣 力 ノ衰 フ ル テ 見 タ

リ。 而 シテ之 ガ タメ相次 イ デ発 死 シ、 最 後 迄

飼 育 シ其 目的 テ達 シ タル ハ全9頭 中僅 カ ニ2

頭 ニ シテ、 此 鮎 大 イ ニ遺憾 トス ル所 ナ リ。 而

シテ余 ハ、 阿 片 ノ使 用 量 ヲ定 ム ル ニ、 當 然十

分 ナ ル便 秘 テ來 ス モ ノ ト確 信 シ得 ラル ・量 テ

以 テ シタ レ ドモ、 是等 海狽 二於 テ ハ特 二腹 部

膨 満 等 ノ便 秘 症歌 テ確 認 スル能 ハザ リキ。

實 験 成績

禮 重 、 レー メ ル氏反 慮 、解 剖 憂 化 テ大 略 次 二表

示 ス。

(第 7 表)

動 物 群

動 物 番 號

性

禮

重

最 初

菌感染直前

解 剖 前

鐵 齊町 試 食 群1阿 片試食群1

5695705725735745765S3578
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網
最 初
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菌感染後経過週数
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第569號 海猿

bs十
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-1十

r十r十 十1十

腸管。小腸上部 二於 ケルー パイエル氏斑i彌蔓性 二腫

。脹 シ、 中二1個 ノ小 ナル黄色 ノ結節 ア リ。 検鏡ス ル

ニ、淋 巴濾胞 内ニテ腸管筋肉層 二接 ン、小 ナル類上

皮細胞結節 ヲ認 メタルモ、周園 ノ反磨殆 ン ド認 ムベ

キモ ノナ シ。共他 ノ腸 管部位 二於 テハ著攣 ヲ認 メズ。

腸間膜腺蛇 ビニ肝門腺。前者 二於 テハ肥厚ス ルヲ認

メ、皮質部 二於 テ中等大 ノ結核性細胞浸潤 ヲ認 メ、

後者 二於 テハ所 々二類上皮細胞 ノ禰蔓性浸潤 ヲ認 メ

タルノ ミナ リ。

第570號 海獲

腸管。小腸上部 二存 ス)レ・一パイエ)tz氏斑 二於 テ前記

第569號 海狸 二於 ケJt/ト全 〃同一 ノ攣化 ヲ呈 スル類

上皮細胞結節 ヲ認 メタ リ。其他 ノ腸管部位 ニ ハ墾化

ヲ認 メズ。

腸間膜腺蛇 ビニ肝門腺。共 二稽 く腫 大 シ、皮質部 二

小 ナノレ結節 ヲ認 メタ リ。

第574號 海猿

腸管。小腸上部 ノ数個 ノ淋巴集斑 二於 テ、稽 く腫 脹

スルモ ノヲ認 メ、且 中部 ノー パイエル氏斑 二小 ナノレ

黄色 ノ結 節 ヲ認 メタ リ。 同 パ氏斑 ハ顯微 鏡的 ニハ淋

巴組織 内 ニテ腸管筋肉層 二接 ン、定 型的類 上皮細胞
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浸潤 ノ存在 スル ヲ認 メ、共浸潤精 く高度 ニシテ中央

部 「ピク ノーゼ」ヲ起 セ リ。然 レ ドモ周園 ノ反慮殆 ン

ド認 ムベキモ ノナ ン。

腸問膜腺蛇 ビニ肝門腺。軌 レモ肥大 、腫脹 ス,レヲ認

メ、顯微鏡的 ニハ各所 二不規則 ノ形 状 ヲ呈スル結核

竈 ア リテ、殊 二前者 二於 テ ハ中央部 一部結核性壌死

二隅 ル ヲ認 メタ リ。

第576號 海猿

腸管。小腸 二於 テハ全膿 ヲ通 ジ、数 個 ノパ イエル氏

斑 二於 テ黄色、不規則 ノ形状 ヲ呈 ス,レ結 節存在 ン、

殊 二下部 二於 テ可成 リ大 ナルモ ノヲ認 メタ リ。之 ヲ

検鏡 スルレニ、其最 モ大 ナル攣化 ヲ呈 スルハ小腸下部

二存 スルパ氏 凝ニ ンテ、淋巴組織 内廣汎 ナル部位 二

於 テ結締組織 二乏 シキ類上皮細胞浸潤竈 ア リテ、 中

央部核破壌 ヲ起 セ リ。然 レ ドモ周 園 ノ反膳 極 メテ輕

度 ナ リ。小腸他部 二於 ケル攣化 ハ総 テ夫 ヨ リハ輕度

ニ シテ、未 ダ核破壌像 ヲ認 メズ。殊 二小腸 上部 ノー

二氏斑 二於 テハ淋巴組織 内二僅 カニ小 範困 ノ類上皮

細胞集籏 ヲ認 メタル ノミナ リ。盲腸 二於 テハー般 二

淋 巴組織増殖 ノ像 ヲ認 メ、一濾胞 二於 テ小 ナ ル類上

皮細胞集團 ヲ認 メタ リ。

腸問膜腺蛇 ビニ肝門腺。獣 レモ廣汎 ナル部位 二於 テ

結核竈 ヲ認 メ、特 二腸間膜腺 二於 テハ乾酪様塑性 ヲ

呈 スルヲ見 タ リ。
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第572及 ビ573號 海獲

腸管。爾獄共 二何 等 ノ攣化 ヲ見ズ。

腸間膜 腺蛇 ビニ肝門腺。表 示セル如 ク夫 々攣化 ヲ呈

シ、一般 二稽 く廣 汎ナ ルレ結核竈 ヲ有 スルヲ認 メタ リ.

阿片試食群

第583號 海狽

腸管。小腸上部 ノー一パイエ'レ氏斑腫脹 スル ヲ認 メ、

顯微鏡的 ニハ淋巴組織 内 二小匠域 二於 テ類上皮細胞

ノ集籏 ヲ認 メタ リ。共他 ノ腸 管部位 二於 テハ何等 ノ

攣化 ヲ認 メズ。

腸間膜腺蛇 ビニ肝門腺。 共二稽{腫 脹 シ、皮質部 二

於 テ小 ナJレ結節撒個散在 スル ヲ認 メタ リ。

第578號 海狸

腸管。何等 ノ攣化 ヲ認 メズ。

腸間膜腺虹 ビニ肝門腺。共 二稽 く腫脹、皮質部 二於

テ不規則 チル形状 ヲ有 スル類上皮細胞寝潤 ノ存在 ヲ

見 タ リ。

劃照群

第589號 海狽

腸管。小腸 二於 テハ著攣 ヲ認 メズ。盲腸 二於 テハ肉

眼的二殆 ン ド攣化 ヲ認 メ得 ザ リンモ、顯微鏡 的ニハ

ー淋巴濾胞 内二不規則 ナル形 状 ヲ有 スル小 ナル類上

皮細胞結節 ヲ認 メタ リ。

腸間膜腺蛇 ビニ肝 門腺。前者 二於 テハー般 二充血 ヲ

呈 シ、墾化高 度ナラザノレモ、所 々二孤 立結節 ノ獲生

スル ヲ認 メ、肝門腺 二於 テハ充血 、淋 巴蜜 加答見 ノ

状況 ヲ呈スル他、一小部分 二於テ類 上皮細胞 ノ浸潤

セルレヲ認 メタ リ。

第590號 海猿

腸管。 小腸 中部 ノー パイエノレ氏斑二於 テ極 ク小 ナルレ

類上皮細胞寝潤数個存在 スノレヲ認 メタル他、他 ノ腸

管部位二於 テハ異攣 ヲ認 メズ。

腸問膜腺蛇 ビニ肝門腺。敦 レモ皮質部 二小 ナル類上

皮細胞結 節 ヲ認 メタ リ。

第591號 海獲

腸管。小腸 二於 テハ何等 ノ攣化 ヲ認 メズ。 盲腸 二於

テハー淋巴濾胞 二不規則 ナル形状 ヲ有 スル黄色斑 数

個存在 ン、顯微鏡的 ニハ殆 ン ド淋巴組織 ノ全膿 二亙

リテ結締組織 二乏 シキ類上皮細胞浸潤竈 ヲ認 メ、中

央部一部乾酪標攣 性 二昭ル ヲ見 タ リ。然 レドモ周園

腸管組織 ノ反磨殆 ンドナ ン。

腸間膜腺蛇 ビニ肝門腺。 腸間膜 腺ハ高度 二腫脹 ン、

廣汎ナ ルレ部 位 二亙ル結核竈 ヲ認 メ、 中央部 二乾酪竈

才 リ。肝門腺 バー般 二稽 く高度 二充血 ン、2ケ 所 二

於 テ小ナノレ類上皮細胞結 節 ヲ認 メタ リ。

第586、592及 ビ593號 海獲

腸管。淋 巴装置 ノ稽 く肥 大スルモ ノ、増殖像 ヲ呈 ス

ルモノヲ見 タルモ、定型 的結核竈 ヲ認 メタルモ ノ1

頭 モナシ。

腸間膜腺拉 ビニ肝 門腺。殆 ン ド大部分 二於 テ多少 ト

モ結核性攣化 ヲ示ス ヲ見タ レ ドモ、唯第586號 海狽

及 ビ第592號 海瞑 ノ肝門腺 二於 テハ何等 ノ攣化 ヲ認

メザ リキ。

以 上 、 鐵 剤 試 食 海狽,阿 片 試 食 海 猿 及 ビ其 封 照

獣 二人 型 結 核 菌 テ経 口的 二感 染 セ シメ、 腸 結 核

ノ登 生 頻 度 テ検 索 セ シー、鐵 剤 試 食 湖 冥ニ ァ リ

テハ6頭 中4頭 、封 照 獣 ニ ア リテ ハ6頭 中3頭 、

阿 片 試 食群 ニ ア リテ ハ2頭 中1頭 二於 テ夫 々腸

結 核 ノ登 生 ラ認 メ タ リ。

下 痢 實 験 概 括

以 上、 腸 管 ニー 定 ノ藥 剤 テ適 用 シタル後 、 結 核

菌 テ経 口的 二感 染 セ シ メ、 以 テ腸 結核 ノ螢 生 如

何 テ検 シタル實 験 テ綜 合 観 察 スル ニ、 巴豆 油 テ

用 ヒテ急 性、 或 ハ慢 性 ノ下痢 ヲ起 サ シメ タル 海

狽 、鐵 剤 テ用 ヒテ極 ク緩 慢 ナ ル下痢 テ起 サ シメ

タル海狸 、 或 ハ便 秘 テ起 ス目的 ノ タメ ニ阿 片 テ

強制 的 二試 食 セ シ メ タル海 瞑 二於 ケ ル腸 結核 ノ

登 生頻 度 ハ、 各 項 二詳 述 セ シ如 ク、 封 照 駄 二比

シテ決 シテ大 ナ リ トハ云 フ能 ハ ズ。

而 シテ此 巴 豆 油試 食 實 瞼 二於 テ腸 結核 ノ登 生 傘

高度 ナ ラズ、 却 ツ テ其 頻 度 少 ナ ル感 ア リシ貼 、

拉 ビニ是等 試 獣 二於 ケル腸 管 以 外 ノ臓 器 、 淋 巴

腺 ノ病 攣 、 封 照獣 二比 シ梢 支高 度 且廣 汎 ト考 ヘ

ラル ・鮎 ラ合 セ考 フル トキ ハ、 其 理 由 テ下 痢 ニ

ヨ リ、 結核 菌 ノ腸 管 腔 内 一止 ル時 間 ノ短 縮 テ來

シ タル コ トニ蹄 スル ヨ リ、 後 述 ノ腸 管 淋 巴 組 織

挫 滅 海 狽 二於 ケ ル ト同檬 、 侵 入 セ ル結 核 菌 ガ巴

豆 油 ノ タメ ニ損 傷 テ蒙 レル腸 管 組織 テ比 較 的 容

易 二通 過 シ得 テ膿 内 二進 入 シ、 以 テ内 部 ノ病 攣

テ高 度 ナ ラ シメ タル モ ノ ト考 フ ル ガ 適 當 ナ ラ

ンo
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石 田 、 足 立 雨 氏 ノ實 験 二、 本 實 験 ト其 目的 テ同

ジク スル 「テ レピ ン」油 試 食試 験 ア リ。 之 二於 テ

ハ、 「テ レピ ン」油試 食 ニ ヨル 胃腸 粘膜 ノ化 學 的

損 傷 ハ腸 結核 ノ罹 患 ラ梢 支促 シ、 且 高 度 ナ ル憂

化 テ見 シモ ノア リ シモ、 其 成 績 ハ特 有 ノモ ノニ

ア ラ ズ トセ リ.之 二封 シ余 ノ巴 豆 油 試 食實 験 二

於 テ・・陽結 核 ノ登 生 テ促 進 セ シモ ノ ト考 フ ル テ

得 ズ。

次 二還 元 鐵 試 食 群 二於 ケ ル腸 結 核 ノ登 生 ・・、 同

撒 ノ封 照 獣 二比 シ、 僅 カニ1頭 凌 駕 セ ル ラ見 タ

リ。 然 レ ドモ、 封 照 獣 二於 テ モ特 二高 度 ナル憂

化 ノ登 生 テ見 タル モ ノ アル鮎 テ考 フ レバ、 此 成

績 亦 特 異 ナ ル モ ノ トナ ス能 ハ ズ。

阿片 試 食群 二於 テハ 、 實験 例 極 メ テ少数 ニ ナ リ

シ タ メ、其 結果 二論 及 シ得 ザ ル モ、 一般 二腸結

核 ノ磯 生部 位 ハ、後 述 ス ル如 ク、 小 腸 部 二最 モ

多 ク、 菌 含有 食餌 ノ比 較 的 長 ク停滞 シテ腸 管 感

染 ノ機 會最 モ多 シ ト考 ヘ ラ ル ・盲腸 部 ノ之 二次

グ コ トヲ見 レバ、 菌 含 有 食餌 ノ停 滞 ハ何 等 腸 結

核 ノ登 生 ラ助 長 スル モ ノ ニ ア ラ ズ シテ、 阿 片 等

ノ秘 結 剤 子投 與 セル海 狽 二於 テ腸 結 核 登 生 頻 度

大 ナ ラザ ル ハ寧 ロ當 然 ト云 フベ キナ リ。

第 三 節 腸 管 淋 巴 組 織 挫 滅 海 獲

二 於 ケ ル 實 験

外 傷 ガ結 核 獲 生 二封 ス ル誘 囚 トナル コ トハ 既 ニ

ー 般 二知 ラ レタル事 實 ニ シテ
、 胸 部 打 撃 ノ肋 膜

炎 幾 生 二封 スル誘 因 トナ ル コ ト、 或 ハ外 傷 ガ關

節 結 核 ノ登 生 ラ容 易 ナ ラ シムル コ ト等 ハ屡 支臨

躰 醤家 ノ目撃 スル所 ナ リ。 是 等 二關 シテ ハ多 撒

ノ實 瞼 的 研 究 ア ル モ、 特 二辻 川3s)氏 ノ關 節 結核

登 生 二封 シ、外 傷 ノ有 意 義 ナ ル コ トテ實 験 的 二

謹 明 シ タル、或 ハ石 田 「39)氏ノ副 睾 丸 結核 獲 生 二

外 傷 ノ有 力 ナル 誘 因 トナル事 實 テ検 シタ ル等 ハ

余 ノ實験 二封 照 シ興 味 アル鮎 ナ リ。 石 田、 足立

雨 氏 ノ腸 結 核 幾 生 二 關 スル實 験 二於 テ ハ、 海 瞑

二毛 髪 ラ試 食 セ シメ テ腸 管 腔 内 二多 撒 ノ刺 創 ラ

作 ラ シメ、 然 ル後 二結 核 菌 テ腸 管 内 二楡 途 シ、

腸 結 核 ノ獲 生 テ検 シタル ニ、 多数 ノ輕 度 ノ腸 結

核 登 生 ス ル ラ見 タ ル モ、 封 照 動 物 二比 シ特 二高

度 ノ登 生 ラ見 ズ、 從 ツテ此 毛 髪 試 食 試 験 ハ腸 結

核 登 生 二特 有 ノモ ノニ ア ラズ トナ セ リ。

余 ハ外 傷 ニ ヨル腸 結 核 ノ登 生 ラ検 ス ル ニ、 斯 ノ

如 キ間 接 方 法 テ トラ ズ シテ、 直 接 、 海 狽 二開 腹

術 テ施 シ、1、2ノ 腸 管 淋 巴組 織 ヲ挫 滅 シ、 然 ル

後 二結 核 菌 テ嚥 下 セ シ メ、 腸 結 核 登 生 二封 スル

影響 テ観 察 セ リ。

實 験 方法

海 狽 二開 腹 術 テ行 ヒ、 小 腸 最 終 端 ノパ イエ ル氏

斑 、拉 ビ ニ盲腸 部 ノ1個 ノ比 較 的 大 ナ ル淋 巴 濾

胞 テ外 側 ヨ リ栂 指 及 ビ食 指 テ以 テ挾 ミ、 其 部 ガ

輕 度 ノ出 血 テ起 ス程 度 マ デ摩 擦 セ リ。 即 チ之 ニ

ヨ リ是 等 ノ淋 巴組 織 及 ビ附 近 ノ腸 壁 ハ或 程度 ノ

損 傷 テ受 クル モ ノ ー シテ、 此 操 作 終 リテ後 、 数

時 間後 二、 何 等 ノ前遠 置 ヲ施 サ ・"ル封 照 海 猿 ト

共 二人 型 結 核 菌50.{》 竜 子清 息 子 ラ 以 テ 胃 内 二

注 入 シ、5週 間 ノ後 二全 動 物 テ解 剖 二附 シタ リ。

帥 チ本 實験 ニ ヨ リ試 獣 ハ封 照 獣 二比 シ腸 結核 ノ

登 生頻 度大 ナ リヤ否 ヤ、 殊 二前 記 ノ如 ク機械 的

損 傷 テ加 ヘ タル淋 巴濾 胞 ノ罹 患 有 無 テ検 セ ン ト

セ シナ リ。

「備 考 」 本 實 験 ニ ア リテ ハ
、 試 獣 二於 テ開 腹

術 施 行 直 後 、禮 重 一 時 減 少 シ、 後1斬次 復 善 ス

ルモ 之 テ封 照獣 ノ最 初 ヨ リ漸 次 檜 加 スル ニ比

ス レバ、 著 シキ差異 ア ル 子見 タ リ。

實験 成 績

禮 重、 レー メル 氏反 慮 、解 剖憂 化 ラ大 略 次 二表

示 ス。

(第 ・8表)

動 物 群i試 獣 ト ナ 照 獣

動 物 番 號311'312

性 ♀ ♂

重
最 塑 .320-」 堅9.

解 剖 前3201240

轟1舞剖壽≒i
菌 感 染 後

糸〔ll過週 数1
5 5

315

♂

235

230

十

5

3ユ6

♂

2S5

400

粁

5

317

T
葡1

318

♂

3;SO

320400

ヨ ー
Ti
-1

515
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解

班立
口

1

腸間膜腺

肝門腺
　

1脾 臓
[
1(ソノ重 サ)

1肺 臓
　

1肝 臓

膝髪腺

腋窩腺

小 腸 上 部1-一

小 腸 中部 ・一

響易鷺1剥
大 腸L土 訓

攣L

化

粛管枝腺
1頸 腺

十1十 十ト

± 十

十十1十

〇.80.5

++1++

一 十十

解剖所見

試獣群

第311號 海狸

柵
耳

什

十十

十十

〇.6

十

十十

。+1什_1,惜1++1

1十 一11十

b3十Ibs十 十1-

bs十_-1-bs4_

!-

1

十

十

■一

一

十十

一

十1

3十 十

0.8

十
L

1-
l
I

_

1-一

},+

bs÷十

十

十十

〇.7

十

1十十

腸管。小腸 ・・異墜 ヲ認 メズ。 盲腸部 ノー淋 巴濾胞、

蛇 ビニ大 腸 ノ起 始部二於 ケ;レ淋 巴濾胞 二於 テ各 々1

個 ノ小 ナル黒胡犬厩 アリ。顯微鏡的 ニハ淋巴組織 内 二、

稽 く大 ナル部分 二於 テ、多少 ノ結締組織 増殖 ヲ件 フ

結核浸潤 ヲ認 メ、小圓形細胞比較 的多 ン、 而 シテ此

部 ノ腸粘膜稽 く充血 シ、漿 膜ハ肥厚 セリ。爾機械的

狽傷 ヲ加ヘ タルレ小腸 最終端 ノパ イエルレ氏斑 二於 テハ

著憂 ヲ認 メザ リキ。

腸間膜 腺蛇 ビニ肝門 腺。前者 二於テハ稽 く肥厚 シ、

小結節存在 シ、後者 ハ唯皮質部 二於テ類 上皮細胞/

}彌蔓性 二浸潤 スルレノ ミ。

第315號 海狸

腸管。小腸下部二於 テハ挫滅 セ シ最終端 ノパ氏蔚 二

於 テハ認 ムベ キ攣 化ナ カリ・yモ、夫以外/2個 ノ小

淋 巴濾胞 二於 テ稽 ミ高度 ノ結第 ア リテ、腸壁 ノ外側

及 ビ内面 二輕度 二突 出セル ヲ認 メタ リ。顯 微鏡的ニ

ハ同淋巴組織 内二廣汎 ナル部位 二亙 リテ輕 度 ノ結締

組織 塘殖 ヲ件 フ結核浸潤 ア リ。類 上皮細胞、小圓形

細胞蛇 ビニ小数 ノ白血球 ヨリナ リ、 中央部稽 ζ大 ナ

ル範園 二亙 リテ核破壌像 ヲ認 メ、健常淋 巴組織 ヲ殆

ン ド認 ムル能 ハズ。此 部 ノ腸粘膜 槍 ζ充血 ヲ呈 セ リ。

盲腸部 二於テハ亦数個 ノ淋 巴濾胞 二於 テ小 ナル結節

ヲ認 メ、顯微 鏡的 ニハ同組織 内二廣汎 ナ,レ部位 二於

テ結核性細 胞浸潤 ヲ見ルレモ、未 ダ核破壊像 ヲ認 メズ、

附近組織 ノ反磨殆 ン ド見ルレベキモノナ シ。

腸間膜腺蚊 ビニ肝門腺。共 二高度 二肥 ノくシ、廣汎 ナ

ルレ部位 二於テ結核竈 ノ形 戌 ヲ見、殊 二前者 モア リテ

ハ乾酪様攣性 ヲ呈ス。

劃照群

第31號 海獲

腸 管。小腸 中部、下部 二於テ夫 々1個 ノ・・イエノレ氏

…斑二於 テ淡黄色/小 ナルレ黒胡犬厩 ア リ。顯撒鏡的 ニノ・

小 ナ レドモ類上 皮細胞 、小圓形細胞 ヨ リナノレ定型 的

結節 ヲ認 メ、其 周園輕度 ノ充血 ヲ呈 スルレヲ見タ リ。

盲腸 二於 テハ淋 巴組織輕 度 ノ塘殖 ヲ呈スルレモ著攣 ナ

シ。大腸 ハ異攣 ヲ認 メ フご。

腸間膜腺蛇 ビニ肝門腺。敦 レモ稽 く肥大 ヌル ノミナ

ルモ、顯微鏡的 ニハ結核竈 ヲ認 ム。

第318號 海狽

腸 管。 小腸 二於テハ最終端 ノパ イエ;レ氏斑禰蔓性 ニ

シ唾脹 シ、顯微鏡 的ニハ同淋 巴組織 内ニテ、不規則

ナノレ形状 ヲ呈 スル類上皮細胞浸潤竈 ヲ認 ム。盲腸、

大腸 二於テハ異攣 ヲ認 メズ。

腸間膜腺蛇 ビニ肝門腺。敦 レモ肥大、稻 く高度 ナルレ

結核 竈 ア リ。 肝門腺 ノ攣 化ハ腸間膜 腺 ノ攣 化 二比 シ

更 二高度 ナ リ。

成績 小 括

本實 絵 二於 テ、 腸 管 淋 巴組 織 挫 滅 海狽 及 ビ其 封

照 獣 二於 テ人 型 結 核 菌 腸 管 輪 途 ニ ヨル腸 結 核 ノ

登 生 率 テ見 ル ニ、 敦 レモ3頭 ノ中、2頭 二其 登

生 ヲ見 、 其 頻 度 二差 異 テ認 ム ル能 ハ ズ、 然 レ ド

モ其 攣 化 ノ程 度 テ比 較 スル ニ、試 獣 ニ ァ リテ ハ

封 照 獣 二比 シ、其 憂 化 高度 ナ ル モ ノ多 ク、 又登

生数 二於 テ モ多登 性 ノモ ノ多 キ テ認 メ タ リ。

而 シテ、淋 巴組 織 挫 滅 海 瞑 二於 テ、 腸 結 核 ノ登

生 セ ル部 位 テ見 ル ニ、 挫 滅 部 位 ナ ル小 腸 最 終 端

ノハ イエ ル 氏斑 二腸 結 核 ノ登 生 セ シモ ノー モ認

ム ル倉旨ハ ザ リ シバ頗 ル注 目 二 償 スル所 ナ リ。 盲

腸 部 ニ テモ此 關 係不 明 ナ リ。 即 チ此 事 實 ハ腸 結

核 ノ登 生 二封 シ、 此 實験 二於 テ ハ腸 管 ノ機 械 的

損 傷 ハ何 等 ノ影 響 ナ キ テ意 味 ス ル モ ノー シテ、

此 黙 前 述 ノ石 田 、 足立 雨 氏 ノ毛髪 試 食試 瞼 ニ ヨ

クー 致 ス ル テ見 ル所 ナ リ。 而 シテ本實 験 二於 テ

腸 管 淋 巴組 織 挫 滅 海猿 ノ封 照獣 二比 シ、其 腸 結
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核 攣 化 ガ高度 、 且 多駿 性 ナ ル テ見 シバ、 寧 ロ開

腹 術 ニ ヨ リ動 物 テ衰 弱 セ シメ タ ル ニ因 ス ル モ ノ

ト考 フル テ至 常 トス。

次 二、 試 獣 、 封 照 雨 蹴 二於 ケ ル腸 管 以 外 ノー 般

臓 器 、 淋 巴腺 ノ攣 化 ラ比 較 ス ル ニ、試 獣 ノ憂 化

封 照 獣 二比 シ可 成 リ高 度 ナ ・レテ見 タ リ。 之 、1

ハ試 獣 ニ ァ リ テハ開 腹 術 ニ ヨ ル衰 弱 二其 理 由 テ

求 ム ル ベ キ モ、 亦 一 面 、 挫 滅 セ シ小 腸 最 終 端 二

存 ス ル パ氏 斑 二1ツ ノ腸 結 核 ノ襲 牛 ラ見 ザ リ シ

錨 ト併 セ考 フル トキ ハ、 此 設 明 ノ ミテ以 テ シ テ

ハ満 足 スル ラ得 ズ。 之 一加 フル ニ、 挫 滅 セ シ淋

巴 濾 胞 二於 テ ハ結 核 菌 ノ侵 入 二封 シ、 淋 巴組 織

トシ テ ノ抵 抗 力減 弱 セ ル タ メ、 此 部 分 二腸 結 核

ノ畿 生 ヲ見 ル コ トナ ク シ テ容 易 二結 核 菌 テ通 過

セ シ メ、 以 テ全 身 ノ攣 化 テ大 ナ ラ シメ タ ルニ ョ

ル モ ノ ト考 フベ キ カ。,

第四節 妊娠海狽二於ケル實瞼

妊 娠 ガ結 核 感 染 二 封 シ悪 影 響 テ及 ボ ス場 合 ア ル

コ トハ 古 ク ヨ リ知 ラ ル ・事 實 ニ シ テ、 臨 躰 上 特

二 肺 結 核 ハ 人 工 妊 娠 中 絶 ノ適 慮 症 ト シ テ 塞 ゲ

ラ ル 。 是 等 二關 ス ル 報 告 ハ 甚 ダ 多 敷 二 上 リ、

Kifhne㈹ 等 ノ反 封 詮 ア ル モ、Ward'41),Lieber-

Meister(`i2),Morse(43),堀 田 「'1',・、 緒 方 、 原 田 「45)、

(第 9

柴 田㈹、 吉 岡働、 登 倉 、 篠 田㈹ ノ諸 氏、 或 ハ臨

1沐的 方 面 ヨ リ、 或 ハ病 理 學 的 、血 清 學 的 方面 ヨ

リ夫 々結 核 二封 スル妊 娠 ノ悪 影 響 テ力 読 シ、 弘

重 、 仲 田氏 亦 妊 娠 時 二於 ケル結 核 初 感 染 及 ビ再

感 染 二封 スル免 疫 力低 下 テ實 験 セ リ。 斯 ノ如 ク

妊 娠 ガ結核 二封 シテー 定 度 ノ悪 影 響 テ及 ボ ス コ

トハ殆 ン ド諸 家 ノ意 見一 致 セ リ。 余 ハ腸 結 核 ノ

登 生 二封 シテ妊 娠 ガ如 何 ナル影 響 テ及 ボ ス ヤラ

知 ラ ン ト欲 シ、次 ノ實 瞼 テ施 行 セ リ。

實 験 方 法

本 實 験 ・・二 段 二分 チ テ行 ヒ タ リ。 即 チ先 ヅ豫 備

實 験 トシテ確 實 二妊 娠 セル海 猿 テ選 ビ テ結 核 菌

ノ経 口感 染 テ行 ヒ シニ、 相 當 二腸 結 核 ノ騒 生 テ

認 メ タル ヲ以 テ、次 二封 照 獣 テ使 用 セル本 實瞼

ラ逡 行 セ リ.使 用 セ シ試 獣 パ敦 レモ燭 診 ニ ヨ リ

テ妊 娠 セル テ確 メ タ ル モ ノニ シテ、 封 照 獣 トシ

テ ハ夫 ト略 支同 等 ノ禮 重 子有 スル妊 娠 セザ ル雌

ノ海 猿 テ選 ピ タ リ。 菌 感 染 ハ前 記 諸 實 駿 卜全 ク

同 一 ニ シテ豫 備 實 験 、本 實 験 トモ ニ結 核 菌50,0

テ胃内 二注 入 セ シナ リ。

實 験 成績

豫 備 實験 、 本 實 験 ハ同 一 時 期 二行 ヒシ ニ ア ラヅ

ル モ、 使 用 菌 、 其 他 ノ條 件 殆 ン ドー 致 スル 子以

テ、 其 實 験 成 績 テ合 セ次 表 二記 載 セ リ。

表)

1
動 物 群 妊娠群(豫

動 物 番 號 2gol3071

性

1

♀ ♀ 1

儂i最 初 960 910

劃 解 剖 前 810 755

圖反 最 初
氏鷹 解 剖 前

一

十十

ヨ
珊!;

菌 感 染 後
経 過 週 倣

1}

44
1

解

小腸上部 一
i昔}
・1

小腸中部 什 ■■■■匿
1

小腸下部 一
十十1

盲 腸 一 ■一

大 腸 一 _1

308310

8-1♀

950730

660515

-Ll一

柵 十十

4:4

F

_1_
_}
_1_1

558

910

640

十

4

十十

一1一

妊娠群(本實験)

559

800

560

柵

4

+
一
什

560

♀

785

630

柵

4

564

♀

780

620

柵

4

≡i一

封 照 群
　

5655661568

♀ ♀i♀

　

講1轟
柵 判十 十

44;41

-1-

+1-

1
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剖
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化
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1
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1
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1
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1

氣管枝腺 lbs十 一 bs十 bs十 一 __1_ 囲=酬1一
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1十 一 一 一r十 十1十 一
ト ー

備 考

菌週見
感間ヲ
染目分騰il識
灘 尋制㌢

菌 日見感
目 ヲ

染 二分
後二娩
20死 ス

1

薗 日兇 菌 日見 菌 日ヲ感
目 ヲ1感目 ヲ感 目分

染 二分 染 二分 染 二娩

後二娩 後二娩1後ニ ス
・4死 スi24死 ス113見

;
!

}t

解 剖所 見

妊娠群

第290號 海狸

腸管。小腸 中部 ノー パイエル氏斑 二於 テ、黄色 ヲ呈

スル粟粒大 ノ結節 ヲ認 メ、内部 ヨ リ見テ共部 ハ充血

ヲ呈セ リ。顯微鏡的 ニハ淋巴組織 内腸管筋肉層 二接

ス ル 部 二稽 ζ大 ナルレ定型的類上皮細胞浸潤 竈 ヲ認

メ、周園健常部 トノ境 界比較的明瞭 ナ リ。罹 患部 ノ

腸 管粘膜 ハ充血 セ リ。共他 ノ腸管部 位 二於 テハ著攣

ヲ認メズ。

腸間膜腺蛇 ピニ肝門腺。共 二稽 く高度 二肥大 シ、廣

汎ナ〃結核竈 ヲ認 メ、 中央部ハ敦 レモ乾酪 様璽性 二

昭 レリ。

第307號 海狸

腸管。小腸上部蛇 ビニ下部 二於 テパ氏斑内 二帯黄色

結節 ノ存在 スル ヲ認 メ、顯微鏡 的ニハ総 テ稽 ミ高度

ノ結核性攣化 ヲ起 シ、殊 二小腸上部 二存スノレパ氏 斑

ニアリテハ、淋 巴組織内 二稽 く廣汎 ナル結 核性細胞

浸潤 ヲ認 メ、 中央 ノー部埋死 二陥 レリ。 小腸 下部 二

存 スルモ ノハ、共攣化之 二比 シ、稽 く輕度 ニシテ、

壌死 ヲ認 メザ リキ。周園 ノ反磨 ハ敦 レモ殆 ン ド認 ム

ベ キモ ノナ シ。腸管他部 二於 テハ著攣 ヲ認 メズ。

腸間膜腺並 ビニ肝門腺。雨者 トモニ腫大 シ、廣 汎 ナ

ル結核竈 ヲ認 メ、殊 二前者ハ稽 く大ナル乾酪襟墾性

ヲ示ス。

第558號 海狸

腸管。小腸下部 ノ2個 ノパイエル氏…斑二於テ、共 二

共周縁 二近 キ部 二粟粒大、黄色 ノ稽 く不規則 ナル形

ヲ有 スル結節 ア リ。顯微鏡 的ニハ淋 巴組織 内二稽 ミ

大 ナルレ類 上皮細胞結 節 ア リ、周固健常部 トノ境界比

較的明瞭 ナ リ。

腸間膜腺蛇 ビニ肝門腺。腸間膜 腺ハ稽 ζ高度 二腫大

ン、大 ナ ル結核竈 ヲ認 ム,レモ、肝門腺 二於 テハ何等

ノ攣i化ヲ認 メズ。

第559號 海狸

腸管。 小腸部 数個 ノ淋巴集斑二於 テ前 記第558號 海

猿 二於 ケ ルレ ト殆 ン ド同一 ノ結核性攣化 ヲ認 メタル

モ、小腸上部 二於 ケル攣 化ノ・稽 ζ輕度 ナ リキ。

腸間膜腺蚊 ビニ肝 門腺。共 二稽 く肥大 シ、皮質部 二

於 テ小匠城 ノ類上皮細胞寝潤竈 ア リ。

第562號 海猿

腸管。小腸 上部 ノー バイエル氏斑 二於 テ小 ナル類上

皮細胞結節 ヲ認 メタル他著攣 ヲ認 メズ。

腸間膜蛇 ビニ肝門腺。共 二精 く肥大 ン、輕度 ノ結核

性浸潤 ヲ認 メタ リ。

第308、310及 ビ560號 海猿

腸管。敦 レモ著攣 ヲ認 メズ。

腸間膜腺虹 ビニ肝門腺。多少 ノ輕重 ノ差 アルレモ、全

部 二於 テ結核浸潤 ヲ認 メタ リ。然 レ ドモ高度 ニ シテ

乾酪檬攣性 ヲ呈ス ルモノヲ認メザ リ'キ。

劉照i酵

第566號 海猿

腸管。小腸中部 ノーパ ィエルレ氏斑内 二2個 ノ粟粒大

結節 ヲ認 メ、顯微鏡的 二、淋巴組織 内 二限局性 ノ類

上皮細胞浸潤 ア リテ、周園健常部 トノ境 界明瞭 ナ リ。

本封照群 二於 テハ全4頭 中僅 カニ此攣 化1ツ ヲ認 メ

得 タルレノミニ シテ、而 モ輕度 ニ シテ淋巴濾胞 ノ腫大

著 ンカラメ。腸管他部 二於 テハ何等 ノ攣 化ナ シ。
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腸間膜腺蛇 ビニ肝門腺。前者 二於 テハ僅 カニ小 ナ'レ

結節 ヲ認 メ、後 舌二於 テハ著攣 ナ シ。

第564、565及 ビ568號 海獲

腸管。全3頭 ヲ通 ジテ敦 レ・モ著攣 ナ シ。

腸間膜腺蚊 ビニ肝門腺。全部 二於 テ多少 トモ腫大 ス

ルヲ認 メ、敦 レモ結核性浸潤 ヲ起 ス ヲ見タ リ。 而 シ

テ第565號 海瞑 二於 ケル肝門腺 ノ結核性病 墜最 モ大

ナノレモ乾酪標攣性 ヲ起 サズ、他 ノ淋 巴腺 ノ攣i化総 テ

輕度 ナ リ。

成 績 小 括

以 上 妊 娠 海 狽 二行 ヒ シ實 験 テ通 賢 ス ル ニ、 結 核

菌 ノ大 量 経 口感 染 ニ ヨ リテ、 封 照 獣 ナ ル健 康海

猿 二於 テハ4頭 中僅 カー1頭 ノ輕 度 ノ腸 結核 登

生 テ認 メ タ ル ニ封 シ、 妊 娠 海瞑 ニ ア リテハ、 本

實 験 、 豫 備 實 験 合 セ テ全8頭 中5頭 ノ腸 結 核 ノ

登 生 テ認 メ、 且其 攣 化 モ封 照獣 二比 シ比 較 的高

度 ナ リ。 即 チ妊 娠 ハ腸 結 核 ノ登 生 テ可 成 リ ノ程

度 二助 長 ス ルモ ノ ト云 フ〈ごク、 此 鮎 石田、 足立

雨 氏 ノ行 ヒ シ妊 娠 實 験 ニ ヨ クー致 ス ル所 ナ リ.

第五節 磯餓海狽二於ケル實験

本 節 二於 テ ハ、 余 ハ磯 餓 海狽 二結 核 菌 ノ大 量 テ

嚥 下 セ シメ、 以 テ腸 結 核 ノ駿 生 テ検 セ ン ト試 ミ

タ リ。 一 般 二磯 餓 ハ全 身衰 弱 テ起 ス ラ以 テ、 此

事 ガ腸 結 核 ノ幾 生 二封 シテー 定 ノ影 響 チ及 ボ ス

(第10

モ ノ ト考 ヘ ラル ・他 、 健 康 時 及 ビ磯 餓 時 ノ間 ニ

ハ、 清 化管 内 二現 存 セ ル食 物 ノ多 寡 ニ ヨ リ、 輸

迭 セ シ結 核 菌 ノ稀 繹 度 テ異 ニ スル コ ト、 或 ハ磯

餓 時 二於 ケ ル消 化器 系統 ガ突 然 ノ結 核 菌 侵 入 一

封 シ、 李 時 トハ異 ル反 慮 テ起 スnト ア リ ト想 像

セ ラル。 之 余 ノ本實 験 テ逡 行 シタル所 以 ナ リ。

實 験 方法

最 初 試獣 、封 照獣 共 二同 一 條 件 ノ下 二約1週 間

飼 育 シタ ル後 、 試 獣 ニ ア リテ ハニ 書 夜 ノ間 全磯

餓 二陥 ラ シ メ、 食物 、 水 分 等 テー 切 與 ヘ ズ。 二

輩 夜 ノ後 二封 照獣 ト共 二人 型 結 核 菌50.0竈 テ

浦 息 子 テ以 テ胃 内 二注 人 シ、4週 及 ビ6週 ノ後

二解 剖 セ リ。

「備 考」 試 獣 ハニ 叢 夜 ノ全 磯 餓 ニ ヨ リ大 イニ

衰 弱 シ、禮 重 ノ減 少 ハ李 均 約10%以 上 二及 ビ

少 敷 ノ動 物 二於 テ ハ其 後 二食 餌 テ與 フル モ恢

復 セズ シテ発 死 セ リ。

爾 試 猷 ニ ア リテ ハニ 蓋 夜 ノ全 磯 餓 ノ後 、 結核

菌 テ胃 内 二注 入 シ、 更 二7時 間 テ経 テ始 メ テ

食 餌 テ投 與 セ リ.

實 験 成 績

膿 重 、 レー メル氏 反庭 、 解 剖 憂 化 テ大 略 表 示 ス

レバ次 ノ女ロシ。
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剖

攣

1化

一

腸間膜腺 十十 晋 十 柵

肝 門 腺 帯 一 一 十十

脾 臓 什 十 十 十十

(ソ ノ重 サ) 0.45 0.3 0.45 0.4

肺 臓 十 _一 一 十

肝 臓 一 一 一 一

腋 窩 腺 一 一 一 一

膝 髪 腺 一 一 一

一

_

氣管枝腺 r十 一 一
!r十十1十一

頸 腺 r十 bs十 _1_
一

柵
圧

柵
薇

+
二
±
薇

サ

什

【十

+
耳

耳

0.410.7

十

解 剖 所 見

饒餓暑季

第293號 海獲

腸管。小腸上部 ノーパ イエルレ氏蒔 二於 テ小ナルレ黄色

黒占ア リ。顯微鏡的ニハ定型 的類 上皮細胞結 節ニ シテ、

淋 巴組織 内 ニア リテ腸 管筋 肉暦二接近 ス。周園 ノ反

磨全 ク認 ムベキモ ノナ シ。其 他 ノ小腸部及 ビ盲腸 二

於 テハ特 二淋巴組織 増殖 ヲ認 メタルモ ノア リシモ著

攣 ナ シ。大 腸 ハ何 等 ノ攣 化 ヲ認 メ ズ。

腸間膜腺蛇 ビニ肝 門腺。 共 二稽 く高度 二腫脹 ン、大

ナノレ結核病竈 ヲ形成 ン、特 二肝 門腺 ニア リテハ乾酪

竃 ヲ認 メタ リ。

第297號 海猿

腸管。小腸 二於 テハ下部 ノー小 淋巴組織 内二、不規

則地圖状 ヲ呈スル黄色斑 ア リ。顯微 鏡的ニハ、淋 巴

組織全膿 が結締組織 二乏 シキ類上 皮細胞浸潤 ト化

ン、中 ニラングハ ン氏 巨大細胞 ヲ認 メタ リ。然 レ ド

モ周園 ノ反慮 トシテハ殆 ン ド認 ムベキモ ノナ シ。盲

腸 二於 テハー淋巴濾胞 内 二小 ナ ル淡黄 色 ノ隆起 ア リ

テ、著明 二腸管腔 内二膨隆 ス。顯微鏡 的ニハ前 同様

ノ浸潤 ヲ認 メ、且 此部 分 ノ腸粘膜稽 く充血 ヲ來 セ リ。

大腸ハ異攣 ヲ認 メズ。

腸間膜腺蛇 ビニ肝 門腺。共 二大 ナル結核竈 ヲ有 シ、

殊 二前者 二於テ ハ乾酪様攣i化ヲ認 メタ リ。

第299號 海獲

腸管。小腸中部 ヨリ下部 二亙 リ多数 ノパ イエル氏斑

二黄色 ノ結 節 ヲ認 メ、其大 イサ鮎状 ノ小 ナルモ ノ笥

リ、圓形 ニ シテ直径約2粍 大 二至 ル間種 々ナルレモ ノ

ア リ。顯 微鏡的 ニハ其大 ナルモ ノニ アリテ ハ腸管淋

巴組織内 二廣汎ナル類上皮細胞浸潤竈 ア リテ、一部

核破埋像 ヲ呈ス。然 レ ドモ粘膜 、或 ハ漿膜 ノ反磨極

メテ輕微 ナ リ。盲腸ハ淋巴濾胞稽 く腫脹 ン、増殖像

十十 柵

十十 十十

十什 十

1.50.6

十

柵

十

bs十r十1+

lbs十lbs十__

3

午

十

十

〇
。

丑

什
再

1十

brs十

ヲ呈スルモ、定型的結核墜化 ヲ認 メズ。大腸 ニア リ

テハ最上部 ノ淋 巴濾胞 二輕度 ナ レ ドモ不規則 ニ ンテ

地 圖状 ヲ呈スルレ類上皮細胞浸潤 ヲ認 メタ リ。

腸 間膜 腺蛇 ビニ肝門腺。執 レモ廣汎 ナノレ結核竈 ア リ

テ、特 二前 者二於テハ乾酪 様憂性 ヲ認 メタ リ。

第301號 海狸

腸 管。小腸 中部 ノー ハイェルレ氏斑 二於テ精 ζ大 ナノレ

圓 形 ノ淡黄色 ヲ呈 スノレ隆起存在 シ、顯微鏡的 ニハ高

度 ノ類上皮細胞浸潤 ア リ テ 乾酪様愛性 ヲ呈 ス所 ア

リ。周園腸管組織 ノ反鷹 トシテハ此部 ノ腸粘膜充血

スル ヲ見 ンモ、漿膜 ハ何等 ノ攣i化ヲ見ズ。盲腸 二於

テ・・数個 ノ淋 巴装置、大腸 二於 テハ最上部 ノ淋巴濾

胞 二於 テ夫 々帽針頭大 ノ結核性浸潤 ヲ認 メタ リ。

腸 間膜腺並 ビニ肝門腺。執 レモ稽 ζ高度 二腫脹 ン、

大 ナル結核竈 ヲ認 メタァレモ、乾酪様攣性 ヲ認 メザ リ

キ。

第295、296及 ビ300號 海狸

腸 管。1、2ノ 海狸 二於 テ腸管淋巴組織 二充血 ヲ呈 ス

ルレモ ノヲ見タ レ ドモ、1例 モ定型的腸結核 ノ獲生 ヲ

見 ズ。

腸 間膜腺蛇 ビニ肝門腺。第295號 蛇 ビニ第296號 海

猿 ノ肝門腺及 ビ第300號 海狸 ノ腸間膜腺 二於 テハ全

ク何等 ノ攣化 ヲ認 ムルレ能 ハザ リンモ、他 ・・多少 トモ

結核性攣化 ヲ起 シ、殊 二第295號 海狸 ノ腸間膜腺 二

大 ナル結核竈 ア リテ、乾酪様攣1生ヲ呈A。

劃 照濤

第302號 海 狸 ノ

腸管。小腸 二於 テハ殆 ンド総 テ ノ淋 巴装置 二於 テ帯

黄色結 節 ヲ見,レ。 中部蛇 ビニ下部 ノパ イエ,レ氏厩 二

於 テ・・特 二大ナ,レ隆起 ア リテ、殆 ン ド淋巴組織 全部

二亙 リテ結核性類 上皮細胞浸潤 ヲ起 シ、一部乾酪襟

攣性 二昭ル ヲ見タ リ。而 ンテ是等罹患部 ノ腸粘膜 二
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於 テハ充血 スルモ ノ多 シ。盲腸 二於 テモ亦敷個 ノ淋

巴濾胞 二於 テ同様 ノ浸潤 ヲ認 メタ リ。大腸 ハ著攣 ヲ

認 メザ リキ。

腸間膜腺虹 ビニ肝門腺。共 二大 ナル結核竈 ヲ形成 ン

敦 レモ納 く高度 ナ,レ乾酪様攣性 ヲ呈 ス。

第305號 海狸

腸管。小腸 中部2個 ノパイエル氏斑 二於 テ小 ナルレ黄

色厩 ヲ認 メ、顯微鏡的 ニハ淋 巴組織 内二於 テ基底部

二小 ナ レ ドモ定型 的類上皮細胞結 節 ヲ認 メタ リ。其

他 ノ小腸部位蛇 ビニ盲腸、大腸 二於 テハ著攣 ヲ認 メ

ズ。

腸間膜腺蛇 ビニ肝門腺。執 レモ輕度 ノ結締組織増殖

ヲ件 フ廣汎 ナル結核竃 ア リテ、特 二腸間膜腺 ニア リ

テハー 部乾酪様墾塗性 ヲ呈セ リ。

第303、304及 ビ306號 海狸

腸管。敦 レモ何等 ノ定型 的攣化 ヲ認 メズ。

腸間膜腺並 ビニ肝門腺。其部位 二大小 アルモ夫 々定

型的結核竈 ノ存在 スル ヲ認 メタ リ。

成 績 小 括

本 實 験 成 績 二就 テ見 ル ニ、 磯 餓 海 狽 及 ビ其 封 照

獣 二於 テ人 型 結 核 菌 ノ大 量 テ経 口的 二感 染 セ シ

メ タ リシニ、 封 照 獣 ニ ア リテ ハ5頭 中2頭 ノ腸

結 核 ノ登 生 テ認 メ タル ニ封 シ、 磯 餓 海 狽 ニ ア リ

テ ハ全7頭 中4頭 二於 テ腸 結 核 ノ駿 生 ラ認 メ タ

リ。 帥 チ其 幾 生 傘 テ比 較 スル ニ、 磯 餓 海 狽 ニ ァ

リ テハ多 少 大 ナ ル モ ノ ト云 フ テ得 ベ シ。 而 シテ

褒 生 セル腸 結 核 ノ攣 化 テ見 ル ニ、 特 二高 度 ニ シ

テ乾 酪 様 攣 性 ヲ起 セル モ ノ、 磯 餓 海 狽 二於 テハ

2例 、 封 照 獣 ニ ア リテ ハ1例 ア リ.然 レ ドモ此

場 合 特 二封 照 獣 第302號 海 瞑 二於 テ ハ高 度 、 且

多 数 ノ腸 結 核 竈 ノ登 生 テ見 タ リ。 即 チ磯 餓 海 狸

ニ ア リテハ腸 結 核 ノ畿 生 傘 梢 支大 ニ シテ、 一般

二高 度 ナ ル攣 化 ノ登 生 テ 見 タ レ ドモ、封 照 獣 二

於 テモ特 二高 度 ノ腸 結核 竈 テ見 タル モ ノア ル ヲ

以 テ、 是 等 テ観 察 ス ル トキ ハ、磯 餓 ハ腸 結 核 ノ

登 生 ヲ梢 ヒ促 進 ス ル モ ノ ト云 ヒ得 ベ シ。

次 二腸 管 以 外 ノ臓 器 拉 ビニ淋 巴 腺 ノ病攣 テ比 較

ス ル ニ、 却 ツテ磯 餓 海狽 二於 ケ ル攣 化 ノ低 度 ナ

ル観 ア リ シへ 稽 ≧奇 異 二考 ヘ ラル ・鮎 ナ リ。

第 六節 「ア チ ドー ジス」ヲ惹 起

セ シメ タル海 狸=於 ケ ル實験

結 核 ト「ア チ ドー ジ ス」ノ關 係 二就 キ テ ハ、 最 近

Cantoni㈹,Manicatide(50),Tey(51)、Sarnin(52),

Kicinski(53)等 ノ報 告相 次 イデ登 表 セ ラル ・テ見

ル。 而 シテ是 等 ノ報 告 ハ主 トシテ臨 躰 的 研 究 ニ

シテ、Cantoniノ 否 定説 テ除 ケ バ、 結 核 ノ進 行

ト血 中炭 酸 瓦斯 容 量 ノ減 少 ニー 定 ノ 關 係 ア リ

テ、 重 症 結 核 ノ際 「ア チ ドー ジ ス」ノ存 在 ス ル コ

トハ是 等 多 撒 ノ研 究 家 ニ ヨ リテ謹 明 セ ラ レタル

所 ナ リ。又 一 方實 験 的 ニ ハLopodeCarvalho【54)

ノ研 究 ア リテ、 之 ニ ヨ レバ、 海 狽 ガ重 症 結 核 二

罹 患 スル場 合 二 「ア チ ドー ジ ス」ノ起 ル コ トラ詮

明 セ リ。 斯 ノ如 ク既 存 セ ル結 核 ト、「アチ ドー ジ

ス」ノ關係 ハ既 二報 告 セ ラ ル ・所 ナ ル モ、 「アチ

ドー ジ ス 鋭 存 ノ 場 合 二於 ケル結 核 感 染 状態 等

二就 キ テ論 及 セ ル報 告 甚 ダ稀 ナ リ。仲 田㈹ ハ 「ア

チ ドー ジ ス」テ 起 ス如 キ庭 置 テ結 核 海狽 二與 フ

レバ、 再 感 染 二封 スル冤 疫 力 ノ低 下 スル コ トラ

實 験 シ、 緒 方㈹ ハ亦 是 等 ノ腱 置 ニ ヨ リ全 血液 ノ

結核 菌 増 殖 力 曾 進 セ ラル ・コ トテ報 告 セ リ。 余

ハ 「ア チ ドー ジス」ガ腸 結核 ノ登 生 二封 シ テハ如

何 ナ ル影響 テ有 ス ル ヤ ヲ 見 ン ト欲 シ以 下 ノ實 験

テ逡 行 セ リ。

海 狽 二於 テ實 験 的 二 「ア チ ドー ジ ス」テ惹 起 セ シ

ム ル ニ、 余 ハ次 ノ方 法 テ以 テ セ リ。 即 チ

1.蕉 糖 飼 育拉 ビニ蕉 糖 液 注 射 ラ以 テナ ス方 法

片 瀬 教 授(5η等 ノ實 験 二 見 ル ニ、 幼 弱 家 兎 二経

口、 或 ハ 非 経 口的 ニー 定 量(禮 重1Miニ ツキ

非 経 口的 ニ ハ0.5瓦 、経 口的 ニ ハ2.0乃 至4.0

瓦)ノ 市 井 販 費 ノ蕉糖 テ 輸 入 スル トキハ血 液

「ア チ ドー ジス」ヲ惹 起 セ シメ得 ト云 ヘ リ
。 余

ハ之 二倣 ヒ、 幼 若 ナ ル海 狽 二、 毎 日一定 量 ノ

鰹 唐テ注 射 、 若 シ クハ蕉 糖 混 入食 餌 テ投 與 セ

リ。

2・ 鉛 盤 注 射 ニ ヨル方 法

片 瀬 教 授 ノ教 室 二於 テ行 ハ レタ ル柳 井 氏岡 ノ

報 告 テ見 ル ニ、 家 兎 ニー・定 量 ノ鉛 鞭 テ注射 ス
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ル トキ ハ、 顯 著 ナ ル 「ア チ ドー ジ ス」テ起 シそ尋

ト構 セ リ。 余 ハ又 本 實験 二於 テ幼 弱 ナ ル海 猿
リ

ニ於 テ鉛 鷺 テ反 復 注射 シ、 以 テ血液 「ア チ ド

ー ジ ス」テ惹起 セ シメ タ リ。

即 チ以 上 ノ薫糖 飼 育 、 蕪糖 液 注 射拉 ビニ鉛 魎注

射 ノ三 方 法 ヲ選 ビ タル モ ノニ シテ、後 述 スル如

ク、 是等 ノ實 験 方法 ニ ヨ リ、 海 瞑 二血 液 「ア チ

ドー ジ ス」テ起 シ得 ル コ トへ 別 ノ實 験 ニ ヨ リ謹

明 セ リ。

第 一 項 薦 糖 飼育 軌 ビニ 薦糖 注射 海 瞑

二於 ケ ル實 験

本 實 験 二於 テ余 へ 先 ヅ蕉糖 飼 育 賓 験 テ途 行 シ、

之 ニ ヨ リテ興 味 アル結 果 テ得 タル テ以 テ、 次 二

蕉 糖 液 注射 實 験 テ行 フ ニ際 シ、再 ビ蕪 糖 飼 育 實

験 ノ追 試 テ行 ピタ リ。

1.蕪 糖 飼 育實 駒

禮 重300瓦 前 後 ノ幼弱 ナ ル海猿 テ選 ビ、5週 間 、

(第 11

毎 日其 常 食 トス ル豆腐 粕 二蕪 糖 テ混 入 シ タル食

餌 テ以 テ飼 育 シ、然 ル後 二封 照 海 狸 ト共 二50・0

雇 ノ人 型 結 核 菌 ラ胃 内 二注 入 シ、 一 定 時 日 ノ後

二解 剖 二附 シタ リ。 而 シテ此 食 餌 中 二混 入 セル

薫 糖 ノ量 ハ、最 初 ノ1週 間 ハ5.0%ト ナ シ、 夫

ヨ リ漸 次 壇 量 シテ次 ノ2週 間 ハ7.0%、 最 後 ノ

2週 間 二及 ビ テ10.0%ト ナ セ リ。EPチ 是 等 ノ食

餌 テ特 二分 量 テ定 メル コ トナ ク、 封 照 駄 二於 ケ

ル ト同様 常 二飽 食 セ シメ タ リ。

「備 考 」 蕪 糖 飼 育 海狽 ニ ア リテ ハ、 同 飼 育期

間 中、 何 等 食 慾 ノ衰 フル テ見 ズ、 其 食 餌擁 取

量 封 照駄 二比 シ減 少 スル ゴ トナ ク、 膿 重 ノ増

加 モ尋 常 ナ リ。

實 験 成績

膣重 、 レー メル氏 反 磨 、 解 剖 憂 化 テ表 示 ス レバ

次 ノ如 シ。

表)

動 物 群 簾 糖 飼 育 群 封 照 群

動 物 番 號 3711373 374 375i376 37713781 379380

性 ♂i♂ ♂ 舎 舎 舎1♂

i

♂1♂

膿

重

最 初 945350 2S5 335 300 310
1300 1

2651280

薗感染直前 485 490 350 455 455 425 430

一
425380

解 剖 前 550 530・ 435 565 565 425420i 14601450

レ反 最 初 一 一

}一 一}

一 一 一

一
一!一 一 一

氏慮 解 剖 前
一 一

十十

一

柵 柵 柵 帯 .+i柵 ご
4・411

冊i十 十
一一

薗感染後経過週数
響一

4 4 6 6 6
1

}6}6

吟 腸上部
一 一 十 十 朴 一1一 ・-i十

解

剖

攣

化

小 腸 中部 _1_ 一 一 一 一1一 一 一

小 腸下 部 十i一 十 一 柵
1

-

1十H

一
1十

盲 腸 一 十 柵 一 帯 _1_
1

一
1-1一

o

大 腸 _Ig_

F

一 一 一 一 一1-1一

腸 間膜 腺 十十!十 十
1

柵 十 帯 +1柵1+1モ+
1

肝 門 腺 十1十 十 十 十 十 十1-1十 十 十
一一 一

脾 臓 十
一 一1-一

十十 十十 柵 朴 赫 十
1

柵i十

(ソ ノ重 サ) 1.1 1.2 0.9 2.5 1.2 0.7 0.6 0.90.6

肺 臓 一++ 1十 十 什 一 +1-・++1+

肝 臓1_}__
`

什 一
;

一 一i-
・ 一

膝 嚢 腺 _1_
卜

bs十 r十十 一 一 一 _}_

氣 管枝 腺 一 bs十 bs十 bs十 ト 一 一 一 bs粁}bs卦
1

胸 骨 腺 一

}
一 十十 十 一 _ト_

ト

一1十 十

頸 腺 bs十 bs十十 一 bs十 一 1-r+lb,甘i,柵+
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解 剖 所 見

薩 糖飼育群

第371號 海瞑

腸菅,小 腸 二於 テハ上部、中部 二異 愛 ヲ認 メ ザルモ、

下部 二於 テハ2、3ノ バ イエ)lz氏集斑 二於 テ、 小ナル

結核性 類上皮細胞結節 ヲ認 メタ リ。盲腸部 二於 テハ

淋 巴装 置一一般 二穎 粒状 ヲ呈 シ、増殖 ヲ示スモ結核性

愛 化ナ シ。

腸 間膜腺蛇 ビニ肝門腺。共 二硬墜 シ、稽 く大 ナル結

核竈 ヲ認 メタ リ。

第373號 海 瞑

腸管。小腸下 部二於 ケルーバ イエル氏斑iノ淋巴組織

内 二、一小部分 二於 テ類上 皮細胞浸潤 ア リ。 盲腸 、

大腸 ニハ何等 ノ異攣 ヲ認 メザ リキ。

腸間膜 腺蚊 ビニ肝 門腺。共 二穂 く高度 二肥大 ン、廣

汎 ナル結核浸潤 ア リ。

第374號 海狸

腸管。小腸 二於 テハ、上部及 ビ下部 ノ各 個 ノパ イエ

ル氏妊 ノ淋 巴組織 内ニテ腸 問筋肉層 二接 シ、 小ナル

類上皮細胞浸潤 ア リ。盲腸 二於 テハ数個 ノ淋 巴濾胞

二結 核性浸潤 アルヲ認 メ、是等 ハ可成 リ高度 ニ シテ

淋 巴濾胞 全膿 ヲ占擦 ス。顯微鏡的 ニハ類上皮細胞浸

潤 ニシテ、 中央部一部乾酪様縫性 二陥'レモ ノア リ。

周園 ノ反晦 トシテハ僅 カニ腸粘膜 ノ充血 ヲ認 メタル

ノ ミナ リ。

腸 間膜 腺蛇 ビニ肝門 腺。前 者 ニア リテハ高度 二肥大

シ、乾酪竈 アリ、後 者 二於テノ・稽1腫 大 シ、顯 微鏡

的 二所 々二類上 皮細胞結節 ノ散在 ス'レヲ認 ム。
0

第375號 海狽

腸管。小腸上部 ノー バイエル氏斑 二於 テ小 ナ,レ類上

皮細胞結節 ヲ認 メタル他著愛 ナ シ。

腸問膜 腺蛇 ビニ肝門腺。共 二肥大、肥厚 シ、不規則

ナ ル形状 ヲ有 スル類上皮細胞寝潤 ヲ認 メタ リ。

第376號 海狽

腸 管。小腸 ニア リテハ上部 二1個 、下部 二2個 ・パ

イエ'レ氏斑 二於テ結核性 浸潤 ヲ認 メタ リ。而 シテ上

部 ノモ ノハ共攣化輕 度ニ シテ類上皮細胞 結節 ノ像 ヲ

呈 スJレモ、下部 ノパ氏迦 二於ケル攣 化 ハ敦 レモ高 度

ニ シテ、肉眼的 ニハ不規則地囲 状 二振 が リ多少硬攣

ス。顯微鏡的 ニハ淋 巴組織 内廣汎 ナル部位 二亙 リテ
1隔結核性細胞浸潤 ヲ起 シ

、健常淋 巴組織 ハ殆 ン ド認 ム

ルレ能 ハズ。 中心部一部壌死 ヲ來 セ リ。然 レ ドモ周園

組織 ハ腸粘膜僅 カニ充 血ス,レノ ミ。盲腸部 二於 テモ

亦数 個 ノ淋巴濾胞 ハ腫脹 シ、其1ツ ヲ顯微鏡的 二観

察 セ シニ、 淋巴濾胞全盟 ガ結締組織培殖 ヲ件 フ類 上

皮細胞浸潤 ヲ起 シ、 一一部壊死 二昭 リ、且 ラングハ ン

氏巨大細胞 ヲ認 メタ リ。其部 ノ腸粘膜特 二充血 スル

他周園 ノ反 鷹 トシテ殆 ン ド認 ムベキモ ノナ シ。

腸間膜 腺蛇 ビニ肝 門腺。 前者 ニア リテハ 高度 一 肥

大 、硬攣 シ、廣汎 ナ,レ結核浸 潤 ヲ有 ン、一部乾酪様

攣 性 ヲ惹起 ス,レヲ認 メ、後 者二於 テハ精{腫 脹 シ、

所 々二不規 則 ナル類上皮細胞浸潤 ヲ認 メタ リ。

封 照酵

第378號 海 狽

腸 管。小腸 下部 二於テ、2個 ノパ イエ)IZ氏斑 ハ腫大

ン。顯微鏡 的 ニハ淋巴組…織内 ニテ腸管筋 肉層二接 ン、

稽 ミ大ナ,レ類 上皮細胞浸 潤 ヲ認 メ、 中央部乾酪襟攣

性 ヲ呈ス。周園 ノ反 慮 トシテハ僅 カニ此部分 ノ腸粘

膜 ノ充血 ヲ見タルノ ミナ リ。 其他 ノ腸管部位 二於 テ

ノ・何等 ノ攣化 ヲ認 メズ。

腸間膜腺蛇 ビニ肝門腺。前 者二於 テハ高度 二肥大、

硬愛 シ 廣汎 ナル部位 二亙 リテ結核竈 ヲ認 メタルモ、

後者 二於 テハ著攣 ヲ認 メズ。

第380號 海狽

腸管。 小腸上部及 ビ下部 二於 テ各1個 ノパ氏斑 二小

ナ ル類 上皮細胞浸潤 ア リ。淋 巴濾胞 ノ基 底部 二存在

ン、 限局性 ニシテ周園健常組織 トノ境界比較 的明瞭

ナ リ。

腸 間膜 腺蛇 ビニ肝 門腺。雨者共 二腫脹 シ、敦 レモ未

ダ乾酪様攣i性ヲ起 サザル不規 則 ナル類上皮細胞浸潤

ヲ起 シ、共程度前 者 二於 テ精 く高度 ナ リ。

第377號 拉 ビニ379號 海狸

腸管。共 二著愛 ヲ認 メズ。

腸間膜腺蛇 ビニ肝門腺。夫 々表 二示ス如 ク結核性墜

化 ヲ呈 スルモ、著 シク高度 ナルモ ノヲ認 メザ リキ。

以 上 ノ實 験 テ見 ル ニ、 海 瞑 二於 テ豫 メ蕪 糖 加 食

餌 テ以 テー 定 期 間 飼 育 シ置 キ タ ル後 、結 核 菌 ノ

大 量 テ経 口的 二感 染 セ シメ、 腸 結 核 ノ壁 生 テ検

索 セ シニ、 其 封 照 駄 ニ ア リテハ4頭 中2頭 ノ腸

結 核 ノ儀 生 テ見 タル ニ比 シ、 試 獣 ニ ア リテ ハ5

頭 全 部 二於 テ腸 結 核 ノ登 生 テ見 、 且 夫 ガ多 登 ス

ル モ ノ多 キ テ認 メ タ リ。 而 シテ其 憂 化 モ、 封 照

駄 ニ ア リテハ僅 カ ニ1{列 二方冬テ草乞酪 様 舅垂・1生二陥
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ル テ見 シ ノ ミナ ル ニ、試 獣 ニ ア リテ ハ多 撒登 生

ス。 即 チ本實 験 二於 テハ海 猿 二於 テ豫 メ蕉 糖 加

食 餌 テ以 テ飼 育 シ置 ク トキハ次 二來 ル結 核 菌 ノ

経 口感 染 ニ ヨ リ テ、 腸 結 核 ノ登 生 率大 ナ ル コ ト

テ謹 シ得 タ リ。

2・ 蕪 糖 液 注 射 拉 ビニ蕪 糖 飼 育 實 験

本實 験 ニ ア リテ ノ、動 物 テ3群 二分 チ、 第1群 ラ

蕉糖 飼育 群 、 第2群 テ蕪 糖液 注射 群 、 第3群 ラ

封 照群 トナ セ リ、 前 庭 置 トシテへ 第1群 ニ ア

リテハ前 實 験 二於 ケル ト全 ク同一 ノ分 量 二蕪 糖

ラ豆 腐 粕 二混 入 シテ5週 間 飼育 シ、 第2群 ニ ア

リテハ20%蕉 糖 液2.5蝿 テ 毎 日腹 勝 内 二注 射

シ、 之 テ2週 間綾 ク、 帥 チ全 量7.0瓦 ノ蕉 糖 テ

注 射 シ以 テ「アチ ドー ジス」ラ起 サ シメ、 第3群

一 ア リテハ是 等 ノ期 間 普 通 食 餌 テ以 テ飼 育 シ、

何等 ノ庭 置 テ行 ハ ズ。而 シテ結 核 菌 感 染 ハ全 群

同 一時 期 二行 ヒ シモ ノニ シテ、夫 々前 虎 置終 了

直後 二菌 感 染 ラ行 ヒ得 ル ヤ ウ實 験 テ開 始 セ リ。

菌 感 染 ハ前蕪 糖飼 育實 験 二於 ケル ト全 ク同 一 ナ

リ。

第1群 、第2,群 共 二前 塵 置 期 間 中 何 等 ノ衰弱 ノ

徴 ナ 久 艦 重 ノ」曾加 率 モ封 照群 二比 シ遜 色 ラ見

ズ。

實 験 成 績

禮 重 、 レー メ ル氏 反慮 、 解剖 憂 化 ラ表 示 ス レバ

次 ノ如 シ。

解 剖 所 見

蕨糖飼育酵

第475號 海獲

腸管。小腸 二於 テハ最 モ上部 二位 スルパ イエル氏斑i

稽 く腫脹 シ、同下部 ノパ氏斑 二稽 く大 ナル圓形 ノ結

節 ヲ認 メタ リ。顯微鏡 的 ニハ小腸上部 ノパ氏斑 ニア

リテハ淋 巴組織一般 二増殖 スルレヲ見、腸管粘膜 二接

シ小ナル類 上皮細胞集籏 ヲ認 ム。小腸 下部 ノパ氏斑

一アリテハ、淋巴組織 内 二廣 汎 ナル部位 二於 テ類上

皮細胞浸潤 ヲ認 メ、 中心部 稽 く大 ナル範園 二亙 リテ

壌死像 ヲ示ス。然 レ ドモ粘膜、漿膜 ノ反磨極 メテ輕

微 ナ リ。盲腸、大腸 ハ異攣 ヲ認 メズ。

腸間膜 腺並 ビニ肝門腺。共 二腫脹 ス,レヲ認 メ、孤立

結節蛇 ビニ類上皮細胞 ノ禰蔓性浸潤 ア リ。

第476號 海狸

腸管。小腸 下部 二於 テ1個 ノパ イエル氏斑 二形状 不

規則 ノ稽 く大 ナノレ淡黄色 ノ隆起 ヲ見、顯 微鏡 的 二・・

淋 巴濾胞 内二可成 リ廣汎 ナル部位 二於 テ類上 皮細胞

寝潤竈 ヲ認 メ、数 ケ所 二乾酪様攣性 二昭 レルレ部分 ア

リ。盲腸蛇 ビニ大腸 ハ著攣 ヲ認 メズ。

腸間膜腺蚊 ビニ肝門腺。前者 ハ高度 二腫大 シ、廣大

ナ)レ結核性細胞浸潤 竈 ヲ認 メ、一部乾酪様攣性 二昭

ル。後者ハ稽{肥 大 ン、小 ナルレ類上皮細胞結節存 ス。

第477號 海猿

腸管。小腸最終端 ノパ イエ'レ氏斑並 ビニ盲腸部2個

ノ淋 巴濾胞 二於 テ小 ナルレ淡黄色斑iヲ見ル。顯微鏡 的

ニハ敦 レ・モ淋 巴組織 内二類上皮細胞浸潤 ヲ起 スモ壌

死 二昭 ラズ。而 ンテ是等 ノ中小腸下部 二於ケ ルレモノ

ハ其病竈稻 く廣 汎ナ リ。

腸間膜腺蛇 ビニ肝門腺。前 者 ニ ア リテ ハ稽 く腫大

ン、 小匠域 二於 テ結核浸潤 ヲ認 メタノレモ、後者 二於

テハ著攣 ヲ認 メザ リキ。

第479號 海獲

腸管。小腸下部 ノーパ イエルレ氏斑 二於 テ小ナル結 節

存在 ス。顯微鏡的 ニハ淋 巴組 織内 二定型 的類 上皮細

胞浸潤 ヲ認 メ、結締組織 二富 ミ、且核破壌物 多 シ。

盲腸 二於 テモー淋 巴濾胞 内 二小 ナ,レ類 上皮細胞結節

ア リ。

腸 間膜腺拉 ビニ肝門腺。共 二腫大 シ、敦 レモ廣汎 ナ

ル類 上皮細胞浸潤 ア リテ、其 中央部 二輕度 ノ乾酪竈

ヲ認 メタ リ。

第480號 海猴

腸管。小腸上部及 ビ下部 二於 ケ,レバ イエル氏斑 各1

個 二於テ、共 二其周縁 二近 ク帽針頭大 ノ淡黄色斑 コ

認 メタ リ。顯微鏡 的ニハ執 レモ淋 巴組織 内ニテ、腸

管筋暦 二接 スル部分 二小 ナル類上皮細胞結節 ヲ認 メ

タ リ。盲腸、大腸 ハ異攣 ヲ認 メズ。

腸間膜腺並 ビニ肝門腺。共 二稽 く腫大 シ、顯徹鏡的

二小 ナル類上皮細胞浸 潤竈多数 二存在 シ
、其 問 二健

常淋巴組織僅 カニ存 ス。

第482號 海獲

腸 管。小腸、大腸 二於 テハ何等 ノ攣化 ヲ認 メズ。盲

腸 二於 デ・・肉眼的 ニハ特 二攣化 ヲ認 ムル能 ハザ リシ

モ、顯微鏡的 ニハ淋巴組織 特 二塘殖 像 ヲ示 シ
、 小匠

域 二於 テ極 ク小ナル類 上皮細胞浸潤 ア リ。

腸間膜腺並 ビニ肝門腺。敦 レモ納 く腫大 シ、小部 分
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二於 ケル類上皮細胞浸潤 ア リ。

第483號 海猿

腸管。小腸 上部 二於 ケルー パ イエル氏斑 二於 テ、其

周縁 二近 〃小 ナルレ鮎状 斑 ヲ認 メ、顯微鏡的 ニハ定型

的類上皮細胞結 節 ヲ形成 セ リ。

腸間膜腺蚊 ビニ肝 門腺。前 者ニア リテハ可成 リ腫 大

シ、結締組織 増殖 ヲ件 フ結核性浸潤稽 く廣汎 ニ シテ

ラングハ ン氏巨大細胞 ヲ認 ム。後者 ニア リテハ、皮

質部 二於 テ小ナル類 上皮細胞浸潤存在 セ リ。

第478、481及 ビ484號 海狸

腸管。淋巴組織壇殖 ノ像 ヲ見 シモ ノアルモ、敦 レモ

著攣 ヲ認 メズ。

腸間膜腺蛇 ビニ肝 門腺。夫 々多少 トモ結核性攣化 ヲ

呈スルヲ見、其 中第481號 海狸 二於 ケルレ腸間膜腺 ノ

攣 化最 モ高度ナ リンモ、一般 二攣化輕度 ニ シテ多 〃

ハ類上皮細胞結 節 ノ形 ヲト リ、乾酪様攣牲 ヲ起ス モ
ノヲ認 メザ リキ。

蔭糖液注射群

第485號 海狽

腸管。小腸上部 二於 ケルレーパ イエル氏斑 二於 テ圓形

ノ淡黄色結 節存在 スルレヲ認 メ、顯微鏡 的ニハ、淋巴

組織内 ニテ大ナル範園 二亙 リ、比較的結締組織 二富

ム類上皮細胞浸潤 ヲ認 メ、共部 ヲ蔽 フ腸粘膜稽 く充

血 セ リ。未 ダ乾酪様墜性 二隔 ルレヲ見ズ。其他 ノ腸管

部位 二於テ ハ特 二著攣iヲ認 メズ。

腸間膜腺並 ビニ肝 門腺。共 二可成 リ腫大 ス ル ヲ 認

メ、顯微鏡 的 ニハ敦 レモ稽 く廣汎 ナル類上皮細胞浸

潤 ヲ示 ン、前者 ニア リテハ極 ク小部分 ノ乾酪様攣性

アリ。

第489號 海狽

腸管。小腸上部 二於ケルレー パ イエル氏舟 二於 テ小 ナ

ル黄色斑 ヲ認 メ、顯微鏡的 ニハ淋巴濾胞内 二類上皮

細胞、小圓形細胞及 ビ少数 ノ白血球 ノ集合 スル部分

アリ。其他 ノ腸管部位 二於 テハ何等 ノ攣化 ヲ認 メザ

リキ。

腸間膜腺蚊 ビニ肝門腺。前者 二於 テハ稽 く腫大 シ、

皮質部 二於テ類上 皮細胞 ノ1彌蔓性浸潤 ヲ認 メ、後者

二於 テハ何 等 ノ攣化 ヲ認 メズ。

第190號 海狸

腸管。小腸部 二於 テハ中部 ノー パイエル氏斑 二、類

上皮細胞結 節二酷似 匂 レ帽針頭大 ノ黄色斑 ヲ認 メタ

ン ドモ、顯微鏡 的 ニハ類 上皮細胞浸潤 ニアラズ シテ、

軍 二白血球 ノミヨリナル膿瘍 ヲ形 成 セ リ。盲 腸部 二

於 テハー淋 巴濾胞 二於 テ極 ク小ナルレ類 上皮細胞結 節

ヲ認 メタ リ。

腸 間膜腺蛇 ビニ肝門腺。前者 二於 テハ小部分 ノ結核

性浸 潤 ヲ認 メタルノ ミナルモ、肝 門腺 二於 テハ廣汎

ナル結核竈 ア リテ、一部乾酪様 墜性 二陥♪レ。

第493號 海瞑

腸管。 肉眼的 二著髪 ヲ認 メザ リンモ、顯微鏡的 ニハ

盲腸部 ・一淋巴濾胞 二於 テ、小ナル類 上皮細胞浸潤

ヲ認 メタ リ。

腸間膜腺蛇 ビニ肝門腺。前 者・・充血 スル モ結核性憂

化 ヲ見ズ。後者ハ稽 く腫大 シ、小 ナノレ結核性攣化 ヲ

認 ム。

第486、487、191及 ビ492號 海猿

腸管。全頭 ヲ殖 ジ、淋 巴装 置ノ培殖像 ヲ呈スノレモ ノ

ヲ見 タノレモ、定型的結核性攣 化 ヲ認 メズ。

腸問膜腺並 ビニ肝門腺。類 上皮細胞浸潤 多少存 スル

モ、高度 ノ愛化 ヲ呈ス ルモノナ ン。 而 シテ第486蛇

ビニ492號 海猿 ノ肝門腺 二於テハ何 等 ノ墜化 ヲ認 メ

ザ リキ。

劃照群

第502號 海獲

腸管。小腸上部 二於 ケルー パ イエル氏斑 二於デ稽 く

腫大 匂 レモ ノヲ認 メ、顯微鏡 的 ニハ淋 巴組織 内一小

部分 二於 テ小 ナルレ類 上皮細胞結 節 ヲ認 メタ リ。

腸間膜腺蛇 ビニ肝門腺。 前者 二於 テ ハ 可 成 リ腫大

シ、比較的結締組織 二富 ム稽 く大 ナル結 節 ア リ。後

者 二於 テハ皮質部 二小結節 ヲ認 メタ ノレニ過 ギズ。

第495、496、497、498、499、500及 ビ501號 海痩

腸 管。i封照群 ニア リテハ腸結核 ノ登生 ヲ認 メタルハ

唯 前記第502號 海狸 ノミニ シテ、他 ハ僅 カニ淋 巴組

織 ノ壇殖像 ヲ認 メタ リ。

腸 間膜腺蛇 ビニ肝門腺。表 二示 ス如 ク、第495蛇 ビ

ニ498號 海狸 ノ肝門腺 二於 テ何等 ノ結 核性墜 化 ヲ認

メザ リシ他 ハ、全部夫 々特異 ナ,レ結 核性 縫化 ヲ呈 シ、

第495、496蛇 ピニ第499號 海5冥ノ腸間膜腺・・、可成

リ高度 ニ シテ乾酪様攣性 ヲ呈 ス。

以 上 ノ實 験 二於 ケル如 ク、 豫 メ蕪 糖 加 食餌 テ以

テー 定期 間飼 育 シタル海 狽 、 或 ハ豫 メ蕪 糖 液 ノ

ー 定 量 ラ注射 シ置 キ タ ル漏 冥及 ビ夫 等 ノ封 照 海

狽 二、 結 核 菌 ノ大 量 ラ経 口的 二感 染 セ シメ、腸
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結 核 ノ登 生 ラ検 索 セ シニ、 封 照 獣 ニ ア リテハ全

8頭 中 僅 カー1頭 二、 輕 度 ノ腸 結 核 登 生 テ見 タ

ル ニ封 シ、 蕪 糖 液 注 射 群 ニ ア リテ ハ全8頭 中4

頭(1頭 二於 ケル不 定型 攣 化 テ含 ム)、 蕪 糖 飼育

群 ニ ア リテ ハ全10頭 中7頭 二於 テ 定型 的腸 結

核 ノ登 生 テ認 メ タ リ。 而 シテ其 攣fヒバ雨 試 獣 群

トモ ニ梢 く著 シキ モ、 蕉 糖 飼育 群 二於 テ特 二著

シ 久2頭 二乾 酪 様 攣 性 ラ認 メ タ リ。

成 績 小括

以 上 ノ蕪 糖 飼 育 動 物 拉 ビ ニ簾 糖 液 注射 動 物 二於

ケ ル實 験 ヲ通 賢 スル ニ、 敦 レモ封 照獣 二比 シ腸

結 核 ノ登 生 率 大 ニ シ テ、 且 其 攣 化 モ高 度 ナ ル ラ

見 タ リ。 而 シテ前 蕪 糖 飼 育 動 物 ノ ミニ於 ケ ル實

験 ト後 者 ノ蕉 糖 飼 育 、 蕉 糖 液 注射 ノ雨動 物 同 時

二行 ヒシ實 験 トラ比 較 ス ル ニ、 前 實 験 ニ ア リテ

ハ、 全 蕪 糖 飼 育 動 物 二於 テ腸 結 核 ノ登 生 ラ見、

且 封 照 獣 二於 テ モ其 牛 数 二腸 結 核 駿 生 ラ見 タ ル

ニ比 シ、 後 者 ノ實 験 二於 テハ試 獣 、 封 照獣 共 二

腸 結 核 ノ登 生傘 減 ズ ル テ見 タ リ.此 理 由 ハ、 一

ハ後 者 ノ實 験 テ逡 行 ス ル時期 二、使 用 セ ル人 型

結 核 上池 菌 ノ毒 力 低 下 セ シコ トニ蹄 ス ル モ、亦

一 面
、余 ハ本實 験 テ逡 行 ス ル ニ、 前 者 ノ實 験 動

物 ハ冬 期 二、都 會 地(大 阪)二 於 テ飼 育 シタ ル ニ

反 シ、後 者 ノ實 験 動 物 ハ春期 二、郊 外 地 二於 テ

飼 育 シタ ル タ メ、 是 等 動物 ノ榮 養 状 態 、拉 ピ ー

抵 抗 力 二 自 ラ.差異 ヲ生 ゼ シー ヨル モ ノナ ラ ン。

然 レ ドモ、何 レニ セ ヨ、 蕉 糖 液 及 注 射 海 狽 ハ封

照 獣 二比 シ、腸 結 核 ノ登 生 率 ハ大 ニ シテ、 且梢

{高 度 ナ ル攣 化 ラ有 ス ル モ ノテ見 、 蕪糖 飼 育 海

狽 ニ ア リテ ハ、 其 登 生 傘 更 二大 ニ シテ、攣 化 モ

ヨ リ高 度 ナ ル モ ノテ見 タ ル ハ事實 ナ リ。

次 二、 腸 管 以 外 ノ他 臓 器 ノ攣 化 テ夫 々比 較 、封

照 ス ル ニ、 著 シキ差 異 ハ認 ム ル能 ハ ザ リ シモ、

封 照 獣 二比 シ、 蕪 糖 飼 育 群 、拉 ビ ニ蕪 糖 液 注 射

群 ニ ア リテ ハ、 共 二梢 、高 度 且 梢 丸廣 汎 ナ ル範

園 二亙 リテ結 核 性 病 憂 テ認 メ タ リ。

第 二 項 鉛 塵注 射 動 物 二 於 ケ ル實 験

實 験 方法

禮 重250瓦 前 後 ノ幼 弱 ナ ル海 狸 二於 テ、 腹 部 皮

下 二、1・0%酷 酸 鉛溶 液0.3娩 宛 、 隔 日 二10同 、

即 チ全 量3.0瓦 ノ酷 酸 鉛 ラ注 射 シテ、「ア チ ドー

ジス」テ惹 起 セ シ メ タ ル後 、封 照獣 ト共 二人 型 結

核 菌50.0延 テ 腸 管 内 二輸 途 、5週 間 ヲ経 テ解

剖 二附 シ タ リ.

「備 考 」 試 獣 二於 テハ酷 酸 鉛 注射 期 間 中
、 第

3同 注射 施 行 當 時 ヨ リ殆 ン ド全 動 物 二於 テ、

注 射 局 所 二、壌 死 、1ヒ膿 、 痂 皮 形 成 、 或 ハ潰

瘍 テ形 成 ス ル モ ノ テ認 メ シモ、 注射 テ中 止 ス

ル コ トナ ク緬 行 セ リ。 而 シテ其 間動 物 ハ大 イ

ニ衰 弱 ノ徴 テ認 メ、 罷 重 増 加 率 二著 明 ナル減

少 ヲ認 メ タ ル モ、 注 射 終 了後 ニ ハ漸 次恢 復 ス

ル テ見 タ リ。 然 レ ドモ解 剖 直 前 二於 ケル盟 重

ハ、封 照 獣 二比 シ著 シ ク小 ナ リキ。

實 験 成 績

禮 重 、 レー メ ル氏 反 磨 、 解 剖 憂 化 テ大 略 表示 ス

レバ次 ノ如 シ。

(第 13 表)

動 物 群1鉛 轄 射 群 劉 照 群

動幡 號i型 505 506507 510511 512

性 愈 舎 ♂ ♂

一一

♂[♂

一
♂

盟

重

最 初 .
255

-

250
マ[

一[一

一 一 凸

26α275
12201390350:250

菌感染前 2703002301410355290
一 一

一一一解剖前 290 290340240480430320

レ反 最 初 ==_

柵

一1-

_=_
一 一1一

氏慮 解剖前 柵1柵
ト

++1冊i柵

薗 感 染 後
経 過 週 数

5 ろ 515 5515
iI

口・腸上部 十十 一 十 一=-
i
　 ,一　

柵i一

一}-
1_ ・三

1解

剖

攣

化

小腸中部 一 一 司 一

小腸下部 一

訓 一二
十i-一 一 三

一 一■

一

盲 腸 一 十1-一 一1一 巳

大 腸 一 _1__ 1
_1_

腸問膜腺 十 ++1+1++ 十 十 什

肝門腺 十 一 1± ±
一 一一

{+++

十 一1十

脾 臓 十 十十 十十 十 十十

(ソ ノ重 サ) 0.7 1.2 ・・7i・ ・S 1.00.70.S

肺 臓 一 柵 一:一 _鷺 一

肝 臓 一 一 _[
:

_1_ 一

腋窩腺 r十 一

ゴ ー
1

-}一 一

氣管枝腺 ■一 r十 一 一 一!一 一

頸 腺lr+ _に 一
「

r十 ほ 十 一
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解 剖所 見

酷酸鍛溶液注射群

第504號 海獲

腸 管。小腸上部 二存在 スルー パイエル氏斑 二於 テ粟

粒大 ノ周園健常組織 トノ境 界剣 然 タ ル 黄色斑 ヲ認

メ、顯微鏡的 ニハ淋 巴組織 内 二於 テ可成 リ大 ナル限

局性 ノ類上皮細胞 浸潤 ヲ認メ久 リ。然 レ ドモ未 ダ乾

酪様墾塗性 ヲ起サ ズ、叉周園 ノ反磨 モ殆 ン ド認 ムペキ

モ ノナシ。其他 ノ腸間部位 二於 テハ何 等 ノ攣化 ヲ認

メズ。

腸間膜腺虹 ビニ肝 門腺。前者 二於 テハ稽 く腫大 シ、

後者ハ腫 大 ヤズ。顯微鏡 的ニハ共 二皮質部 二於 テ小

ナ レドモ定 型的類 上皮細胞結節 ヲ認 メタ リ。

第505號 海狸

腸管。小 腸二於 テハ何 等 ノ攣化 ヲ呈 セザルモ、盲腸

部 二於テハー淋巴濾胞 二於 テ帽針頭大 ノ黄色斑鍛個

存在ス ルヲ見、顯微鏡 的 ニハ輕度 ナ レ ドモ淋巴組織

内二類上皮細胞 ノ浸潤 ヲ認 メ、限局性結節 ノ形 ヲ ト

レリ。大 腸ハ著攣 ヲ認 メズ。

腸間膜腺並 ビニ肝 門腺。腸間膜腺 二於 テ高度 二腫 大

ン、廣汎 ナル結核浸潤竈 ヲ認 メタ レ ド、肝門腺 二於

テハ何 等 ノ攣化 ヲ認 メザ リキ。

第506號 海猿

腸管。 小腸 上部 ・一バ イエル氏班 二小 ナル類上皮細

胞浸潤 ヲ認 メ・ 同中部 二於 テハf氏 斑 二粟粒大 ノ精

く高度 ノ隆起 アリ。顯微鏡的 ニノ・琳巴組織内 二於 テ

稽 く廣汎 ナノレ、周園健康淋 巴組織 トハ明 ラカニ境界

セラルレ・類上皮細胞浸潤竈 ヲ認 メタ リ。 而 シテ共攣

化ハ可成 リ高度 ニ シテ中心部一部壊死 ヲ示 セ リ。盲

腸、大腸 トモニ攣化 ヲ認 メズ。

腸間膜腺蛇 ビニ肝門腺。前者 二於テハ稽 く肥大 シ、

皮質部 二小結節 ヲ認 メ、後者 二於テハ軍 二組織 内二

類上皮細胞 ノ禰蔓性浸潤 ヲ認 メタル ノミ。

第507號 海狸

腸 管。著攣 ヲ認 メズ。

腸間膜腺蛇 ビニ肝 門腺。 前者二於 テハ腫大、稽 く廣

汎ナル結核性病竈 ヲ認 メ ンモ、後 者 二於 テハ前動物

同様上皮細胞 ノ禰蔓性浸潤 ヲ認 メタ,レノミ。

劃照群

第510號 海狽

腸管。小腸最終端 二存スルパ イエル氏斑 二於 テ非常

二小ナ レドモ定型的類上皮細胞浸潤 ヲ認 メタ リ。腸

管他部 二於テハ何 等 ノ攣 化 ヲ認 メズ。

腸 間膜 腺蛇 ビニ肝 門腺。 敦 ソモ稽 く腫脹 シ、小 ナル

結節 ヲ認 ム。

第511蛇 ビニ512號 海瞑

腸 管。共 二何等 ノ攣i化ヲ認 メズ。

腸 問膜腺蛇 ビニ肝門腺。第511號 海狸 二於 ケル肝門

腺 ヲ除キ、他 ハ全部結核性攣化 ヲ呈 シ、 就 中第512

號海狸 ノ腸間膜腺最 モ高度 ニ ンテ、廣汎 ナルレ類上皮

細胞浸潤 ヲ見 タ リ。

成績 小括

以 上 ノ實 験 二於 テ見 ル ニ、 海 狸 二於 テ豫 メ酷 酸

鉛 ノー一定 量 テ皮 下 二注 射 シ置 キ タ ル後 、結 核 菌

ノ大 量 ラ経 口的 二感 染 セ シメ タル ニ、其 封 照駄

ニ ア リテハ全3頭 中1頭 ノ輕 度 ノ腸 結核 登 生 ラ

見 タル ノ ミナ ル ニ封 シ、 試 獣 二於 テ ハ全4頭 中

3頭 迄 腸 結 核 登 生 テ認 メ、 月.其病憂 二於 テモ ヨ

リ高 度 ナ ル モ ノテ認 メ タ リ。

即 チ之 ラ以 テ、 海 狽 二於 テ鉛 鯉 ヲ注射 シ、「アチ

ドー ジ ス」ヲ惹 起 セ シムル トキ ハ、次 二來 ル結 核

菌 ノ経 口感 染 二由 ル腸 結 核 ノ登 生 テ促 進 シ得 ル

モ ノ ト考 フ.

「アチ ドー ジス」實 験 概 括

以 上 ノ蕉 糖 飼 育 海 狽 、蕉糖 液 注射 海 狸 、 拉 ビ_

鉛 盤 注 射 海 狽 ノ實 験 二徴 スル ニ、 是 等 ノ動 物 ハ

夫 々其 封 照 海 狽 二比 シテ腸 結 核 ノ登 生 率 大 ナ ル

ラ見 タル へ 各 項 二於 テ個 々詳 述 セ シ如 シ。 而

シ テ是 等 ノ海 猿 二於 テ ハ既述 ノ各 操 作 ラ行 ヒ シ

コ トニ ヨ リテ、 「アチ ドー ジス」ノ惹 起 セル ゴ ト

ハ、 既 二先 人 ノ研 究 ニ ヨ リテ明 ラ カ ナル所 ニ シ

テ、 各群 動物 二共通 ノ事 項 ナ リ。

然 レ ドモ余 ハ又 、是 等 ノ動 物 二於 テ、 如 何 ナ ル

程 度 二 「ア チ ドー ジ ス」ガ起 レル ヤ テ確 カム ル タ

メ、 前記 各實 験 二於 ケル ト全 ク同一 方 法 テ以 テ

若 干 ノ海 狽 テ飼 育、 或 ハ操 作 テ施 シ置 キ、 前 各

實 験 ノ菌 感 染 時 期 ト同一一 ノ時 期 二於 テ夫 々心 臓

穿 刺 ニ ヨ リテ血 液 テ探 取 シ、VanSlike氏 ノ方

法 ニ ヨ リテ血 漿 炭 酸 瓦斯 ノ容 量 ラ測 定 セ リ.

即 チ之 二依 レバ

蕉 糖 飼 育 群

第642号 虎薯毎猿40%
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第643号虎1毎猿

第645號 海狽

第646號 ≧毎猿

蕉糖液注射群

第647號 海狽

第650號 海瞑

第651號Z毎 狽

第652號 海狸

鉛盤注射群

第653號 海狼

第656號 海猿

第657號i毎 狽

第658號 海獲

封照海狸

第659號 海猿

第660号虎オ毎猿

第61;1號 海狽

第662号虎1苺1猿

34%

38%

36%

46%

51%

56%

47%

44%

12%

39%

50%

62%

61%

58%

59%

(是等 ノ検 索 ハ 前 諸 實 験 二於 ケル試 獣 テ以 テ

行 フ テ理 想 トス ルモ、 菌 感 染 直 前 二於 テ斯 ノ

如 ク心 臓 穿 刺 テ以 テ血 液 テ探 取 スル コ トハ、

實 験 成 績 テ左右 スベ キ悪 影響 テ及 ボ スモ ノ ト

考 ヘ ラル ・テ以 テ、 別 ノ海 猿 二於 テ検 索 セ シ

ナ リ)。

即 チ是 等 ノ動 物 二於 テ ハ多 少 トモ 血 液 「アチ ド

ー ジ ス」ラ起 シ居 レル コ トハ確 實 ニ シテ、且此 中

最 モ高 度 ナ リ シバ蕉 糖 飼 育 群 ニ シテ、 鉛 盤 注射

ハ之 二次 ギ、 藤 糖 液 注 射 群 ニ ア リテ ハ其 注射 量

少 量 ナ リシ タ メ カ、 最 モ弱 度 ナ ル ラ見 タ リ。

前 項 各實 験 二徴 スル ニ、 既 述 ノ如 ク 是 等 「アチ

ドー ジス」テ惹 起 セル 海狸 ニ ァ リテハ,腸 結 核 ノ

登 生 傘 大 ナ ル テ見 ル ト共 二、 其 獲生 率 ト 「ア チ

ドー ジス」 ノ 程 度 ハ本 成績 ニ ヨ リ大禮 二於 テー

致 セ リ。

次 二、前 章 二於 テ述 ベ シ妊 娠 海狽 、或 ハ磯 餓 海狸

二於 ケル實 験 テ引 用 スル ニ、前 者 二於 テ ハ可 成

リ高 度 ノ腸 結 核 ノ褒 生 率 テ認 メ、 後 者 二於 テハ

特 二顯 著 ナ ラザ レ ドモ封 照 獣 二比 シ梢 亙高 率 ノ

腸 結 核 登 生 テ認 ノ タ リ、 今 、是 等 ノ動 物 ト「アチ

ドー ジス」ノ關 係 ラ見 ル ー、妊 娠 或 ハ磯 餓 ニ ヨリ

テ 「ア チ ドー ジ ス」ノ惹 起 スル コ トハ就 ニー 般 二

知 ラル ・所 ニ シテ、 或 ハ是 等 ノ動 物 二於 テ モ、

「ア チ ドー ジ ス」其 自禮 ガ腸 結 核 護 生 二封 スルー

因 トナ リタ ル モ ノ ト考 フル テ得 べ 久 要 スル ニ

「ア チ ドー ジ ス」ハ腸 結 核 ノ登 生 促 進 二封 シ重 大

ナ ル意 義 ヲ有 ス ル モ ノ ト見 ル ベ キ ナ リ。

第七節 脾臓別出海狽晶於ケル實験

一 般 ノ細 菌 感 染
、 或 ハ毒 素 侵 入 二封 シ、 脾 臓 ガ

抗 禮 産 出 二重 要 ナ ル意 義 テ有 ス ル ハ動 ヵス ベ ヵ

ラザ ル事 實 トシテ肯 定 セ ラル ・モ、 結 核 菌 感染

二封 スル脾 臓 ノ意 義 二就 キ テ ハ、諸 読 匠 々 ト シ

テー 定 セザ ル モ ノ ・如 シ。 即 チ之 二關 ス ル論 ト

シ テハ、 第1二 脾 臓 ガ結 核 菌 感 染 二封 シ防禦 機

關 ト シテ作 用 ス ト稔 ス ル論 ア リ、Schr6der(59),

Foot60),渡 邊 氏(61)等 ハ實 瞼 的 二此 説 テ支持 シ、

其 理 由 トシ テSchr6derハ 脾 臓 内 二脂 肪分 解 酵

素 ノ存 ス ル鮎 テ墾 ゲ、 渡 邊 氏 ハ脾 臓 内 二存 スル

網H犬織 内皮 細 胞 ノ浦 失 テ基 ゲ タ リ.第2ハ 結 核

感染 二封 シ、 脾 臓 ノ作 用 二大 ナ ル意義 テ認 メザ

ル説 ニ シテ、Kaufmannu.K乞ger(62),Moureon

u.Cruve1(63)等 ハ、 或 ハ脾 臓 別 出 ニ ヨ ル他 臓 器

ノ代償 テ考 へ、 或 ハ實 験 的 海 瞑 結 核 二封 シ脾臓

乳 剤 テ癒 用 セ シモ、 何 等 ノ敷 果 テ牧 メ得 ザ リ シ

等 ヨ リ此 設 テ信 ジ タ リ。 第3ハ 現 今最 モ多 撒 ノ

學 者 ニ ヨ リ支 持 セ ラル ・モ ノニ シテ、 即 チ、 脾

臓 ハ結 核 菌 侵 入 二封 シ、 却 ツテ其 病 攣 テ助 長 ス

ル ト唱 スル詮 ナ リ。Levisu.Margot映 辻 川㈹、

Sarvan㈹ 氏 等 ハ 夫 々動 物 實 験 ニ ヨ リテ之 テ謹

シ タル モ ノー シテ、即 チ辻 川 氏 ハ、脾 臓 ハ結 核 二

封 シ好 培 地 テ提 供 スル モ ノナ リ ト報 ジ、Sarvan

ハ猿 二於 テ結 核 菌 感 染 二封 シ、 別 脾 セ ル モ ノガ

然 ラザ ル モ ー比 シ、 病 攣 ノ播 布 輕 度 ナ ル テ見、

脾 臓 テ別 出 スル トキ ハ代 償 的 二他 臓 器 ノ網 状 織

内皮 細 胞 系統 ラ刺戟 シ、 之 ガ タ メ結 核 菌 二封 ス

ル免 疫 膿 形 成 テ高 ム ル ニ ヨル モ ノナ リ ト読 明 セ

リ。

斯 ノ如 ク結 核 感染 二封 ス ル脾臓 ノ意 義 二就 キテ
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ハ全 ク相 反 スル設 ノ封 立 ス ル テ見 ル モ、 今其 可

否 テ論 ズル ヲ拒 キ、 余 ハ特 二脾 臓別 出 ガ腸 結 核

獲 生 二封 シテハ如 何 ナ ル影 響 テ與 フル ヤ テ検 セ

ン ト欲 シ、 次 ノ實 瞼 テ施 行 セ リ。

豫 備 實験

余 ハ本實 験 テ行 ハ ン トス ル前 二、 海 瞑 二於 テ豫

メ脾臓 テ別 出 スル技 術 二熟 練 スル タ メ ト、 脾 臓

別 出 海 猿 二於 テ結 核 菌 テ嚥 下 セ シム ル トキ ハ、

如 何 ナ ル程 度 二腸 結 核 ノ登 生 テ見 ル ヤ ヲ、前 以

テ知 ラ ンガ タ メ ー一、 先 ヅ8頭 ノ海 瞑 二封 シ脾 臓

別 出手 術 テ施 行 セ リ。 而 シテ此 手 術 ノタ メ ニ発

死 セ シ海 狽 ハ其 中僅 カニ1頭 ノ ミニ シテ比 較 的

好 成 績 ヲ得 タ リ シテ以 テ、 其 翌 日、 前諸 實験 同

様 人 型 結 核 菌50.0涯 テ嚥 下 セ シメ、4週 及 ビ6

週 ノ後 二解 剖 セ リ。

「備 考」 脾 臓 別 出 ニ ヨ リテ、 海猿 ハ・一時 衰 弱

テ來 ス モ、手 術創 癒 ユ ル ー及 ビ漸 次恢 復 ス。

但 シ禮 重 ハ別 脾 ニ ヨ・レモ ノカ、 或 ハ手 術 操 作

ソ ノモ ノニ ヨル タ メカ、 檜 加 率 著 シ ク低 度 ニ

シテ、 本豫 備試 験 二於 テハ解 剖 時 二却 ツテ手

術 前 ヨ リ減 少 セ ル モ ノァ リ。

(第 14 表)

動 物 酬

動 物 番 號

性

重
最 初

解 剖 前

一と反 最 初
氏磨 解 剖 前

菌 感 染 後
経 過 週 婁女

解

り立
口

化

小腸上部
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盲 腸

大 腸
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肝 臓
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励 「厨6「iiilTo
-・一:一一一1=v
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十
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十
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痂
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十 一 十十

一 十 一

十 一 一

+1什i±L

十 一 十

一1-

i-一 一一.一一

一 一1一

287

♂

570

590

十十

6

柵

下

耳
下

實 験 成 績

禮 重 、 レー メ ル氏 反 慮 、解 剖攣 化 テ大 略次 二表

示 ス。

解 剖 所 見

第281號 海狸

腸 管。小 腸下部 ノー淋巴組織 内二極 ク小 ナノレ類上皮

細 胞 ノ浸 潤 ヲ認 メ、此部 分 ノ腸粘膜稽 く充血 セ リ。

盲 腸、大腸 ニハ著攣iナシ。

腸 間膜腺蛇 ビニ肝 門腺。前 者二於 テハ 著攣 ヲ認 メ

ズ。後 舌二於テノ・僅 カニ類上 皮細胞 ノ禰蔓性浸潤 ヲ

認 メタ リ。

第282號 海猿

腸 管。小腸上 部ノー バ イエノレ氏斑 二黄色 ノ小 ナル隆

起 ヲ認 メ、 同下部 二存 スルレ2、3ノ パ氏斑 二於 テモ同

襟 ノ隆起 ヲ認 ム。顯微鏡 的ニハ敦 レモ、淋 巴組織内

二納 ζ大ナル結核性細胞浸 潤ア リ。盲腸 ハ著攣 ヲ認

メズ。大腸 二於 テ ・・、盲腸 ヨリ移行 スル部分 ノ淋巴

組織 二、結核性細胞浸潤 アリテ、淋 巴組織 内二於 テ

多 ク・・腸管筋 層二接 シテ存在 シ、大 ナルレモ ノニ於 テ

ハ是等 が数 個癒合 シテ、以テ廣汎 ナル病竈 ヲ形成 ス。

然 レ ドモ周 園腸 管組織 ノ反 鷹甚 ダ薇弱ニ ンテ、僅 カ

ニ其部分 ノ腸粘膜充血 スノレノミ。

腸間膜腺虹 ビニ肝 門腺。共 二棺 く肥厚 シ、 皮質部 二

於 テ小ナル結 節 ア リ。

本第282號 海狸 ハ解剖時 二於 テ恰 モ妊娠 セルモ ノニ

シテ、他 ノ海瞑 二於 ケル ト多少 條件 ヲ異 ニスルレモ ノ

ナ リ。

第283號 海獲

腸管。小腸 二於テ ハ何 等 ノ憂 化 ヲ認 メズ。盲腸 二於

テハ淋巴装置一般 二顧粒状 ニシテ、 アル淋 巴濾胞 二

於テ筋 暦 二接 スルレ部分 二、類 上皮細 胞、小圓形細胞

及 ビ多核 白血球 ヨ リナノレ小集籏 ヲ認 ム。大腸 ニハ著

攣 ナ シ。

腸間膜腺蚊 ビニ肝門腺。前者ハ穂 く高度 二肥大 シ、

結節 ヲ見 タノレモ、後者 二於テ ハ何 等 ノ攣 化 ヲ認 メ ズ。

第284號 海獲

腸管。小腸 二於テ ハ淋 巴装 置一般 二腫脹 シ、 下部 二

存ス ノレー パイエル氏斑 二於 テ不規則 形 ノ稽 ミ大 ナ,レ

隆起 ヲ認 メ、顯 微鏡 的 ニハ此 パ氏厩 ハ殆 ン ド健常 淋

巴組織 ヲ認 メ得 ザル迄 二廣 汎ナル類 上皮細胞浸潤 ヲ

起 スヲ見タ リ。 然 レ ドモ周 園 ノ反鷹極メテ輕微 ニ ン
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テ、其部 ノ腸粘 膜充血スル ノ ミナ リ。盲腸虹 ビニ大

腸 ハ著攣 ヲ認 メズ。

腸間膜腺蛇 ビニ肝門腺。共 二 定型 的結核浸潤 ヲ示

ン、前者 ノ攣化 ハ後者 二於 ケル ヨリ更 二高度 ナ リ。

第287號 海狸

腸 管。小腸上部及 ビ下部 二於 テ、 パ イエ,レ氏疵 内二

精 く大 ナル不規則形 ノ隆起 アリ。顯 微鏡 的 ニハ執 レ

モ廣 汎ナ ル類 上皮細胞浸 潤 ヲ示 ン、健常淋巴組織 ハ

殆 ン ド清失 シ、且所 々二小ナル壌 死竈存 ス。然 レ ド

モ周園腸 管組織 ノ反磨 ハ極 メテ輕度 ニ シテ、唯僅 カ

ニ粘 膜 ノ充血 ヲ見 タルノ ミナ リ。盲腸及大腸 ニハ著

攣 ナン。

腸間膜腺蛇 ビニ肝門腺。共 二納 く結締組織 ノ増殖 ヲ

件 フ高度 ノ類上皮細胞浸潤 アリテ、一部乾酪様攣性

二昭 ル。

第280號 海猿

腸 管。小腸上部及 ビ盲腸 二於 テ粘膜 ノ充血 ヲ認 メタ

ルモ特 三結核性憂 化 ヲ認 メズ。

腸 間膜 腺虹 ビニ肝 門腺。共 二納R廣 汎 ナル結核性細

胞 浸潤 ア リ。殊 二前者 二於テ ハー部乾酪様攣i性ヲ示

ヌ 。

以 上 ノ實 験 ヲ見 ル ニ、海狸 二於 テ脾 臓 テ別 出 シ、

其 翌 日入 型 結 核 菌 ノ大 量 ラ 経 口的 二感 染 セ シ

ノ、 一 定 時 日 ノ後 二解 剖 セ シー:一一、 全6頭 中4頭

二於 テ腸 結 核 ノ嚢 生 テ認 メ、 殊 二其 中1頭 ハ特

二高 度 ナ ル攣 化 テ示 ス、、然 レ ドモ本 實 験 ハ、 輩

二豫 備 實 験 ニ シテ、 封 照 獣 ヲ使 用 セ ザ リ シタ メ

ー定 ノ結 論 テ得 ル能 ハ ザ ル モ
、 少 ク トモ、 余 ハ

此 實 験 ニ ヨ リテ、 海 猿 ハ ヨ ク余 ノ脾臓 別 出 手術

二耐 へ得 ル ヲ知 リ、且 別 出海 瞑 二於 テ ハ結 核 菌

ノ経 口的感 染 ニ ヨ リ腸 結 核 二罹 患 スル可 能 性 大

ナル コ トテ認 メ得 タル ナ リ。

自ユチ余 ハ此 實験 ヲ,基礎 ト シテ、 次 ノ本 實 瞼 ヲ途

行 シ タル ナ リ。

本實 験

實 験 方法

本 實 験 二於 テ ハ 動 物 テ 試 獣 、封 照 ノ2群 二分

チ、 試 獣 二於 テ脾 臓 別 出 手 術 ラ行 フ ト共 二、 封

照 猷 ニ ア リテ ハ試 獣 同様 開 腹術 ラ行 ヒ、 略 支脾

臓 別 出 二要 スル時 間 ノ間 、 脾 臓 附近 二指 ニ テ機

械 的 操作 テ加 へ、 即 チ試 獣 二於 ケ ル ト略 ≧同様

ノ手 術 的 影 響 テ與 ヘ タ リ。 之 、 脾 臓 別 出 夫 自膿

ガ腸 結 核 畿 生 二關 係 テ有 ス ル モ ノカ、 或 ハ開 腹

術 ニ ヨル動 物 ノ衰 弱 ガ腸 結 核 ノ登 生 テ助 長 ス ル

モ ノナ ル カ テ明 ラ カ ニ セ ンガ タ メ ナ リ。

斯 ノ如 キ前 庭 置 テ施 シタ ル後 、 二 書 夜 テ経 テ人

型 結 核 菌50・0竜 ヲ消 息 子 ヲ以 テ胃 内 二注 入 シ、

3、5、7及 ビ10週 ノ後 之 ラ解 剖 二附 シタ リ。.

「備 考 」 脾 臓 別 出 ニ ヨ リテ、 白血 球 、 殊 二淋

巴球 増 多 ラ起 ス ゴ トハー 般 二知 ラル ・所 ニ シ

テ、 余 ノ實 験 二於 テ モ試 獣 、 封 照 獣 共 二手 術

前 後 二於 テ血球 検 査 ラ行 ヒ シニ、 輩 二開 腹 術

ノ ミテ行 ヒ シ封 照 獣 ニ ア リテ ハ手 術 後 輕 度 ノ

白血球 増 加 ヲ認 メ タル バ ナ ル モ、 別 脾 海 猿

二於 テ ハ、別 脾 後 顯 著 ナル 白血 球 檜 加 ヲ來 シ、

其 高度 ナ ル モ ノー ア リテ ハ、 最 初 ノ白血 球 数

ノ2倍 乃 至3倍 二及 ビ、 主 トシテ淋 巴球 ノ増

力ロテ認、メ タ リ。

尚試 駄 、 封 照 獣 共 二禮 重 ノ堰 加 バー 般 健 康 獣

一比 シ、 租 、減 弱 セ ル,感ア リシモ、 雨 者 間 ニ

ノ、特 二大 ナ ル差 異 テ認 ムル能 ハ ザ リキ。

實 瞼 成 績

膿 重 、 レー メル氏 反 庶 、 解 剖 攣 化 テ表 示 ス レバ

次 ノ如 シ。

解 剖 所 見

脾職別 出群

第334號 海狸

腸管。一般 二淋巴装置増殖 ノ像 ヲ呈 ン、小腸 中部 ノ

ー パ イエ)レ氏斑 二於 テ1個/小 ナル淡 黄色斑 ヲ認 メ

タ リ。顯微鏡 的 ニハ此 バ氏斑 ハ淋 巴組織壇殖 ン、其

中央部 二於 テ類 上皮細胞結節存在 スルレヲ見タ ノレモ、

周園 ノ反磨殆 ン ド認 ムベキモ ノナ シ。 盲腸部 二於テ

モ淋 巴組織 内二同様 ノ精 く大 ナル定型 的結 節1個 獲

生ス,レヲ認 メタ リ。大腸 ハ著攣 ヲ認 メ ズ。

腸間膜 腺蛇 ビニ肝門腺。 前者 ハ稽 く肥厚 シ、皮質部

二於 テ小結 節 ヲ認 メタ7レモ、後者ハ著 攣 ナ シ。

第335號 海瞑

丹易管。i著攣iヲ認 メフご。

腸間膜腺蚊 ビニ肝門腺。前者 ハ高度 二腫大 ン、廣汎.

ナル類上皮細胞浸潤 竈 ヲ認 メタルモ、後者 二於 テハ
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(第 15 表 ♪
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著攣 ナ ン。

第343號 海狸

腸 管。小腸 中部蛇 ビ ニ 同下部 ノパイエノレ氏斑 二於

テ、 肉眼的二黄 色 ノ稽 く硬 キ隆起 ア リ。前者 ハ小 ニ

シテ黒胡犬、後 者ハ梢＼ 大 ニ シテ不規則地圖状 ヲ呈 シ、

健常組織 内二侵蝕 ス。顯微鏡的 ニハ敦 レモ類上皮細

胞浸潤ニ ンテ、後 者 ハ特 二廣汎 ナル病竈 ヲ形成 セ リ。

然 レ ドモ周困腸管組織 ノ反晦 ハ極 メテ微弱 ニ シテ、

僅 カニ其部 分ノ腸粘膜充血 ス)レノ ミ。盲腸 ハ著攣 ヲ

認 メズ。盲腸 ヨリ大腸 二移行 スノレ部 分 二存 スルレ淋巴

濾胞 二於 テ極小 ナル結核性浸潤存在 セ リ。

腸 間膜腺蛇 ピニ肝門腺。前者 二於 テ ハ高度 ノ結核性

浸潤 ヲ認 メ、特 二中央部乾酪様攣性 ヲ惹起 セ リ。肝

門 腺ハ異攣 ヲ認 メズ。

第344號 海 獲

腸管。小腸全膣 ヲ通 ジ、敷個/バ イエル氏斑 二於 テ

著明 ナル結核性墜化 ヲ認 メタ リ。是 等 ノ中小腸上部

二於ケルレモノハ圓形 ニシテ直裡約3粍 二及 ビ
、著 ン

ク硬墜 シ、周 国健常淋 巴組織 トノ境界明瞭 ナ リ。叉

小腸下部 二於 ケァレパ氏薩 ノ憂 化モ特異 ニ シテ、黄色

ノ3日 月状 ヲナス隆起 ガ腸管縦軸 二封 ン直角 ノ位置

二横'・リ、特 二漿膜面 二膨隆 スルヲ見タ リ。顯微鏡

的ニハ敦 レモ定型的結核性浸潤 ニシテ淋巴組熾 内 二

廣汎 ナノレ病 竈 ヲ形成 スノレモ、周 園 ノ反鷹極 メテ微 弱

ナ リ。叉敦 レノ寝潤 二於テモ乾酪様憂 性 ヲ認 メズ。

盲腸、大腸共 二著攣 ヲ認 メズ。

腸間膜腺蚊 ビニ肝門腺。共 二腫脹 シ、廣 汎ナルレ結核

病竈 ヲ形成 シ、殊 二後者 二於テハ乾酪 様攣性 ヲ認 メ

タ リ。

第351號 海狸

腸管。小腸中部 ノ・一バ イエル氏鵡 硬墜 シ、漿膜面 ヨ

リ淡 黄色 ノ小圓形斑iヲi透覗 シ得.小 腸 下部 二於 テハ

ー小淋巴組織 内 二比較 的大 ナルレ黄色 ノ隆起 ヲ認 メ タ

リ。 顯微鏡 的 二・・執 レモ類上皮細胞浸潤 ニシテ、殊

二後者 ハ淋 巴組織 全膿 が浸 潤 ヲ起 セ,レ如 キ像 ヲ呈

ス。然 レドモ雨者共 二其 程度 比較 的輕 度 ニシテ、周



378 梅谷=腸 結核登生 二關 スル實験的研究 【第12春

●

園 ノ反磨 モ極 メテ僅微 ナ リ。盲腸及 ビ大腸 ハ著墜 ヲ

認 メズ。

腸 間膜 腺蛇 ビニ肝門腺。前者 ニァ リテ・・、高度 二腫

脹 シ、廣汎 ナ,レ部位 二於 テ結核竈 ヲ認 メ、 中央部乾

酪様壁 性 ヲ示 ス。後者 ニア リテハ著攣iヲ認 メ ズ。

第353號 海狸

腸 管。 小腸 ノ上、 中、下各部 ヲ通 ジテ各1個 ノパイ

エ,レ氏斑 二於 テ、夫 々可成高度 ノ結 節形成 ヲ認 メ、

特 二中部 ノパ氏斑 ニア リテハ其部位頗 ル廣 ク、殆 ン

ド淋巴組織 全禮 ガ結節 ト化 セル感 ア リ。顯徹鏡的 ニ

ハ執 レモ淋巴組織内 二高度 ノ類上皮細胞浸潤 ヲ認

メ、殊 二小腸 中部 二於ケルモ ノハ特 二高度 ナ リシモ、

未 ダ乾酪様攣性 ヲ示ス モノナク、叉周園 ノ反磨、輕

微 ナ リ。盲腸、大腸 ハ著憂 ナ シ。

腸間膜腺虹 ピニ肝門腺。共 二高度 二肥 厚 シ、 廣汎 ナ

ル結核病竈 ヲ有 シ、殊 二前者 二於 テハ乾酪竈 ヲ認 メ

タ リ。

第337號 海瞑

腸 管。 小腸ハ全膿 ヲ通 ジテ多数 ノパイエ,レ氏斑 二於

テ淡 黄色 ノ隆起 ヲ認 メタ リ。顯微鏡的 ニノ・敦 レモ淋

巴組織 内 二廣汎 ナル類上 皮細胞浸潤 ヲ形成 ン、或者

ハ殆 ン ド全淋巴組織 ヲ侵 シ、叉或者 二於 テハ大 ナルレ

病竈 内 二島喚 状 ヲナ シテ健常組織 ノ残存 セル ヲ認 メ

タ リ。 而 シテ夫等 ノ攣化 ハ小腸下部 二於 ケルー パ氏

斑 二於テ最 モ高度 ニ シテ、其浸潤 二多少 ノ結締組織

増殖 ヲ件 フモ、 中央 部一部壌死 二昭 レルレヲ見 タ リ。

病竈 周困 ノ反晦・・一般 二輕度 ナル モ、小腸 中部 二於

テ ハ待 二漿膜 肥厚 セ リ。盲腸部 二於 テハ淋巴組織 一

般 二培殖像 ヲ呈スル/ミ ニテ著憂ナ シ。大 腸 モ何等

ノ攣 化 ヲ見 ズ。

腸問膜腺蛇 ビニ肝門 腺。前 者ハ高 度 二腫 大 シ、廣 汎

ナルレ結核竈 ヲ有 シ、 一部 乾酪様i麩性 ヲ示 セ リ。 後者

ハ稚 ζ肥大 シ、皮質部 二於テ小ナァレ結 節 ヲ認 メ タ リ。

劃照群

第349號 海猿

腸管。小腸最下部 ノバ イエル氏斑 二於テ、圓形、淡

黄色 ノ隆起 ヲ認 メ、顯微鏡 的ニハ、淋 巴組織 内二形

獣稽 ζ不規則 ニ シテ、輕度 ノ結締組織増殖 ヲ伴 フ

類上皮細胞浸潤竈 ア リテ、 中ニ ラング ハン氏 巨大細

胞 ヲ認 メタ リ。共他 ノ腸 管部位 二於 テハ著憂 ヲ認 メ

ズ。

腸間膜腺蛇 ビニ肝門 腺。 前者 二於 テ ・・高度 二腫脹

ン、廣 汎 ナルレ結核性墜化 ヲ呈 シ、一 部壊死 二隔 ルヲ

認 メ、 後者 二於 テハ精 く肥 厚 シ、小 ナ ル結節 ヲ認 メ

タ リ。

第350號 海獲

腸 管。 小腸中部蛇 ビニ下部 二於テ、勲個 ノパ イエル

氏毎内 二小結 節 ノ存在 ス,レヲ認 メ、顯 微鏡 的 ニハ敦

レモ輕度 ノ結 締組織 壇殖 ヲ件 フ類上皮細胞浸潤 ヲ示

シ、周 園 ノ反鷹殆 ン ド認 ムベキモノナ シ。盲腸及 ビ

大腸 二於テ ハ著攣 ナシ。

鵬間膜腺蛇 ビニ肝門腺。共 二高度 ノ結核性寝潤 ヲ認

メ、殊 二前者 ニア リテ・・乾酪様慶性 ヲ示 セ リ。

第354號 海猿

腸 管。 小腸 上部 ノー'・・Oイエル氏斑 二於 テ1個 ノ小 ナ

ル黄色斑 ヲ認 メ、顯微鏡的 ニハ、淋 巴組織 内1ニテ腸

管筋暦 二接 シ、多少 ノ結 締組織 増殖 ヲ伴 フ類上皮細

胞浸潤 ア リテ、此部 分 ノ漿膜精 く肥 厚スル ヲ認 メタ

リ。ノj・腸 二於ケル其 他 ノ部 位、盲腸、大腸 ニハ異攣

ヲ認 メ ズ。

腸 間膜腺並 ビニ肝 門腺。 前者 ハ高度 二腫脹、廣汎 ナ

ル結核性寝潤 ヲ認 メ、中央部 乾酪様攣性 ヲ呈 セシモ、

肝 門腺 ニア リテハ著憂 ヲ認 メズ。

第332、339及 ビ340號 海狽

腸管。 執 レモ著攣 ヲ認 メ ズ。

腸 間膜 腺蛇 ビニ肝門腺。第332號 蛇 ビニ第339號 海

狸 ノ肝 門腺 二於 テハ何等 ノ憂化 ヲ認 メザ リンモ、其

他 ・・総 テ輕 度 二肥厚 シ、小 ナル結核性寝潤 ノ存在 ス

,レヲ見タ リ。

以 上 行 ヒ シ實 験 テ通賢 スル ー、結 核 菌大 量 ノ経

口感 染 ニ ヨ リ、封 照 獣 自ロチ軍 二開 腹 術 ラ施 行 シ、

脾 臓 附近 二機 械 的操 作 テ加 ヘ シ海 猿 二於 テ ハ、

全6頭 中3頭 二腸 結 核 ノ爽 生 テ見 タル ニ比 ン、

脾 臓 別 出海 猿 二於 テハ全7頭 中6頭 ノ多撒 二腸

結 核 ノ登 生 テ見 タ リ.而 シテ夫 等 ノ攣 化 ハ、封

照 獣 ノー 般 二輕 度 、 且登 生 撒 少 キ ニ比 シ、 別脾

海 狽 ニ ア リテ ハ多登 性 ノモ ノ多 ク、而 モ其 病攣

比 較 的 高 度 ニ シテ廣 汎 ナ ル病 竈 テ形 成 セ シモ ノ

多 シ。 而 シテ特 二菌 感 染 後10週 間 テ 経 過 セル

第337號 海 獲 二於 テハ 乾酪 様 攣 性 ヲ來 ス テ 見 タ

リ。 即 チ是 等 ノ結 果 ヨ リ見 レバ、 脾 臓 別 出 ハ腸

結 核 ノ搬 生 テ著 シク促 進 セ シム ルモ ノ ト謂 フ可

キ ナ リ.



第6號 】 梅谷=腸 結核登生二關スル實験的研究 379

又 本實 験 二於 テ腸 結 核 ノ頻 度 蚊 ビニ其 病 憂 程 度

ト、菌 感 染 後 ノ経 過 日撒 トノ關 係 テ見 ル ニ、 既

二表 示 セル如 クー 般 二時 日 ノ経 過 ト共 二病 墜 ノ

高度 ニナ ル テ見 ル モ、試 獣 、 封 照 獣 トモ ニ特 二

長 時 日 ラ経 タル モ ノハ、 第 一 節 第 三 項實 験 二於

テ見 ル如 久 漸 次 病 竈 二結 締 組 織 ノ増 殖 スル テ

見、 一 面 二於 テ核 破 壌、 結 核 性壌 死 テ起 スモ ノ

アル ト共 二、 他 方 二於 テハ其 病 愛 漸 次 檜 殖 性 二

移 行 シ、 治癒 的 傾 向 テ生 ズ ル モ ノ ト考 ヘ ラル ・

ナ リ。

次 二本 實 験 二於 テ、別 脾 海瞑 及 ビ軍 二開 腹 術 ノ

ミテ行 ヒ シ海 猿 ノ、 結 核 菌経 口感 染 ニ ヨ リテ起

ルー般 臓 器 ノ攣 化 ニ ハ、 特 二顯 著 ナ ル差 異 テ見

出 ス能 ハ ザ リキ。

脾 臓 別 出實 験 概括

以 上 ノ實 験 ニ ヨ リテ、 脾 臓 別 出 海猿 二於 テハ、

軍 二開 腹 術 ノ ミラ行 ヒ シ海 猿 二比 シ、 結 核 菌 ノ

経 口感染 ニ ヨ リテ腸 結 核 ノ登 生 スル頻 度 大 ナ ル

テ認 メ タ リ。 然 レ ドモ、 軍 二開 腹 術 ノ ミヲ施 行

セ シ海狸 ニ ア リテ モ、 約 牛撒 二於 テ腸 結 核 ノ登

生 ラ見 タ リ。 之 、 開腹 術 夫 自罷 ガ動 物 テー 時 的

二衰 弱 セ シメ腸 結 核 登 生 ラ促 セ シモ ノ ト考 フモ

未 グ確 言 スル能 ハ ズ。

既 二記 述 セ シ如 久 結核 菌 感 染 二封 ス ル脾臓 ノ

意義 二就 キ テ ハ諸 詮 匠 々 トシテー 定 セ ズ。之 テ、

別 脾 海 狸 二於 ケ ル腸 結 核 瑳 生頻 度 テ見 タル余 ノ

實 験 成 績 二就 キ テ考 フル ー、 脾 臓 別 出 ニ ョ リ経

口的 結核 菌感 染 二封 ス ル防禦 力 ノ減 弱 テ以 テ設

明 スル ヨ リハ、却 ツ テSarvanノ 説 ノ如 ク、脾

臓 テ別 出 ス ル コ トニ ヨ リ、其 代 償 ト シテ、 他 臓

器 ノ網 月犬織 内皮 細 胞 系 統 ガ刺 戟 セ ラ レ、 其一 現

象 トシテ腸 管 内遊 離 組 織 球 ガ異 常 二活 動 スル ニ

至 リ、 タ メ ニ腸 管 組織 内 二侵 入 セ ン トス ル結 核

菌 トノ抗 孚 力 増 大 シ、其 結 果 トシテ、其 部分 二

比較 的 容 易 二結核 病竈 テ形 成 ス ル モ ノ ト考 フル

ガ至 當 ナ ラ ン。 然 レ ドモ是 等 本態 二關 シテ ハ尚

今 後 ノ検 索 ラ要 スル モ ノナ リ。

第八節 「カル三ン」溶液注射

海猿 二於ケル實験

前 節 ノ脾 臓 別 出 海狽 ノ實 験 二於 テ、 腸 結 核 ノ登

生 ハ脾 臓 別 出 ニ ヨ リテ特 二促 進 セ ラル ・事 實 テ

知 レ リ。 而 シテ此 事 實 二封 シテ余 ハ、網 駄織 内

皮 細 胞 系 統 ガ重 大 ナ ル關 係 ヲ有 スル モ ノト考察

シタ ルガ、 本 節 實 験 二於 テハ海 狽 二於 テ、豫 メ

「カル ミ ン」溶液 テ注 射 ス ル コ トニ ヨ リ網 状 織 内

皮 細 胞 系 統 テ侵 害 シ、 然 ル後 結 核 菌 ノ経 口感 染

テ行 ヒ、 以 テ網 歌 織 内皮 細 胞 系統 侵 害 ノ腸 結 核

登 生 二及 ボ ス影響 テ検 索 セ ン トス。

結 核 ト網 状 織 内皮 細 胞 系統 ト ノ關 係 二就 キ テ ハ

襲 二南 氏(6ηノ詳 細 ナ ル報 告 ア リ、 即 チ之 二依 レ

バ 、網 状 織 内皮 細 胞 系統 ハ結 核 抗 艦 叢 生 ノ有 力

ナル基 地 ニ シ テ、 該 系 統 細 胞 テ侵 害 ス ル如 キ物

質 テ注 射 スル トキ ハ、 抗 盟 登 生 テ減 弱 シ、刺 戟

スル物 質 テ注 射 スル トキ ハ抗 禮 嚢 生 ラ増 進 ス ト

云 ヘ リ。 又 石 田、 足 立 雨 氏 ノ腸 結 核 畿 生 二關 ス

ル實 験 二於 テ ノ、、海狽 二於 テ豫 メ 「ベ ンツrル 」

テ注 射 シテ網 歌 織 内皮 細胞 系統 ヲ侵 害 シ置 キ、

結 核 菌 テ腸 管 内 二輸 迭 シ、 高度 ノ腸 結 核 爽 生 テ

見 タ リ。

實 験 方 法

余 ハ網 状 織 内皮 細 胞 系統 テ 侵 害 ス ル 物 質 トシ

テ、2%重 曹 「カ ル ミン」溶 液 テ使 用 二供 シタ ル

ガ、 海 狽 ノ如 キ小 動 物 ニ ア リテハ之 テ静脈 内 二

注 射 スル コ トハ困 難 ニ シ テ、 且 撒 同 ノ注 射 ノ後

ニハ不 可 能 二至 ル ゴ トアル テ以 テ特 二腹 腔 内 注

射 テ選 ピ タ リ。 即 チ罷i重400瓦 前 後 ノ海狽 二、

5日 間 侮 日2%重 曹 「カ ル ミン」溶液1.ll妬 テ腹

腔 内 二注 射 シ、 全 操 作 終 了後、 其 翌 日 一人 型 結

核 菌50・0涯 テ腸 管 内 二輪 途 シ.以 テ4週 間 ノ後

二解 剖 、 腸 結 核 登 生 如 何 テ検 索 セ リ。

「備 考 」 湖 冥ハ是 等 「ヵル ミン
」溶 液 注 射 ニ ヨ

リ、 可 成 リ高度 二衰 弱 ス ル テ認 メ、夫 ガ タ メ

艶 死 ス ル モ ノモ ア リ シモ、 全 虎 置終 了後 ハ之

ガ漸 次 恢 復 スル テ見 タ リ。

爾 本實 験 二於 テ ハ、 其 中2頭 二於 テ 「ヵル ミ
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ン」注 射施 行 ノ前 後 二、数 同血 液 像 ヲ検 査 シ タ

ル ニ、 夫 ニ ョ レバ「カル ミ ン」注 射 ニ ヨ リ多 少

ノ白 血球 減 少 テ來 シ、 其 種 類 二於 テ ハ主 ト シ

(第 ・16

動 物 群

動 物 番 號

性

初最

前染感薗

前剖解

禮

重

上反
氏磨

最 初

解 剖 前

665

.テ 淋 巴球 ノ減 少 テ認 メ タ リ。

實 験 成 績

罷 重 、 レー メル氏 反 慮 、解 剖攣 化 テ次 二表 示 ス。
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「カル 三ン」溶液注射群

第665號 海狸

什

甘

什

L

+

一

蜥

一

0
習

b

r十

bs十十

674

舎

460

470

490

埜

4

腸 管。 小腸 ニア リテ ハ最終端 ノパ イエル氏斑 二於テ

稽 ζ大 ナル不規 則 ノ帯黄色隆起 ヲ認 メタ リ。顯微鏡

的 二・・、淋 巴組織 内二精 く廣 汎ナ'レ類上皮細胞浸 潤

ヲ起 シ、此 部 ノ腸粘 膜稽 ζ充血ス ルモ、未 ダ乾酪様

攣性 ヲ呈 セズ。 盲腸 二於 テハ1個 ノ淋巴濾胞 二於 テ

極 小ナル圓形 ノ類 上皮細胞結 節 ヲ認 メタ リ。

腸 間膜 腺蛇 ビ午肝 門腺。共 二腫大 シ、廣 汎 ナルレ結核

病竈 ヲ形成 シ、 中央部壌 死 ヲ示ス。

第L668號 海瞑

腸 管。 「加 レミン」注 射 ニヨルモ ノカ、所 々癒 著スル

ヲ認 メ、其部 分 二於テ ハ漿膜 ノ肥厚スル ヲ見 タ リ。

是 等癒 著箇所 ニノ・何 等腸結核 ノ登 生 ヲ見 ザル モ、小

十十

十

十

〇.5

r十

群

675

♂

410

430

420

一

柵

4

一

一

一

一

一

十十

什

十十

0.8

十

一

一

1十十

bs十

bs十

腸 最下部 ノパイエル氏斑 二於 テ殆 ン ド同組織 全膿 二

披 がの レ、不規 則地圖状 ノ隆起 ヲ認 メタ リ。顯微鏡

的 ニハ淋 巴組織 内 二著 シク廣 汎 ナル類上皮細 胞浸潤

ヲ認 メ、中央部壌 死 二昭 レルヲ見タ リ。健 常組織 ハ

是等 ノ浸 潤 ニ ヨリ著 シク狭少 トナ1,、 僅 カニ其周邊

ニー部分 ヲ存 ス,レノミ。叉周園 ノ反慮 トンテ此部分

ノ腸粘膜稽 く充血 シ、漿膜輕度 二肥厚 セル ヲ認 メタ

リ。腸管他部 二於 テハ何等 ノ墾 化ナ シ。

腸間膜腺蛇 ビニ肝門腺。雨 者 トモニ高 度 二腫脹 ン、

廣汎 ナルレ部位 二於 テ類上 皮細胞浸 潤 ヲ形成 シ、殊 二

前者 二於 テハ、一部乾酪様攣性 ヲ惹 起セ リ。

第667蛇 ビニ670號 海狸

腸管。雨動物 トモニ特異 ナル結 核性攣 化 ヲ認 メズ。

腸間膜腺蛇 ピニ肝門腺。其程 度二多少 ノ 差 ヲ 見ル

モ、全部 二於 テ夫 々結核竈 ノ形 成 ヲ見 タ リ。
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剴 照群

第671號 海狸

腸管。小腸各部 二於 テ、二、三 ノバ イエル氏斑 二、夫

々小 ナ レドモ定型 的 ノ類上 皮細胞浸潤 ヲ認 メタ リ。

是等 ノ攣化 バー般 二輕度 ナ,レモ、小腸最終端 二存 ス

ルパ氏厩 二於 テハ其浸潤稽 く大 ニ シテ、周園健 常部

二侵蝕 スル ヲ見タ リ。盲腸 二於 テモ1個 ノ淋巴濾胞

二極小ナル結節存在 セ リ。

腸 間膜腺蛇 ビニ肝門腺。雨 者共 二稽 く腫大 シ、前者

ニハ小結節」後者 二於 テハ稽 く大ナルレ類上皮細胞浸

潤 ヲ認 メタ リ。

第672號 海狸

腸管、小腸 二於 テハ上部及 ビ下 部 ノ各1個 ノパ氏斑i

二極 ク小ナル類 上皮細胞結節 ヲ認 メタ リ。共他 ノ腸

管部位 二於 テハ特 二著攣 ヲ認 メ ズ。

腸間膜腺蛇 ビニ肝 門腺。共 二稽 く高度 二腫大 ン、比

較的廣汎ナル結核病竈 ヲ形成 セ ンモ、乾酪様攣性 ヲ

示 サズ。

第671拉 ビニ675號 海獲

腸 管。共 二結核性攣化 ヲ認 メズ。

腸間膜腺虹 ビニ肝門腺。表示セノレ如 ク敦 レモ皆結核

性墜 化 ヲ呈 ン、多 〃ハ比較的大 ナノレ病竈 ヲ形 成セ リ。

成 績 小括

以 上、 海 狽 二於 テ豫 メ重 曹 「カル ミン」溶 液 ノー

定量 ラ腹 膣 内 二注 射 シ、 網 状 織 内皮 細 胞 系 統 テ

侵 害 シ置 キ タ ル後 、其 封 照 獣 ト共 二人 型 結 核 菌

ノ大 量 テ注 射 シ、 以 テ腸 結 核 ノ登 生 テ観 察 セ シ

ー"、試 獣 、封 照獣 トモ ニ全4頭 中2頭 二陽 性 成

績 テ牧 メタ リ。 而 シ テ其 病 攣 テ比 較 スル ニ、封

照 獣 ニ ア リテハ多 畿 性 ナ ル モ ノ テ 認 メ タ レ ド

モ、其 病 攣 一 般 二輕 度 ニ シテ、試 獣 ニ ア リテハ、

1個 ノパ イエ ル氏 斑 二於 テ特 二高 度 ノ攣 化 ラ呈

シ、 中心 壌 死 テ來 セル モ ノ テ見 タ リ。 即 チ是 等

ノ結 果 ヲ以 テ見 レバ、 余 ノ實 験 二於 テ ハ 「カ ル

ミン」溶液 注射 ニ ヨ リテ、腸 結 核 ノ登 生 傘 ラ高 ム

ル トハ云 ヒ得 ザ ル モ、 其 病 攣 ニ ヨ リ高度 ナ ル モ

ノテ見 シ貼 テ参 酌 スル トキ ハ
、 或 ハ之 ガ腸 結 核

攣 化 テ助 長 セ シム ル可 能 性 ナ キ モ ノ トス ル能 ハ

ズ。

要 スル ニ、 「カ ル ミ ン」溶液 注 射 ハ、余 ノ實 験 二

於 テ ハ、 腸 結 核 ノ生 成 二封 シテ、 多 少 ノ影響 ア

ル モ ノ ト考 ヘ ラル ・貼 ナ キ ー ア ラザ ル モ、 著 明

ナ ラズ。

第九節 「レントゲン」線照射

海狸 二於ケル實験

海 猿 二 「レン トゲ ン」線 照射 テ行 フ トキ ハ、 著 明

ナ ル 白血 球 減 少 ヲ來 シ、其 百分 率 二於 テハ特 二

多核 白血 球 ノ減 少 テ示 ス コ トハ ー般 二知 ラル ・

事實 ニ シテ、 余 ハ海猿 二於 テ.斯 ノ如 キ方 法 テ

以 テ白 血球 減 少 テ惹起 セ シ ムル トキ ハ、腸 結 核

ノ登 生 二封 シ、 如 何 ナ ル影響 テ與 フル ヤ ヲ知 ラ

ン ト シ、 次 ノ實 験 テ方苞行』セ リ。

實 験 方 法

大 阪 帝 國 大 學 理 學 診療 科 二於 テ、 海狽 二、 次 表

二示 ス如 キ術 式 テ以 テ 「レン トゲ ン」線 テ 放 射

シ、 三 萱 夜 後 二(豫 備 實 験 ニ ヨ リテ、 此 時期 ニ

ハ著 シキ 白血球 ノ減 少 テ來 セル コ トテ確 カ メ タ

リ)、前 諸 實 験 同檬 、 結核 菌60.0竜 テ 胃 内 二注

入 シ、 一 定 時 日 ノ後 二解 剖 二附 シ、 以 テ腸 結核

ノ獲 生 如何 テ検 索 セ リ。

「レン トゲ ン」線 放 射 術 式 ハ

i装置:Stabilivolt一 次 電 歴:100volt二 次
む

電 歴:18500volt波 長:o・07A濾 過 板:銅

板(1.8mm.管 球:A.E.G.TyplII.Tubus:

10×15cm.皮 膚 焦 貼 距 離:23cm.放 射 時

間:26分 表面 量:1H.E.D.放 射 野:全 身

「備 考」 「レ ン トゲ ン」線 放 射 海狽 ニ ア リ テ

ハ、 放 射 後 梢 支衰 弱 セ ル感 ア リ シモ、 盤 重 増

加 ニ ハ著 シキ支 障 テ認 メザ リキ。

「レ」線 照 射 海 狽 二於 ケ ル白 血球 婁交ハ、 「レ」線

照 射 後 一 叢 夜 テ経 タル時 ヨ リ既 二著 明 ナ ル減

少 ヲ認 メ、菌 感 染 時 ナ ル三叢 夜後 ニ ハ、 総 テ

ノ海 瞑 二於 テ最 初 ノ1/2乃 至1/3量 二減 少 セ

リ。 而 シテ更 二観 察 ヲ績 ケ タル ニ、1(1旧 後 及

ビ17日 後 ニ ハ未 ダ恢 復 ノ徴 ナ カ リ シモ.解 剖

時 ナ ル28日 後 ニ ハ殆 ン ド李 常 二 復 セ ル テ見

タ リ。 尚是 等 白血 球 種 類 二於 テ ハ、 各種 類 夫

々減 少 セ ル テ認 ノ、 其 中特 二中 性 嗜好 白血 球
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ノ減少著明ナリ.

實験成績

(第

禮 重 、 レー メ ル氏 反 鷹,解 剖攣 化 子表示 ス レバ

次 ノ如 シ。

17表)

動 物 群 「レン トゲ ン」線 照 射 群 封 照 群

動 物 番 號

性

膿1最 初1菌 感 染 前

重 解 剖 前

調 凝剖鷲
薗感染後経過週倣

「小 腸 上 部

ノ』、且易 中 音区

小 腸 下 部

解 盲 腸

込 腸
■l!l間 膜 腺

剖

化

肝 門 腺

脾 臓

(ソノ重 サ)

肺 臓

肝 臓

膝 髪 腺

後腹 膜 腺

氣 管枝 腺

頸 腺
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解 剖 所 見

試 獣群

第3kl號 海狸

腸 管。 小腸 二於 テハ上部 ノー一・eイエノレ氏斑i二小 ナル

黄色斑 ヲ認 メ、顯微鏡 的 ニハ淋巴組織 内 二於 テ腸管

筋層 二接 シ、不規 則形 ノ小ナル類上皮細 胞浸 潤 ア リ

テ、健常 淋巴組織 トノ境 界 ハ鋸 歯状 ヲ呈ス。 周困 ノ

反 慮殆 ン ド認 ムベ キモ ノナ シ。 其他 ノ腸 管部位 二於

テハ著蓼塗ナ シ。

腸降朋莫腺蛇 ビニ肝門腺、 前者 二於テハ稚 く高度 二腫

大 シ、廣汎 ナノレ結核竈 ヲ認 メ、後 者二於 テ ハ著攣 ヲ

認 メズ。

第324號 海狸

腸管。小腸中部 二於 ケルレー バ イエル氏斑 二於 テ1個

ノ稽 ミ大 ナ;レ圓形 ノ結節 ヲ認 メ、顯微鏡 的ニハ淋 巴

組織 内 二稽 ζ廣 汎 ナル類上皮細胞浸潤存在 シ、 中央

部一部埋 死二隔 レリ。然Vド モ周園腸管組織 ノ反1態

極 メテ輕度 ニ シテ、唯共部 ノ粘膜一般 二充血 スル ノ

ミ。腸管他部 二於 テハ著攣 ヲ認 メズ。

腸問膜 腺蛇 ビニ肝門 腺。前 者 二於 テハ極 ク僅 カニ肥

大 ン、一小部分 二結核性浸 潤 ヲ認 メ、後者 二於テハ

何等 ノ攣化 ヲ認 メズ。

第325酋 ビニ326號 海狽

腸管。共 二著攣 ナ ヴ。

腸問膜腺蛇 ビニ肝門腺。表 二示ス如 ク、敦 レモ多少

トモ結核性縫化 ヲ呈 ン、共 中第325號 海猿 二於ケル

肝門腺 ハ比較的高度 ノ攣化 ヲ呈 セ リ。

劃照群

第327號 海猿

腸 管。小腸上部及 ピ下部 ノ各1個/パ イエ,レ氏斑 二

於テ敦 レモ帽針頭 大黒胡犬ノ小斑鮎 ヲ認 メ、顯微鏡的

二極 ク小 ナル類上皮細胞結節存在 セ リ
。 其他 ノ腸管
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部 位 二於 テ ハ何 等 ノ攣 化 ヲ認 メ ズ。

腸 間膜 腺 蛇 ビ ニ肝 門 湶 。 執 レモ高 度 二腫脹 シ、 廣 汎

ナ ル部 位 二於 テ結 核 寝 潤 ヲ起 シ、 殊 二後 者 ニ ア リテ

ハ乾 酪 様 攣 性 ヲ示 ス。

第330號 海 猿

腸 管 。 小 腸 上 部 ヨ リ下 部 二至 ル 多 数 ノ丞 仁 ヨと氏壁

二於 テ、 大 小 ノ隆 起 或 ノ・斑 鮎 ノ存 在 セ'レヲ認 メ、其

最 モ高 度 ナル ハ 下 部 二於 ケ,レ攣 化 ニ ンテ、淋 巴組 織

内 ニ テ廣 汎 ナ,レ類 上 皮 細 胞 浸潤 ヲ認 メ、殆 ン ド健 常

組織 ヲ認 メ得 フご。 且 ツ中央ELK-一一部 乾酪 様{遜性 ジ1レ

リ。 他 部 二於 ケ ル墜 化 ハ総 テ之 ヨ リ輕 度 ニ シテ 乾酪

竈 ヲ認 メ ズ、 其 程度 各 々表 示 セJレ如 ・。 而 シテ浸 潤

部 二於 ケ ルレ周 園 ノ反 慮 トシテ ハ、 粘 膜 ノ充 血 或 ハ漿

膜 ノ肥 厚 ヲ認 メタ ル モ、 執 レ・モ輕 度 ナ リ。

腸 間膜 腺蛇 ビ ニ肝 門 腺。 雨 者 トモ ニ稽{腫 脹 シ、 前

者 二於 テハ 可 成大 ナ ァレ結 核 竈 、 後 者 二於 テ ハ皮 質部

二類 上 皮 細胞 ノ小 浸 潤 ヲ認 メタ リ。

倫 本海 狸 ニア リテ ハ 、持 二解 剖 二際 シ、 腹 膜 一般 二

充 血 シ、 稽 ミ大 量 ノ腹 膜 滲 出液 ノ瀦 溜 ス,レ ヲ認 メ タ

リ。 即 チ腹 膜 炎 ノ症 状 ヲ呈 セ ンモ、 此 黙 ヲ此 海 狼 二

於 ケ ・レ高 度 ノ腸 結 核 ノ登 生 ト併 セ考 フ レバ、 或 ハ何

等 カ ノ關 係 ア ノレヤ モ知 レザ'レナ リ。

第329號 海 狽

腸 管 。 何 等 ノ攣 化 ヲ認 メ ズ。

腸 間膜 腺 蛇 ビ ニ肝 門 腺,執 レモ腫 大 、 稽 く大 ・,レ類

上 皮 細 胞 浸 潤 ヲ認 メ タ リ。

成 績 小 括
o

以 上 ノ實 験 テ通 覧 スル ニ、 結 核 菌 ノ大 量経 口感

染 二封 シ、 豫 メ「レ ン トゲ ン」線 テ放 射 シ、 白血

球 減 少 テ起 サ シメ タ ル海瞑 ニ ア リテ ハ全4頭 中

2頭 、 其 封 照 獣 ニ ア リテ ハ全3頭 中2頭 二腸 結

核 ノ登 生 テ認 メ,且 其攣 化 ノ程 度 モ略 支同一 ニ

シテ、 雨 者 トモ ニ高 度 ノ攣 化 テ呈 ス ル モ ノ各 々

1頭 テ認 メ タ リ。 帥 チ、此 結 果 ヨ リ推 ス ー.、「レ

ン トゲ ン」線 照射 ニ ヨル 白血 球 減 少 ハ 腸 結 核 ノ

登 生 二封 シ、 大 ナ ル影 響 テ有 セザ ル モ ノ ト考 フ

ル ベ キ ナ リ。 勿 論 「レン トゲ ン」線 照 射 ノ方 法 ニ

ヨ リテ ハ、 海 瞑 ノ抵 抗 力 テ或 ハ張 メ或 ハ弱 メ、

腸 結核 登 生 二影 響 テ興 フ ル場 合 アル ベ シ.余 ノ

實 瞼 ニ テハ 「レン トゲ ン」線 照射 ニ ヨ リー 時 的 二

白血球減少ラ來 セル場合二於 テハ腸結核 ノ登生

二影響 ナシト云 ヒ得ベ シ。

本實験施行 二際 シ援助 テ與ヘラレタル理學診療

科牧野學士二感謝 ス.

第十節 「チフス」拉 ビニ赤痢死

菌注射海狸 二於ケル實験

襲 二、 坂 村 氏 圃 ノ實 験 二於 テ 、 「チ フ ス」拉 ピ ニ

赤 痢 菌 毒 テ家 兎 ノ静 脈 内 二 注 射 シ タ ル 後 、 結 核

菌 テ静 …脈 内 注 射 ニ ヨ リ テ 感 染 セ シ メ タ ル ニ 、「チ

フ ス」菌 毒 注 射 家 兎 ニ ア リ テ ハ 然 ラ ザ ル モ 、赤 痢

菌 毒 注 射 家 兎 一 ア リ テ ハ 多 撒 ノ腸 結 核 登 生 テ認

メ タ ル 報 告 ア リ。 余 パ ー 方 二 於 テ、 此 事 實 テ海

狽 二於 テ追 試 ス ベ 久 又 一 方 二 於 テ 「チ フ ス」菌

ニ ヨ ル 白 血 球 減 少 ノ場 合 二於 ケ ル腸 結 核 叢 生 テ

検 索 セ ン ト シ、 「チ フ ス」拉 ビ ニ 赤 痢 死 菌 ラ 用 ヒ

テ、 以 下 ノ實 験 テ方{頭了セ リ。

豫 備 實 験

先 ヅ、 「チ フス」虹 ビ ニ赤痢 死 菌 ヲ型 ノ如 ク ニ製 シ、之

ヲ如 何 ナノレ量 二海 狸 二 適 用 ス レバ 適 當 ナ ルレカ ヲ見 ル

豫 備 實 験 トシテ 、 「チ フス」群 並 ビ ニ赤痢 群 各6頭 ノ

海狸 ヲ使 用 シ、 次 ノ如 キ操 作 ヲ行 ピ タ リ。

帥 チ、 各 死 菌 注 射 量 ヲ 定 ム ル 目標 ヲ、 「チ フス」菌 ニ

ア リテ ・・、 白血 球 減 少 ヲ 來 ス モ著 シ ク衰 弱 セ ザ ノレ程

度、 赤痢 菌 ニ ア リテ ノ・、 成 可 ク前 記 「千 フ ス」菌 ト同

量 ニ シテ 著 シ ク衰 弱 セ ザ ノレ程 度 トシ、 斯 カ ルレ適 量 ヲ

知 ル タ メ、 各6頭 ノ海狸 ヲ、 更 二2頭 宛 二分4、 夫

々、「チ フス」或 ハ 赤痢 死菌 ヲ1.0選 、0.1]ig、或 ・・0.01

雇 ヲ0.5蛭 ノ生 理 的食 聴 水 二 浮 游 セ シ メ、 隔 日 二5

同 、 腹 腔 内 二注 射 、 共 経 過 ヲ観 察 セ シ ニ、 「千 フメ 」

蛇 ビ ニ 赤 痢 死 菌 注 射群 トモ ニ、1.0彪 ノ5同 注 射 が

適 當 ナ ル コ トヲ 知 リ得 タ リ。 而 シテ此 際 、 「チ フス 」

死 菌 注 射 群 ニア リテ ・・、0・3彪 蛇 ビ ニ0.01種 ヲ注 射

セ シ海 狸 二於 テ ハ認 ム ベ キ 白血 球 減 少 ハ起 ラズe1.0

彪 注 射 海 狸 二於 テ如 メ テ可 戊 リ ノ程 度 ノ白血 球 減 少

ヲ見(最 初11100及 ビ7800ノ モ ノ が、2同 ノ 注 射 終

了 後 ヨ リ減 少 シ始 メ、5同 ノ注 射終 了 直後 ニハ 夫 々

5S50、4350二 減 少 ス 、 但 シ百分 率 二於 テ ・・特 別 ノ動

揺 ヲ認 メズ)、 且動 物 ノ氣 力相 當 二衰 ヘ タ ル モ死 二 至

ラ ザ ルレヲ確 カ メタ ル モ ノニ シテ 、 赤 痢 菌 注 射 群 一 ア
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リテ ・・、0.1竜 、0.01竈 注 射海 狸 一 於 テ・・殆 ン ド氣

力 ノ衰 フ,レヲ見 ザルレモ、1.0選 注 射 海狸 二於 テ始 メ テ

稽 ミ衰 弱 ス'レ ヲ見 タ リ。 而 シテ 赤痢 死 菌 注 射 群 ニ ア

リテ ハ、余 ノ例 二於 テ ハ、其 注 射 匿 ノ大 小 ヲ問 ハ ズ。

線 テ 多 少 ノ白 血球 ま曾加 ヲ認 メ タ リ。

印 チ以 上 ノ 豫 備 實 験 ニ ヨ リテ、 「チ フ ス」蛇 ビニ赤 痢

死菌 注 射 琶 ヲ執 レモ1.0彪 トシ、同 数 ヲ5同 トス ル コ

トニ定 メ ク リ。

本 實 瞼

動 物 ラ3群 二 分 チ、 第1群 テ 「チ フ ス」死 菌 注 射

群 、 第2群 テ 赤 痢 死 菌 注 射 群 、 第3群 テ封 照 群

トナ シ、 第1群 及 ビ第2群 ニ ア リ テ ハ1.0竈 ノ

「チ フ ス 」死 菌 又 ハ赤 痢 死 菌 テ前 二施 行 セ シ豫 備

,(第18

實 験 ト同様 ノ方 法 ニ ヨ リテ隔 日 二5同.腹 腔 内

二注 射 シ、 各群 注 射 終 了後 、 其 翌 日 二封 照群 ト

共 二、 人 型 結 核 菌50.竜 子胃 内 二注 入 シ、5週

間 テ経 テ全 動 物 テ解 剖 、 其 攣 化 シ途究 セ リ。

「備考 」 「チ フ ス」拉 ビ ニ赤 痢 死 菌 注 射群 ハ敦

レモ、3同 目注 射 終 了以 後 ヨ リ動 作 不 活霰 ニ

ナ リ、 且 膿 重 ノ輕 度 ノ減 少 テ來 セ リ。 而 シテ

是 等 ノ障 碍 ハ、5同 ノ注 射終 了後 漸 次 依 復 スル

テ見、解 剖 時 ニ ハ殆 ン ド李 常 二復 スル テ見 タ リ。

實 験 成 績

禮 重 、 レー メル氏 反 慮、 解 剖慶 化 テ大 略次 二表

71くス 。
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「チフス」死菌注 射群

第621號 海狸

腸 管。 小腸最終端 ノバイエ'レ氏斑 二於 テ、1個 ノ小

ナ ノレ黄色斑 ヲ認 メ、顯微鏡的 ニハ淋巴組織 内ニテ腸

管筋層 二接 シ、小 ナル類上皮細胞結節 ヲ認 メ、此部

分 ノ腸粘 膜稽 く充血 ヲ呈 セ リ。共他 ノ腸 管部位 二於

テハ何 等 ノ攣化ナ シ。

腸問膜腺虹 ビニ肝門腺。共 二精 く肥厚 シ、肝 門腺ニ

ア リテノ・1個 、腸間膜腺 ニア リテハ数 個 ノ小 ナル類

上反細胞結節 ヲ認 メタ リ。

第622號 海狸
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腸管。小腸 二於 テハ何 等 ノ攣i化ヲ認 メズ。盲腸 二於

テハ 】個 ノ淋巴濾胞 二小 ナ)レ黄色斑存在 ス)レ ヲ認

メ、顯微鏡 的 ニハ前記第62ユ 號海猿 ノ小腸最終端 ノ

パ氏庵 二於 ケル ト全 ク同一 ノ所 見 ヲ呈 セ リ。

腸間膜腺蛇 ビニ肝 門腺。 共 二腫 大 シ、前者 二於 テハ

稽 ミ廣汎 ナルレ結核 竈 ヲ、後 者二於 テ・・数個 ノ小 ナ,レ

結節 ヲ認 メタ リ。

第618、619及 ビ623號 海獲

腸管。一、ニ ノ海猿 二於 テノ・腸管淋 巴装置 ノ増殖 像

ヲ認 メシモ、全盟 ヲ通 ジテ1モ 腸結核 ノ登生 ヲ見 ズ。

腸問膜腺蛇 ビニ肝 門腺。第623號 海狸 ノ腸間膜 腺 ヲ

除 ク他ハ全 部結核性攣i化ヲ呈 シ、極 ク小ナ,レ結 節 ノ

形成 ヲ見シモ!ヨ リ・多数 ノ結 節 ノ癒合 シテ、可成

リ大 ナル病竃 ヲ形成 スルレモノニ至 ル種 々ノ憂化 ヲ現

ハセ リ。

赤痢薗注射群

第628號 海狸

腸 管。小腸 中部及 ビ下部 二存 在スル鐵 個 ノパイエル

氏班 二於 テ小 ナル淡黄色厩 ノ存在 ヌ,レヲ認 メ、顯微

鏡的 ニハ執 レモ淋巴組織 内二小 ナルレ限局性 ノ類上皮

細胞浸潤竈 ヲ認 メタ リ。周園 ノ反慮 ハ殆 ンドナシ。

腸菅他部 二於テハ著攣 ヲ認 メズ。

腸間膜腺並 ビニ肝 門腺。共 二稽{腫 大 シ、小ナルレ結

節多数癒合 シ、稽 く大 ナル不規則 ノ類上皮細胞浸潤

竈 ヲ形成 スル ヲ見 タ リ。

第629號 海狸

腸 菅。小腸 二於 テノ・上、中、下各部 ヲ蓮 ジテ1或 ハ

2個 ノパイエル氏斑二帽針頭大乃 至粟粒大 ノ黄色斑

ヲ認 メタ リ。顯微鏡 的 ニハ、特 二上部及 ビ下部 二存

ス)レパィエル氏疵 ノ攣i化高 度ニ シテ、敦 レモ淋巴組

織基底部 二接 シテ可成 リ大 ナル類上皮細胞浸潤竃 ヲ

認 メ、中央部 一部乾酪様攣性 二昭 ルレヲ見、周園組織

ノ反癒 トシテ、下部 ノパ氏斑 二於 テハ此部 ノ漿膜肥

厚 セ リ。小腸 中部 二存在 スルレパ氏斑 ノ攣化 ハ、之 ヨ

リハ稻 く輕度 ニ シテ、共浸潤 部位稽 く廣汎ナルモ、

乾酪様攣性 ヲ示サズ。盲腸並 ビニ大腸 二於 テハ何 等

ノ攣化 ヲ認 メズ。

腸間膜 腺虹 ビニ肝門腺。前者ハ高 度 二腫大 シ、廣汎

ナル部位 二於 テ結核性攣 化 ヲ呈 シ、其病竃比較 的結

締組織 二富 ミ、多数/ラ ングハ ン氏 巨大細胞 ヲ認 メ、

中央部一部壌死 二昭 レ リ。後 者 二於 テハ著攣 ナシ。

第631號 海瞑

腸 管。小腸 二於 テハ下部 二存 スルー パイエノレ氏班 二

於 テ極 ク小 ナノレ黄色斑 ア リテ、顯微鏡的 ニハ淋巴組

織 内二於 テ腸管筋暦 二接 シ、小 ナルレ類 上皮細胞 結節

ヲ見タ リ。周困組織 ノ反鷹殆 ンドナジ。 倫顯微 鏡的

一ハ小腸上部 ノー パイエル氏厩 二於 テ、定型 的ナ ラ

ザルレモ、小 ナル類 上皮細胞 集籏 ヲ認 メタ リ。盲腸拉

ビニ大腸 二於 テハ異攣 ナシ。

腸間膜腺蛇 ビニ肝門腺。共 二高度 二腫大 シ、敦 レモ

結締組織 増殖 ヲ伴 フ梢 ζ廣汎 ナル結核病竈 ア リテ、

殊 二前者 二於 テハー部分乾酪様攣性 ヲ示 ス。

第625蛇 ビニ627號 海狸

腸管。 雨動物共 二定型 的腸結核 ノ登生 ヲ見 ズ。

腸 間膜 腺蛇 ビニ肝門腺。執 レモ肝門腺 ハ著攣 ヲ認 メ

ズ。腸 間膜腺 ノ攣化 モ、輕度 ニシテ、第6%號 海猿

二於 テハ軍 二皮質部 二1彌蔓性 ノ類 上皮細胞浸潤 ヲ認

メ、第627號 海狸 ニア リテハ同 ジク皮質部 二小ナJレ

類 上皮細胞結節 ノ形成 ヲ見 タ,レモ、攣 化頗 ル輕度 ナ

リ。

劃照群

第631號 海獲

腸管。小腸中部 二於 ケルーパ イエノレ氏厩 二於 テ、其

周縁 二近 ク小 ナ,レ不規則 ノ形状 ヲ有 ス,レ隆起 ヲ認

メ、顯微鏡 的 ニハ淋 巴組織 内二稽 く大ナ,レ範園 二類

上皮細胞 ノ浸潤 ヲ認 メタ レ ドモ、共攣 化高度 ナラズ。

周 園 ノ反鷹殆 ン ド認 ムベキモノナ シ。腸管他部 二於

テハ攣化 ヲ認 メ ズ。

腸 間膜腺蛇 ビニ肝門腺。雨者殊 二腸 間膜 腺 二於 テ高

度 二肥大 スルヲ認 メ、可成 リ大 ナ,レ結核性病竃 ノ形

成 ヲ見 タルモ、乾酩檬 攣性 ヲ示サ ズ。

第638號 海獲

腸管。小腸上部 ノー パイエルレ氏斑 二於 テ非常 二小 ナ

ルレ黄色斑iヲ認 メ、顯微鏡 的 ニハ淋 巴組織 ノー部 二於

テ、周園健常組織 トノ境界比較 的明瞭 ナル類上皮細

胞 、小圓形細胞、 多数 ノ多核 白血球 ヨリナル浸潤 ヲ

認 メタ リ。盲腸 二於 テハー、ニ ノ淋 巴濾胞 二於 テ、極

ク小ナ,レ類上皮細胞結節登生 セ リ。大腸 ハ著 攣 ナシ。

腸 間膜 腺蚊 ビニ肝門腺。共 二稽 く腫脹 ン、前者 ニア

リテハ廣汎 ナル結核竈 ア リ テ 中央 部一部壊死 二階

リ、後者 二於 テハ小 ナル結 節多数 散在セ リ。

第635、636、637及 ビ639號 海猿

腸管。少数 ノ腸管淋巴装置 二於 テ±曾殖像 ヲ呈ス,レヲ

見タ レドモ、定ff,Vfi」tl結核性攣 化 ヲ惹起 セ シモ ノ1頭
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モナ シ。

腸 間膜 腺蛇・ビニ肝門 腺。 全動物 二於 テ夫 々結核性病

憂 ヲ起 ス ヲ認 メ、其 多激 ハ極輕 度 ノ攣化 ヲ起 スー止

マ リシモ、表 二示 ス如 ク、 一、ニ ノ淋 巴腺 二於 テハ

廣汎 ナ,レ結核浸潤 ヲ起 シ、 且乾酪様攣性 ヲ認 ム。

成績 小 括

以 上 ノ實 瞼 二於 テ見 ル ニ、 海 狸 二於 テ、豫 メ 「チ

フ ス」拉 ビ ニ赤 痢 死菌 ノー 定 量 テ注 射 シ、然 ル後

二人 型 結 核 菌 ノ大 量 テ経 口的 二感 染 セ シメ、 腸

結 核 ノ登 生 テ封 照 獣 ト比 較 セ シニ、 其 数 二於 テ

ハ、 封 照 獣 ノ全6頭 中2頭 ノ腸 結 核 嚢 生 テ見 タ

ル ニ封 シ、 「チ フ ス」死 菌 注射 群 ニ ア リテハ全5

頭 中3頭 二於 テ腸 結 核 ノ登 生 テ見 タ リ。 而 シテ

其 攣 化 ノ程 度 ハ、 封 照 群 拉 ビ ニ「チ フ ス」死 菌 注

射 群 ニ ア リテ・・、 総 テ極 輕 度 ナ ル ニ反 シ、 赤 痢

死 菌 注 射 群 ニ ア リテハ、 其 中1頭 二於 テ特 二高

度 ノ攣 化多 登 セ ル テ見 タ リ。

即 チ、 之 ニ ヨ リテ見 ル ニ、 「チ フス」死 菌 注 射 ハ

腸 結核 護 生 二大 ナ ル影響 ラ與 フル モ ノ ト云 フテ

得 ザ ル モ、 赤 痢 死 菌 注 射 ハ腸 結 核 ノ登 生 ラ梢 ≧

促 進 スル モ ノ ト考 フル ヲ得 ル ナ リ。 而 シ テ本實

験 テ前 述 ノ坂 村 氏 ノ家 兎 二於 ケ ル實 験 成 績 二徴

ス ル ニ、 使 用 動 物 、 」實験 方法 、 菌 毒 、 死 菌 等 ノ

相 違 アル モ、 大 龍 二於 テー 致 スル テ見 ルモ ノー

シテ、 其 読 明 トシテ坂 村 氏 ハ、 赤 痢 菌毒 ハ 「チ

フ ス」菌 毒 ヨ リモ、 腸 管 二封 ス ル親 和 力大 ナ ル

タメ、盟 内 二輸 入 セ ラ レタ ル菌 毒 ガ、特 二腸 管

粘 膜 テ刺戟 シ、 偶 然 血 中 ヨ リ來 ル結 核 菌 ヲ張 ク

貧 食 ス ル ー ヨル モ ノ ト附 言 セ シガ、 余 バー 面 二

此 説 ノ可能 性 ヲ信 ジル ト共 二、 全 身 的影 響 ニ ョ

ル事 テ モ考 フ。

第十一節 圭要養素 ヲ偏食 セシ

メタ ル海狽 二於 ケル實験

結 核 ト食 餌 ノ關係 二就 キ テ・・各 方 面 ノ研 究 アル

モ、 特 二之 二關 シ テハ長 濱 氏㈹ ノ詳 細 ナ ル報 告

ア リ。 即 チ之 ニ ヨ レバ、 蛋 白性 主 食 ガ含 水 炭 素

性 圭 食 ヨ リ結 核 病 機 轄 ノ進 行 ラ遷 延 シ、 幾 分 之

ヲ抑 歴 スル傾 向 アル モ ノ ト云 ヘ リ。

余 ハ海 瞑 二於 テ、 含 水炭 素、 脂 肪 、 蛋 白質 テ夫

々偏 食 セ シ メテ飼 育 ス ル トキ ハ腸 結 核 ノ叢 生 二

封 シ如 何 ナ ル影 響 テ與 フル ヤ テ見 ン ト欲 シ、 次

ノ實 験 テ施 行 セ リ。

實 験 方法

本 實 瞼 動 物 ヲ第1群 ヨ リ第4群 二分 チ、 前 塵 置

トシ テ5週 間 夫 々次 ノ食餌 テ以 テ飼 育 セ リ。 帥

チ

第1群 。 豆 腐 粕 二加 熱 凝 固 セ シ メ タル卵 白 テ混

ジ、 之 二少 量 ノ青 草 テ混 ジテ飽 食 セ シ メ タ リ。

而 シ テ豆 腐 粕 ト卵 白 ノ割 合 ハ、最 初 ノ1週 聞 ハ

5%、 次 ノ1週 間 ハ10%、 最 後 ノ3週 間 ハ15

%ト ナ セ リ.

第2群 。 豆 腐 粕 二市 場 販 費 ノ牛 脂(へ 一.、ド)テ 混

ジ、 之 二少 量 ノ青 草 テ加 ヘ テ飽 食 セ シ メタ リ。

而 シ テ豆 腐 粕 ト牛 脂 ノ 比 ハ 最 初 ノ1週 間 ハ1

%、 次 ノ2週 間 ハ2%、 最 後 ノ3週 間 ハ3%ト

ナ セ リ。

第3群 。 豆 腐 柏 二澱 粉 テ混 ジv少 量 ノ青 草 ト共

二投 與 シ、 飽 食 セ シメ タ リ。 而 シ テ豆 腐 粕 ト澱

粉 ノ比 ハ、 最 初 ノ1週 間 ハ5%、 次 ノ1週 間 ハ

7%、 最 後 ノ3週 間 ハ10%ト ナ セ リ。

第4群 。 以 上 ノ3群 ノ封 照 ニ シテ、 終 始 豆 腐粕

二、 軍 二青 草 テ混 ジ タル海 狽 ノ尋 常 食 テ以 テ飼

育 セ リ。

9Pチ 以 上 ノ食 餌 テ以 テ5週 間 飼 育 シ タル後 、人

型 結 核 菌50.0殖 テ消 息 子 ラ以 テ胃 内 二注 入 シ、

夫 々一 定 時 日 ノ後 解 剖 二附 セ リ。而 シテ菌 感染

後 ハ全 部 第4群 同様 ノ尋 常 食 テ以 テ飼 育 セ リ。

「備 考 」 各 群 トモ
、前 塵 置 中 食 慾 ノ衰 フル テ

見 ズ、封 照群 ト略k同 量 ノ食餌 テ囁iリ、禮 重

ノ増 加 率 二於 テモ大 差 ナ カ リ シモ
、 唯 脂 肪飼

育群 ニ ア リテノδ、飼 育 開 始 後数 日 ヲ経 タル ト

キ ヨ リ、 全 身 二多量 ノ脂 肪 ヲ分 泌 シ
、皮 膚 光

澤 テ帯 ビル ニ至 リ シバ他群 ト異 ル所 ナ リ。

術本 實 験 二於 テハ動 物 飼 育 中寒 氣 烈 シ ク、 タ

メニ 多撒 ノ動 物 艶 死 セ リ。

實 験 成 績

艦 重 、 レー メル氏 反 慮 、 解 剖 攣 化 テ大 略 次 二表
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(第 19 表)

群物動

B5號番物動

性

最 初

薗 感 染前
重 解 剖 前

∠反 最 初
氏磨 解 剖 前

薗感染後経過週数

解

班立
ロ

攣

小腸 上部

小腸 中部

小腸下 部

盲 腸

大 腸

腸 間膜 腺

肝

臓
動
「臓

脾
「影

門 腺

臓

化

蛋白質飼育群

1肝 臓

腋 需 腺

氣 管枝 腺

1頸 腺

♀
励
覇
酉

冊
5

517

へ♂

270

400

痴

下
τ

十i十一1

十

〇.5
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♂

270

410

370

柵

6

bs十

bs十

土
土
五

+
土
土

βり万0

一1一

示 ス。

解 剖 所 見

第1群(蛋 白質飼育群)

第519號 海狸

一1・+

一bs+bsキir十 十

519

♂

526

♂

260 26')

340 320

385 340

一 一

冊 柵

6 5

十 一

一 =
}
什

一
一

一
『 一

一

一 =

十

一

十

〇.6

十

一

十

〇.7

一 十

一 一

1十

=一
『
r十十

一

Ibs十

骸=

脂 肪 飼 育 群

」塑L璽
♂!斗

310

440

455

惜

5

十

十

十

〇.8

朴

十

bs十十闇

i26・

lll

讐

十

〇.6

　　　 ロ　
-i一

腸 管。 小 腸 上 部 蛇 ビ ニ下 部 ヲ通 ジ、 数 個 ノ パ イエ ル

氏 斑 内 二粟 粒 大 、 圓形 ノ隆起 ヲ認 ヌタ リ。 顯 微鏡 的

一ハ 下部 ノゴ 氏 斑 二於 ケ ルレ攣 化最 モ大 ニ シテ、 淋 巴

組 織 内 二、比 較 的限 局 性 ナ レ ドモ可 成 リ大 ナ ルレ類 上

皮細 胞浸潤 竈 ア リ テ、 此 部 分 ノ腸 粘 膜 輕 度 二充 血 セ

リ。 然 レ ドモ未 ダ壊 死 ヲ示 サ ズ。 其 他 ノパ氏 厩 二於

ケ ノレ攣 化 モ 略 く之 二似,レ モ、 敦 レモ之 ヨ リハ病 竈 部

位 狭 少 ナ リ。

腸 間 膜 腺 蛇 ビ ニ肝 門 腺 。 前 者 二於 テ ハ稽 く肥 大 シ、

数 個 ノ小 結 節 存 在 ス ノレヲ認 メ シモ、 後 者 二於 テ ハ著

攣 ナ シ。

第513、517拉 ビ ニ518號 海 獲

腸 管。 全3頭 ヲ通 ジ、 二 、 三 ノ腸 管 淋 巴 装 置 二腫 大

スル モ ノ ヲ認 メ シモ、 特 異 ナ ル結 核 性 病 竈 ヲ形 成 セ

シ モ ノナ シ。

532

丁
亜
鐘
435

旦

6

土
土
土
㏄

1含水炭素備 酬

十

bs十

bs十

十
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群
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2601250
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3351270
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一 一

1十什
1十 十
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一 一
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一
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1

1-一

+i+

十

一1十

}_
十

0.9 0.7

一
一 一十

一 一1

一1-

「

-bs+
=に 一

腸間膜腺蛇 ビニ肝門腺。 表 二示ス如 ク、大部分 二於

テ輕度 ノ結核性攣化 ヲ認 メ シモ、第513號 虹 ビニ第

519號 海狸 ノ肝 門腺 二於 テ・・著攣 ヲ認 メズ。

第2群(脂 肪飼育群♪

第535號 海猿

腸管。 小腸下部 二於 ケルー パ イエル氏厩 二於 テ、帽

針頭 大 ノ黄色斑 ア リテ、顯微鏡 的ニハ淋 巴組織 内 ニ

テ腸 管筋暦 二接 シ、小 ナル類上皮細胞浸潤竈 ヲ認メ

タ リ。周園 ノ反磨殆 ン ドナ シ。共他 ノ腸管部 位 二於

テ・・何等 ノ攣化 ナ シ。

腸間膜腺虹 ビニ肝門腺。共 二腫 大 シ、 夫 々定型 的結

核竃 ヲ認 ムルモ、前者 ノ病攣特 二高度 ニシテ、廣汎

ナルレ類上 皮細胞浸潤竈 ヲ形 成 セ リ。

第526529、531及 ビ532號 海瞑

腸管。一般 二腸管淋巴装置 ノ腫大 スルモ ノヲ認 メ ン

モ、定型的腸結核 ノ登生 ヲ見 ンモ ノナ ン。

腸間膜腺蛇 ビニ肝門腺。表 二示ス如 ク、夫 々輕度 ノ

結核性病攣iヲ起 スヲ見 タレ ドモ、第526及 ビ531號

海狸 二於ケル肝 門腺ハ何 等 ノ攣化 ヲ認 メズ。
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第3群(含 水炭素飼育群)

第540、542、544及 ビ518號 海狸

腸 管。 含水炭素 飼育群全4頭 ヲ通 ジテ、一 モ定型 的

腸結核 ノ獲生 ヲ見シモ ノナ ク、唯僅 カニ腸管淋 巴組

織 ノ肥 大 シ、増殖 像 ヲ呈ス ルレモノア リシノミ。

腸 間膜 腺蛇 ビニ肝門腺。夫 々表 二示 ス如 ク、結核性

攣牝 ヲ呈 シ、殊 二第544號 海狸 二於 ケル肝門腺 ノ如

ク精 く廣 汎 ナ,レ類上皮細胞浸潤 ヲ認 メ シモ ノアル

モ、第540及e"542號 海瞑 ノ肝門腺 二於 テハ何等 ノ

攣 化 ヲ呈 セズ。

第4群(劃 照群)

第549號 海狸

腸管。小腸上部 ノー一パイエルレ氏斑 二於 テ粟粒大 ノ黄

色隆起 ノ存在 スル ヲ認 メ、顯微鏡 的ニハ淋 巴組織 内

二於 テ納 ミ大ナ ル類上皮細胞浸潤竃 ア リテ、此部分

ノ腸粘膜極輕度 二充血 セ リ。

腸間膜腺蛇 ビニ肝門腺。敦 レモ稚 く腫大 シ、 多鐵 ノ

小結節 ノ形成 ヲ認 メタ リ。

第551、552、553及 ビ551號 海猿

腸管。淋 巴装 置 ノ増殖 ヲ認 メタルラ ノアルモ、定型

的腸結核憂 化 ヲ惹起 セルレモ ノナ シ。

腸 間膜 腺蛇 ビニ肝 門腺。第552號 蛇 ビ』二553號 海狸

二於 ケル肝 門腺 ノ無攣 化ナJレヲ除ケバ他 ハ敦 レモ輕

度 ノ結核性攣 化 ヲ起 シ、圭 トシテ小 結節 ノ形成 ヲ見

タ リ。

成績小括

以上、海猿二於テ豫 メ、蛋 白質、脂肪或ハ含水

炭素テ加ヘタル食餌テ以テー定期間偏食飼育ヲ

行 ヒタル後、其封照蹴 ト共 二人型結核菌 ノ大量

テ経口的二感染セシメ、一定時日ノ後解剖 二附

シ、腸結核 ノ號生頻度 テ検索 シタリシニ、封照

獣二於テ全5頭 中1頭 ノ腸結核登生 テ見タルニ

封 シ、蛋白質飼育群 ニアリテハ全4頭 中1頭 、

脂肪飼育群 ニアリテハ全5頭 中同 ジク1頭 ノ腸

結核登生テ認 メ、含水炭素飼育群 二於 テハ全頭

4中1ツ モ之テ認 メザル結果テ得 タリ.而 シテ

登生セシ腸結核 ノ攣i化モ、蛋白質飼育群 二於 テ

梢 ≧高度 ノモノ1例 ラ見タルバ ニシテ他ハ総

テ頗ル輕度 ノモ ノナリキ。

即子是等 ノ事實 ラ綜合観察 スル トキハ、蛋白質

拉 ビ ニ脂 肪 テ偏 食 セ シ メタ ル海 狽 ノ腸 結 核 登 生

卒 ハ封 照獣 ト同程 度 二極 メテ低 久 含 水 炭 素 飼

育 群 二於 テハ更 二低 卒 ナ ル モ ノ ト云 フ 可 キ ナ

リ。 然 レ ドモ元 來 本 實 瞼 二於 テ ハ各 群 ノ腸 結核

登 生撒 少 久 且 其攣 化総 テ輕 度 ナ リ シ タ メ、假

令 一 、 ニ ノ群 二於 ケ ル腸 結 核 ノ登 生 敷 ガ他 二比

シテ僅 ヵ 二凌 駕 ス ル ヲ示 シ、 又或 群 二於 テ全 ク

其 畿 生 テ見 ザ ル ゴ トア ル トモ、 夫 ラ以 テ腸 結核

ノ登 生 二特 別 ノ影 響 ヲ及 ボ シタ ル モ ノ ト考 フル

能 ハ ズ。 含 水炭 素飼 育群 二於 テ腸 結 核 ノ畿 生1

例 モ ナ カ リ シバ、 寧 ロ偶 然 ト考 フル ガ當 テ得 タ

ル モ ノ ト云 フベ キ ニ シテ、 要 ス ル ニ、 是 等 主要

三養 素 ノ偏 食 ハ腸 結 核 ノ登 生 二著 明 ナ ル影 響 ラ

與 ヘ ザ ル モ ノ ト見 ル ベ キ ナ リ。 但 シ感 染 後 モ偏

食 テ綾 行 セ ベ 其 影 響 二多 少特 記 ス ベ キ事 アル

ヤ テ計 ラ レズ。

第十二節 登生セ シ腸結核 呂射

スル諸種 ノ影響

既述 ノ如 久 實 験 的 二小 動物 二腸 結核 ラ惹 起 セ

シム ル コ トハ、 比 較 的 困 難 ナ リ トセ ラ レ、 夫 ガ

系統 的検 索 テ行 ヒ シ文 獣 ハ、實 二i蓼々 タ ル感 ア

リ シモ、更 二、 既 二登 生 セ ル腸 結 核 病竈 二封 ス

ル諸 種 ノ影 響 二關 ス ル實 験 的 研 究 二就 キ テ ハ、

全 ク其 報 告 二接 セザ ル ナ リ。

余 ハ前記 各 節 二於 テ詳 述 セ シ如 ク、 海 狸 二於 テ

種 々 ナ ル條 件 ラ與 ヘ タ ル後 、 人 型 結核 菌 ノ経 口

感 染 テ行 ヒ、 或 條 件 ノ下 二於 テ ハ特 二腸 結核 ノ

登 生 ヲ促 進 スル テ見 タ ル ト共 二、何 等 前 鬼 置 テ

施 サ"ル 健 康 海狸 二於 テ モ、経 口感 染 菌 量 ガ大

量 ナ ル トキ ハ、 時 二腸 結 核 ノ嚢 生 ス ル コ トヲ確

カ メ得 タ ル ラ以 テ、 本 節 二於 テ ハ、 健 康 海 狸 二

於 テ、 先 ヅ結 核 菌 ノ経 口感 染 テ行 ヒ、 一 定 時 日

ラ経 タ ル後 、蕪 糖 飼 育 、 「ツベ ル ク リ ン」注射 、

「カル ミン」溶 液 注射 、 巴 豆 油 強 制 試 食 等 ノ各種

操 作 テ施 シ、 以 テ既 二登 生 ノ推 定 セ ラ レ タル腸

結 核 二封 スル是等 ノ影 響 テ観 察 セ ン トス。

實 験 方 法

前 記 各實 験 二於 テ行 ヒ シ成 績 二鑑 ミ、腸 結 核 ノ
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襲 生 ハ 翫 二結 核 菌 ノ経 口感 染 後 、3週 間 ニ シテ

認 メ シ事 實 、拉 ビニ結 核 菌 経 口感 染 後 ノ経 過 日

撒 ト、 腸 結 核 螢 生 卒 バ ー致 セザ ル鮎 ヨ リ、 是 等

腸結 核 攣 化 ハ菌 経 口感 染 後短 時 日ニ テ登 生 シ、

其後 二於 テ新 タ ナ ル登 生 テ見 ル コ トノ・稀 ナ ル モ

ノ ト考 ヘ ラル ・ラ以 テ、余 ハ先 ヅ健 康 海 狽 二於

テ生 人 型 結 核 菌50.0涯 テ消 息 子 テ 用 ヒテ 胃 内

二注 入 シ、3週 間 ラ経 タル後(腸 結 核 既 二護 生 セ

シ時期),後 述 ノ種 々 ノ操 作 テ施 シ、 一 定 時 日 ノ

後 之 ラ解 剖 シ、 是 等 二於 ケル腸 結 核 病 攣 ト、菌

経 口感 染 ラ行 ヒ シ ノ ミニ テ何 等 ノ操 作 テ行 ハ ザ

ル封 照 海 狽 二於 ケ ル病 攣 トラ比 較 検 索 セ リ。

而 シテ全 動 物 ハ同 日二結 核 菌 感 染 ラ行 ヒ、3週

間 テ経 タル同 日 ヨ リ各群 ニ ツキ テ夫 々操 作 テ行

(第

ヒ、菌 感染 後6週 間 ラ経 テ全 部 テ解 剖 二附 シタ

リ。 術 本 節實 験 二於 テハ全 動 物 テ5群 二分 チ、

中1群 テ他 ノ4群 二封 スル封 照 トナ セ リ.以 下

各群 二於 ケ ル實 験 成 績 テ、 項 テ分 チ テ述 ベ ン ト

スo

第 一 項 封 照 試 験

本 實験 ハ他 ノ4群 二封 スル共 通 ノ封 照 トナル ベ

キ實 験 ニ シテ、即 チ健 康 海 瞑 二人 型 結 核 菌50.0

彪 テ嚥 下 セ シメ、 其 経 過 中何 等 ノ操 作 ラ行 フ コ

トナ シニ、感 染 後6週 間 テ経 テ解 剖 二附 セ シモ

ノナ リ。

實 験 成績

膿 重 、 レー メル氏 反 鷹 、解 剖攣 化 ラ大 略 次 二表

示 ス。

20表)

1

動 物 番 號 761 762 763 764 765 766 767 769 770 772 773 774

性 ♀ ♂ ♀ ♂ 辛 ♀ ♂ ♂ ♀ ♂ ♀ ♂

膿

重

最 初 270 300 290 300 255 310 250 280 310 260 300 280

3週 間 後 285 295 310 320 230 325 255 300 265 250 300 290

解 剖 前 380 320 380 390 245 405 290 320 320 300 350 310

レ

長
反
慮

最 初 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 [
一 一

3週 間 後 柵 帯 十十 帯 惜 十十 柵 朴 十十 柵
;帯!什

解 剖 前 柵 柵 冊 柵 柵 十 柵 什 柵 柵 柵1什
F

菌感染後経過週数 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 616

'

解

剖

攣

化

小腸 上部 十 一 一 一 什 一 一 一 一 一
」

一 一

小腸 中部 十 一 一 一 什 一 柵 一 十十 一 一1一

小腸 下部 什 一 一 一 什 一 十 一 一 一
[

十1一

盲 腸 一 一 一 一 十十 一 十十 一 一 一

}-1

_1_-
1

大 腸 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

腸 間膜腺 柵 骨 十十 什 什 什 柵 柵 帯 柵 柵 十十1

肝 門 腺 十 十十 十十 柵 十十 十 柵 十 什 柵 ++1柵

脾 臓 十十 十十 什 什 柵 十 冊 十十 十十 十十 柵1卦

(ソ ノ重 サ) 0.7 0.9 0.7 0.6 2.5 0.6 0.8 0.7 0.7 0.8 1.5 0.7

肺 臓 一 十 十 十 十 一 十 一 一 十 十1-一

肝 臓 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 「

膝 曇 腺 1十十 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

腋 窩 腺 一 一 1十 一 一 一 一 r十 一 一 r十1一

氣管枝 腺 一 bs十 一 r十 r十 一 r十十 一 一 bs十 r十1十 十 一

頸 腺 r十十 一 bs十 十 1)s十 bs十 bs十 十 bs十 bs十 一 一 r十1r十1

解 剖 所 見

第761號 海瞑

腸管。小腸起始部 二於 ケルレパイエル氏斑、及 ビ同 中

部 蛇 ビ ニ下部 二存 ス ルレパ氏 斑 夫 腫々 大 シ、 黄 色 ノ隆

起 ア リテ、 粟 粒 大 ノ圓 形、 或 ハ不 規 則 ニ シテ地 固 状

ヲ呈 ス,レモ ノ等 ヲ認 メ シモ、 共 程 度 執 レモ甚 ダ シ ク
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ハ高度ナ ラズ。 顯微 鏡的 ニハ夫 々淋巴組織 内二於 テ

比較 的廣 汎ナルレ類 上皮細胞浸潤 ヲ起 セ シモ、乾酪様

攣性 ヲ呈スルレモ ノナシ。 周園 ノ反慮 亦僅微 ナ リ。

腸問膜腺蛇 ビニ肝 門腺。前者ハ著 シク腫大 シ、 中心

壌 死ヲ件ヘ ルレ廣汎 ナル結核竈 ヲ認 メ、後 者ハ稽 く腫

脹 シ、小結節存在 セ リ。

第765號 海狸

腸管。小腸 二於 テハ、上、 中、下各部 ヲ通 ジテ、多

数/パ イエノレ氏斑 二黄色斑或 ハ隆起 ヲ見、共形多 ク

ハ圓形 ニ シテ、大 ナJレモノニ於 テハ直径約1・5粍 ア

リ。顯微鏡 的ニハ淋 巴組織 内二於 テー般 二、精 く廣

汎 ナル類上 皮細胞浸潤 ヲ認 メ、其部 ノ腸粘膜充血 ヲ

呈ス,レモ ノアルモ、乾酪様攣性 二昭 ルモ ノナ シ。盲

腸 二於テモ亦、撒 個 ノ淋 巴濾胞 二於テ同様 ノ攣化 ヲ

認 メシモ ノアルレ他、特 二1個 ノ淋 巴濾胞 二於テハ小

ナ,レ結節多倣癒 合 シ、大 ナ,レ病 竈 ヲ形 成 ス,レモ ノヲ

認 ム。大腸ハi著攣 ナ シ。

腸間膜腺蛇 ビニ肝門腺。敦 レモ可成 リノ程 度 二腫大

シ、大 ナル類上皮細胞浸潤 竃 ヲ形 成 セシモ、 乾酪様

攣性 ヲ起 サズ。

第767號 濁 冥

腸管。小腸 中部 ノ3個 ノパイエ'レ氏虎 二稽 く大 ナ,レ

不規則地圖状 ノ黄色斑 ア リ。顯微鏡的 二・・淋巴組織

内二廣汎 ニ シテ殆 ンド健常組織 ヲ認 メ得 ザルレ迄 二高

度 ノ類上皮細胞浸潤竈 ヲ認 メ、其 中1個/バ イエル

氏斑 二於 テ・・中央部一部乾酪様墾萎性 ヲ示 セ リ。周園

ノ反磨 ノ、執 レモ輕度 ニ シテ、圭 トシテ腸粘膜 ノ充血

ヲ呈ス.共 他小腸下部 二於 テハ最終端 二存 スルざ 氏

斑 二、 非常 二小ナル類上皮細胞結節 ヲ認 メタ リ。盲

腸 ニアリテハ、2個 ノ淋 巴濾胞 二於 テ輕度 ナ)t・モ、

稽 く廣 範圃 ノ結核性浸潤 ヲ認 ム。大腸 ハ著攣 ナシ。

腸間膜 腺蛇 ビニ肝門腺。共 二著 シク腫大 シ、廣汎 ナ

ツ類 上皮細胞浸潤竈 ヲ認 メ、敦 レモー部分乾酪檬攣

性 ヲ起 セ リ。

第770號 海狸

腸管。小 腸中部/1個 ノパ イエルレ氏斑 二 直径約2.0

粍 ノ圓形 ノ黄 色隆起 號生スル ヲ認 メ、顯微鏡 的ニハ

同淋巴組織 内二廣 汎 ナ,レ類上 皮細胞浸潤 ア リテ、健

常淋巴組織 ハ其周邊 二僅 カニ淺存 ス。而 ンテ此部 ノ

腸粘膜充血 ヲ呈スノレモ、乾酪様攣性 ヲ示サズ。其他

ノ腸管部位 二於 テハ著攣 ナジ。

腸 間膜腺蛇ぜ 二肝門腺。共 二高度 二腫大 シ、廣 汎 ナ

ル結核竈 ア 蔓テ、 中央部乾 酪様攣性 ヲ示 ス。

第773號 海狸

腸 管。 小腸下部 ノーパ イエルレ氏痴 二非常 二小 ナノレ類

上皮細胞 結節 ノ存在 セルヲ認 メタルノ ミニンテ、共

他 ノ腸管部位 二於 テハ著攣iナン。

腸間膜腺蛇 ビニ肝門腺。共 二腫大 ン、廣汎 ナ,レ結核

病竈 ヲ認 メ、殊 二前者ハ乾酪様攣性 ヲ呈セ リ。

其他 ノ海猿

腸管 二於 テハ結核性墜化 ノ登 生 ヲ認 メズ。

成 績 小括

以 上 ノ實 験 テ見 ル ニ、 本 封 照試 験 二於 テハ、結

核 菌 ノ経 口感染 後 、何 等 ノ庭 置 ヲ施 ス コ トナ ク、

6週 間 テ経 タル後 解 剖 セ シニ、全12頭 中5頭 二

於 テ腸 結 核 ノ登 生 ス ル テ認 メタ リ.元 來 本節 實

験 二於 テハ 、腸 結 核 ノ登 生 卒 ラ論 ズ ル ニ ア 乏ズ

シテ、 腸 結 核 攣 化 ノ程 度 テ比 較 探 究 ス ル ゴ トラ

目的 トス ル テ以 テ、腸 管 二結 核 攣 化 テ呈 セザ ル

動 物 テ除 外 シ、 軍 二腸 結 核 登 生 テ見 シモ ノニ就

キテ其 攣 化 テ観 察 ス ル ニ、5頭 ノ中2頭 ハ輩 二

1個 所 二於 ケル腸 結 核 ノ號 生 テ認 メ、 他 ノ3頭

ニ ア リテ ハ、 小 腸 、 盲 腸 ヲ 通 ジテ 多 襲 ス ル ラ

認 メ タ リ。 而 シテ其 等 ノ攣 化 ノ程 度 ハ、 第773

號 海 狽 二、 小 ナ ル弧 立 結 節(+)テ 認 メ シ以 外 ハ

殆 ン ド大 多数 二於 テ廣 汎 ナ ル結 核 竈 ノ形 成(升)

ラ見 タル モ ノニ シ テ、 大 禮 二於 テ著 明 ナ ル腸結

核 攣 化 ト考 ヘ ラル ・モ、 乾 酪 様 攣 性 ヲ惹 起 スル

ガ 如 キ高 度 ノ攣 化(柵)ハ 第767號 海 狽 ノ小腸 中

部 二 荏 スル パ イエ ル氏 斑1例 二於 テ認 メ タル ノ

ミナ リ。

即 チ以 上 ノ結 果 ニ ヨ リテ、 此 場 合 ノ腸 結 核 憂 化

ハ、 極 輕 度 及 ビ高 度 ノモ ノ各 ユ例 ア リ シモ、大

多撒 二於 テ中等 度 ノ攣 化 テ呈 スル コ トテ観 察 シ

得 タル ナ リ。

(是等 ノ憂 化 テ基 本 トシテ、以 下述 プ ル各種 操 作

テ施 セ ル海猿 二於 ケル攣i化 ヲ論 ゼ ン トス)。

第 二 項 薦 糖 飼育 試 験

前第 六 節實 験 二於 テハ、 「アチ ドー ジ ス」ハ腸 結

核 嚢 生 テ著 シ ク促進 スル コ トラ謹 シ得 タル ガ、

本實 験 二於 テ ハ、 「ア チ ドー ジス」ガ既 存腸 結 核



第6號 】 梅谷=腸 結核登生 二關 スル實験的研究 391

二封 シ如何 ナ ル影 響 ラ有 スル ヤ テ見 ン トシ、 次

ノ實1験ラ施 行 セ リ。

本 實 験 動 物 ハ、 封 照 試験 同様 、結 核 菌50.0延 ラ

胃 内 二注 入 シ、3週 間 ラ経 タル時 ヨ リ解 剖 時 二

至 ル期 間 、 豆腐 粕 二蕪 糖 ノー 定 量 テ混 入 シ タル

食 解 テ以 テ飼 育 シ、 菌 感染 後6週 間 テ経 テ解 剖

二附 シ、 腸 管 二於 ケ ル結 核 攣 化 ラ検 シ、 以 テ既

二腸 結核 テ登 生 シ居 レル海狽 二、3週 間 二亙 リ

テ蕪 糖 加 食 餌 テ以 テ飼 育 シ、 食餌 性 「アチ ドー

(第 21

ジス」ラ惹 起 セ シム ル トキ ハ、腸結 核 二如何 ナル

影 響 テ與 フル ヤ ヲ観 察 セ リ.而 シテ豆腐 栢 二混

入 セル蕉 糖 ノ量 ・・、 最 初 ノ1週 間 ハ7・o%、 次

ノ2週 間 ハ10.0%ト ナ シ、常 一 飽 食 セ シメ タ

リ。

實 験 成績

膿 重 、 レー メル氏 反 慮 、解 剖攣 化 テ大 略 表示 ス

レバ次 ノ如 シ。

表)

動 物 番 號

禮

重

レ
瓦

反

性

最 初

施置開始前

解 剖 前

最 初

庭置開始前

解 剖 前
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解

」立
口

憂

化

小 腸上 部

小 腸 中部

小腸 下 部

盲 腸

大 腸

腸 間膜 腺

肝 門 腺

脾 臓'

(ソノ重サ)

肺 臓

肝 臓

腋 窩 腺

氣 管枝腺
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解剖所見

第703號 海痩

腸管。 小腸 二於テハ中部 ノー パ イエル氏舟、盲腸 二

於 テハ2個 ノ淋 巴濾胞、大腸 二於 テハ起始部 二存 ス

,レ淋巴組織 内二、夫 々帯黄色隆起 ノ登生スルレヲ認 メ、

是等 ・・其大 イサ中等度 ニ ンテ、其形不規 則地 圖状 ヲ

呈 シ、殊 二大腸 二於 ケルレモノハ最モ著明ニ シテ、特

二硬 ク鱗 感セ リ。顯微鏡的 ニハ執 レモ、淋 巴組織 内

二廣汎 ナル類 上皮細胞浸潤竈 ヲ形成 シ、特 二大腸淋
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r柵1十 十

bs十十

巴組織 二 於 テハ稽 ミ大ナ,レ部 分乾酪様憂性 二 昭 レ

リ。

腸 間膜 腺並 ビニ肝門 腺。共 二高度 二腫大 シ、殆 ンド

健 常組織 ヲ認 メ得 ザル迄 二大 ナルレ結核浸潤竈 ノ存ス

ル ヲ見、殊 二前 者ハ乾酪様攣性 ヲ示 ス。

第705號 海狸

腸 管。小腸 下部 ノ2個/バ イエル氏就二、 一ノ・不規

則地 圖状、他 ハ帽針頭大鮎状 ノ黄色鳥 ア リテ、顯微

鏡 的ニハ前 者・・淋 巴組織 内二稽 ミ大ナル不規 則形 ノ
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類 上皮細 胞浸潤 ヲ認 メ、後 者ハ腸 管筋 層 二接 シ、 限

局 性 ノ類 上皮細胞 結節 ヲ認 メタ リ。 敦 レモ攣 化輕度

ニシテ、乾 酪檬攣性 ヲ認 メズ。腸 管他部 ハ著攣 ナ シ。

腸間膜腺蛇 ビニ肝門腺。 共 二著 明 二腫 大 シ、廣汎 ナ

ル結 核竈 ヲ認 メ、腸 間膜腺 二於 テハー部乾 酪様攣性

二隔 レ リ。

第710號 海狸

腸 管。小腸並 ビニ大腸 ニハ著攣 ナ シ。盲腸 二於 テハ

1個 ノ淋 巴濾胞 二帽 針頭 大 ノ黄色鮎 ヲ透覗 シ得、顯

微鏡 的 ニハ淋 巴組織 内二、腸 管筋 層二接 シ、小 ナル

限局性 ノ類 上皮細 胞結節 ヲ認 メタ リ。

腸 間膜 腺蛇 ビニ肝 門腺。共 二腫大 シ、稽 ζ廣汎 ナル

結核浸潤 竈 ヲ認 ムルレモ、甚 ダシクハ高度 ナラズ。

第713號 海狸

腸 管。小 腸ハ著攣 ナ シ。盲腸 ニテハ、数個 ノ淋 巴濾

胞 二小ナル類上皮細胞結 節 ノ登生 スル ヲ認 メ シ他、

淋 巴装置異常二壇殖 スルレヲ見タ リ。

腸 間膜腺蛇 ビニ肝 門腺。 敦 レモ高度 二腫大 シ、籏汎

ナルレ結核 竈 ノ形成 ヲ見、其程度 前者 二於 テ更 二高度

ニシテー部壌 死 ヲ示ス。

第715號 海獲

腸 管。小腸 中部 ノー パ イエル氏斑i二直径約1粍 ノ圓

形 ノ隆起、同下部 ノパ氏斑 二不規則地圖状 ノ黄色斑

ア リ。顯 微鏡 的 ニハi軌レモ淋 巴組織 内二梢穴廣 汎 ナ

ルレ類上皮細胞渡潤 ヲ認 メタルレモ 未 ダ乾酪檬攣性 ヲ

示サズ。 而 ンテ中部 二於 クルレ浸 閏・・、周園健常組織

トノ境 界明瞭 ナルモ、 下部 ノ浸 閏ノ・不規則 ニ シテ健

常 部 二侵蝕スルレ如 キ像 ヲ呈セ リ。

腸 間膜 腺蛇 ビニ肝 門腺。雨者共 二腫大 シ、大 ナル結

核病竈 ヲ形成 シ、前者 二於 テハ乾酪様縫性 ヲ起 セ リ。

其他 ノ海瞑

腸 管 二定 型的結核攣 化 ノ登 生 ヲ認 メ シモ ノナ シ。

成績 小括

本 蜜験 ノ結 果 テ通 魔 スル ニ、 海 狽 二於 テ結 核 菌

ノ大 量 ラ経 口的 二感染 セ シメタ ル後
、3週 間 テ

経 テ簾 糖 加 食餌 ラ以 テ飼 育 シ始 メ、 更 二3週 間

後 、 即 チ菌 感染 後6週 間 テ経 テ解 剖 二附 シタル

・…、 全12頭 中5頭 二於 テ腸 結 核 ノ褒 生 テ 見 タ

リ。 而 シテ是等 ノ登 生 セ シ腸 結 核 愛 化 ラ観 察 ス

ル ニ、 第710號 海 瞑 ノ軍 登 生 ナル ヲ除 ケバ他 ハ

縮 テ多{菱性 ニ シテ、其 病 攣 ノ程 度 ハ概 シテ輕 度

ノモ ノ多 ク、 乾 酪 様 攣 性 テ呈 スル如 キ高 度 ノ攣

化 ハ、 第701號 海 狽 ノ大 腸 二於 テ其1例 テ認 メ

タル ノ ミナ リ^

是 等 ノ實 験 結 果 テ、 前 記 封 照 試 験 二於 ケル成績

ト比 較 スル ニ、 雨 者 トモ ニ、1例 二於 テ高 度 ノ

モ ノ テ見 タ ル ノ ミニ シテ、 其 程 度 二殆 ン ド懸 隔

テ認 ム ル能 ハ ザ ル ナ リ。 即 チ斯 ノ如 キ結 果 テ以

テ見 レバ 、 結 核 菌経 口感染 ニ ヨ リテ登 生 セ シ腸

結 核 攣 化 ガ、 其経 過 中 二蕉 糖 加 食 餌 テ以 テ飼 育

シ タル コ トー ヨ リ特 二悪 化 セ シモ ノ ト考 フル テ

得 ズ。 換 言 ス レバ、 蕪 糖 飼 育 ニ ヨ リ 「ア チ ドー

ジ ス」テ惹 起 セ シムル トモ、 腸 結 核攣 化 二特 殊

ノ影 響 テ與 ヘ ザ ル モ ノ ト云 フベ キ ナ リ。

第三 項 「ツ ペ ル ク リ ン」注 射 試 験

結 核 罹 患 動物 二「ツベ ル ク リン」ノ大 量 ラ注射 ス

ル トキ ハ、 局所 反 慮 、全 身反 癒 テ起 ス ト共 二、

病竈 ラ刺戟 シ、 病 勢 悪化 テ來 ス コ トハ、 既 二諸

家 ノ實 験 、或 ハ 臨 躰 上 経 瞼 ヨ リ周 知 ノ 事 實 ナ

リ。

余 ハ、 本實 験 二於 テ、 健 康 海 狽 二 入 型 結 核 菌

50.0冠 テ胃 内 二注 入 シタ ル後 、3週 間 テ経 テ、

5倍 稀繹 菖 「ツベ ル ク リ ン」0.5琵 宛 テ腹 壁 皮 下

二、1週 間 ノ間 隔 テ開 ケ テ2同 、 即 チ全 量0.2

耗 ノ奮 「ツ ベ ル ク リン」原 液 テ注射 シ、 菌 感 染 後

6週 間 テ経 タ ル時 解 剖 二附 シ、 「ツベ ル ク リン」

注 射 ガ既 二號 生 セル腸 結 核 二封 シ如 何 ナ ル影響

テ及 ボ ス ヤ テ観 察 セ リ。

實 験 成績

盟 重 、 レー メル氏 反 癒 、 解 剖 攣 化 テ表 示 ス レバ

次 ノ如 シ。,

解 剖 所 見

第716號 海猿

腸管。小腸 二於 テハ中部及 ビ下部 二存 スル倣個 ノパ

イエノレ氏斑 二黄色 ノ隆起 ア リテ、一般 二大 イサ中等

度 ノ不規 則ナル形状 ヲ呈 シ、其 中、下部 ノー パイエ

2ヒ氏晦 ノ隆起特 二高度 ニシテ、多角形状 ヲナン、著

ンク硬 〃鯛感 セ リ。顯微鏡的 ニハ是 等 ハ総 テ類上皮

細胞浸潤 ヲ形成 ン、其攣化比較的高度 ニ ンテ、淋巴

組織 内 ノ廣汎 ナル部位 ヲ占メ、特 二前記 ノパ氏斑二

於 テハ中央部乾酪標墾性 ヲ惹起 セ リ。然 レ ドモ周園



'第6號 】
梅谷=腸 結核駿生二關 スル實験的研究 393

(第 22 表)

動 物 番 號

性

重

最 初

塵置開始前

解 剖 前

レ
一氏

反

最 初

塵置開始前

解 剖 前

菌感染後経過週数

解

り立
口

化

小 腸上部

小 腸 中部

小腸 下部

盲 腸

大 日
勿

最

腸 間膜腺

肝 門 腺

脾 臓

(ソ ノ重 サ)

肺 臓

肝 臓

膵 髪 腺

氣 管枝 腺

頸 腺

716

♀

290

300

320

十十

柵

6

十十

柵

十

柵

十十

柵

1.2

十

bs÷十

7・sl7・9

♀

300

285

350

柵

柵

6

十十

柵

朴

十十

柵

什

什

0.8

十

r十

bs十

1十

♀

275

300

325

十十

6

十

十十

十十

十

十十

0.8

十

1十

bs十

bs十十

720

♂

280

305

320

721

♀

290

290

320

惜
　

1十 十

十十 十十

722【723

♂

260

275

310

什

什

6 6 6

一 十十

一 十十

企

280

305

330

柵

柵

6

724

柵

♂

320

310

340

朴

什

6

帯

什

卦

0.8

十

粁

粁

什

0.7

:

bs十十 1十

bs十十

十

十

十

0.7

柵

柵

十十

1.0

十

bs十 十

什

什

十十

1.0

1十lbs十

726 ・2sl73・

♀ ♀

310i330

300

325

十十

十十

6

十十

十十

十

0.7

十

十

bs十十

325

400

柵

柵

6

十

柵

柵

十十

十

1.0

十

r十

bs十十

♂

310

305

325

十十

柵

6

十

粁

0。9

r十

ノ反慮 ハ敦 レモ輕度 ニンテ、僅 カニ其部 ノ腸粘膜充

血セ シノミ。盲腸 ハ著攣 ナン。大腸 二於 テハ盲腸 ヨ

リ移行スJレ部分 ノ淋巴組織内 二小ナルレ類 上皮細胞浸

潤 ヲ認 メタ リ。

腸 間膜腺蛇 ビニ肝 門腺。共 二高度 二肥大、腫脹 ン、

大 ナル結核竈 ヲ形 成スルレト共 二、腸 間膜 腺二於 テハ

ー部分乾酪様攣性 二昭 レ・リ。

第718號 海狸

腸管。小腸 、盲腸 ヲ通ジ テ多数 ノ淋 巴濾胞 二、不規

則地圖状、或 ハ大ナル圓形 ヲナ シテ淋 巴濾胞 ノ大部

分 ヲ占ムル黄 色 ノ隆起 ア リ。是等 ハ、顯微鏡的 ニノ・

総 テ淋巴組織 内 二 廣汎 ナル類上皮細胞浸潤 ヲ形 成

シ、特二小腸 中部 二於 ケルモ ノハ 中央部稽 ミ大 ナルレ

範園 二於テ壌 死 ヲ來 シ、共部 ノ漿膜著 ンク肥厚、充

血 セ リ。

腸間膜腺蛇 ピニ肝門腺。高度 二腫大 シ、共 二大 ナノレ

結核竈 ヲ形成 シ、特 二腸間膜腺 二於 テハー部乾酪様

攣性 ヲ示セ リ。

第719號 海狸

腸管。小腸 ニア リテハ下部 二於 ケルレ数個 ノパイエル

氏斑 二、帽 針頭大 ノ小 ナル類 上皮細胞結節存在 ン、

盲 腸 二於 テハ1個 ノ淋 巴濾胞 二於 テ比較的大ナ)1・t不

規 則 ノ形 ヲ呈 スル黄色斑 ヲ認 メ、顯微鏡 的 ニハ之が

精 ミ廣汎 ナ,レ類上皮細胞浸潤竈 ヲ形 成 セシモ、共程

度 著 シクハ高度 ナラズシテ、1例 モ乾酪様攣性 ヲ呈

.ス ルレモ ノナ ン。大腸 ハ異攣 ヲ認 メズ。

腸 間膜 腺蛇 ビニ肝門腺。 前者 二於 テ ハ 高度 二腫大

シ、大 ナルレ類 上皮細胞寝潤竈 ヲ認 メ、後 者 二於 テハ

精 ミ肥大 シ、皮質部 二小 ナル結節存在セ リ.

第721號 海狸

腸 管。小腸 二於 テハ上、 中、下部 ヲ蓮 ジテ、多敷 ノ

パイエル氏斑 二於 テ黄色 ノ隆起 ノ獲 生セル ヲ認 メ、

是 等 ノ隆起 ハ圭 トシテ直径1粍 前後 ノ圓形 ヲ呈スルレ

モ、小腸最終端 ノバィエ,レ氏厩 二於テハ稽 く大 ニ ン

テ、直径約2粍 二及 プ不規則 ナ)1/多角形状 ヲ呈セ リ。

…顯微鏡的 ニハ是等 ノ多 クハ淋巴濾胞 内 二於 テ稽 く大

ナル、周困健常組織 トハ比較 的明瞭 二境 界セ ラル ・

類 上皮細胞浸潤竈 ヲ形成 シ、小腸最終端 ノパ氏厩 二
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於 テハ特 二中心壌死 ヲ來 シ、此部 ノ腸粘膜稽 く充血

セ リ。盲腸拉 ビニ大腸 二於 テハ憂化 ナシ。

腸 問膜 腺蛇 ビニ肝 門腺。 雨者共 二腫 大 シ、稽 ζ大 ナ

ル結核竈 ノ形成 ヲ見タ リ。

第728號 海狸

腸管。小腸 中部及 ビ下部各1個 ノパ氏斑 二於 テ、極

メテ小 ナルレ鮎状 ノ黄色厩 ア リテ、顯微鏡的 ニハ淋 巴

組織 内ニテ腸管筋層 二接 シ、小 ナル類上皮細胞結節

ヲ形成 セ リ。小腸下部 二於 テハ、更 二他 ノー パイエ

ル氏厩 二直径約3粍 ノ大 ナルレ略 く四角形 ノ形状 ヲ呈

ス ルレ黄色 ノ隆起 ア リテ著 シク硬 ク燭感 シ、顯微鏡 的

ニハ淋巴組織 内ニテ、殆 ンド健常組織 ヲ認 メ得 ザル

迄 二廣 汎 ナルレ結核性 細胞浸潤 竈 ヲ形 成 シ、 中央部稻

ミ大 ナル範 園二於 テ乾 酪様攣性 ヲ呈セ リ。盲腸、大

腸 二於 テハ著攣ナ ン。

腸 間膜 腺並 ビニ肝 門腺。 共 二高 度 二肥大、腫脹 シ、

廣 汎ナルレ類 上 「セ細胞浸 潤 ヲ起 シ、殊 二前 者 ハ乾酪様

攣i性二陥 レリ。

成績 小括

以 上 ノ實験 二於 テ見 ル ニ、 海 狽 二於 テ結 核 菌 ノ

大 量 ラ経 口的 二感 染 セ シメ タル後 、3週 間 テ経

テ「ツベ ル ク リ ン」ノ大 量 テ皮 下 二注 射 シ、 菌 感

染 後6週 間 テ経 タ ル時解 剖 二附 シ タル ニ、全11

頭 中5頭 ノ腸 結 核 ノ登 生 テ認 メ タル ガ、 是 等 ノ

腸 結 核 疑 化 ラ観 察 スル ニ、 其 全 部 二於 テ多叢 性

ニ シテ、 其 中1頭 ノ何 等 ノ乾 酪様 憂 性 テ呈 セザ

ル ヲ除 ケ バ、 他 ノ4頭 二於 テ ハ絡 テ腸 管 ノ何 虎

カ ニ乾 酪 様 憂 性 テ呈 スル如 キ高 度 ノ腸 結 核 憂 化

ノ存 在 ス ル テ見 タ リ。 即 チ本實 験 二於 テノ、、 結

核 菌 ノ大 量 ラ経 口的 二感 染 セ シメ シ後 、 薔 「ツ

ベ ル ク リ ン」 ノ大 量 テ注 射 シ、 多数 ノ高 度 ノ腸

結 核 ノ號'kテ 認 メ タル モ ノニ シテ、 之 テ前 記 封

照 試 瞼 二於 テ得 タル腸 結 核 攣 化 ノ概 シテ 中等 度

ナ ル ニ比 ス レバ 、攣 化総 艦 二高 度 ナ リ ト謂 フ可

久 本 實 験 拉 ビニ封 照 試 験 二於 ケル腸 結 核 病 慶

二斯 ノ如 キ程 度 ノ差 ラ生 ジタ ルノ・、其 原 因 テ 「ツ

ベ ル ク リ ン」注 射 二皇帯ス ベ キ ナ リ。

即 チ以 上 ノ 結 果 テ 以 テ見 レバ 、 海 狽 二於 テ薔

「ツベ ル ク リ ン」ノ大 量 テ注 射 スル トキ ハ
、 既 存

ノ腸 結核 病竈 テ刺戟 シ、 病 勢 ノ悪 化 デ來 ス モ ノ

ト考 フル テ得 ベ キ モ ノ ニ シテ、 此 貼 、 他臓 器 ノ

結 核 ト「ツベ ル ク リ ン」大 量 注射 トノ關 係 二就 テ

ノ諸 家 ノ實 験 、 或 ハ臨 林 的経 験 ニ ヨク符 合 スル

テ見 ル所 ナ リ。

第 四 項 「カル 三 ン」溶 液 注 射 試 験

前 第 八 節實 験 二於 テ へ 「ヵ ル ミン」溶 液 注 射 ハ、

余 ノ實 験 ニ ヨ レバ、 腸 結 核 獲 生 二封 シ大 ナ ル影

響 テ有 セ ザル結 果 二到 達 セ シモ 、之 二封 シ、 本

實 験 二於 テ ハ既 存 ノ腸 結 核 二封 ス ル 「カ ル ミン」

溶 液 注射 ノ影 響 テ検 索 シタ ル ナ リ。

EPチ 、 海 瞑 二前 同様 人 型 結 核 菌50.0廷 ノ 経 口

感 染 テ行 ヒタル後 、3週 間 テ経 テ、2.0%重 曹

「カ ル ミン」液1 .o妬 宛 テ隔 日 一5臥 腹 腔 内 一

注 射 シ、 菌 感 染 後6週 テ経 テ解 剖b「 カル ミン」

注 射 ニ ヨ リ網 月犬織 内皮 細 胞 系統 ヲ侵 害 ス ル トキ

ノ・、 既 二登 生 セル腸 結 核 攣 化 二封 シ、 如 何 ナル

影 響 テ與 フル ヤテ観 察 セ リ。

實 験 成 績

罷 重 、 レー メル氏 反 慮 、解 剖 攣 化 テ大 略 表 示 ス

レバ次 ノ如 シ。

解 剖 所 見

第731號 海狸

腸 管。 小腸 二於 ケルレパ イエル氏斑 一般 二腫 大 シ、全

盟 ヲ通 ジテ5、6個 ノパ氏斑i二粟粒大 ノ結 節1乃 至2

個、主 トンテ共用縁 二接 シテ存在 スル ヲ覗 タ リ。顯

微鏡的 ニハ総 テ、淋 巴組織 内二於 テ腸 管筋 層 二接 シ、

周園健常組織 トノ境界概 子明瞭 ナルレ限局性、類 上皮

細胞浸潤竈 ヲ形成 セ リ。然 レ ドモ是等 ノ攣化 ハ勃 レ

モ輕度 ニ シテ、周園 ノ反慮 モ認 ムベキモ ノナ シ
。盲

腸並 ビニ大腸 ハ攣化 ヲ認 メズ。

腸間膜腺蛇 ビニ肝 門腺。 共 二高度 二腫大 シ、廣汎ナ

ル結核 竈 ヲ認 メ、殊 二前者 ハ大 ナルレ乾酪竈 ヲ形成セ

リ。

第736號 海狸

腸 管。小腸 二於 テハ中部 、下部 ヲ通 ジテ多数 ノパイ

ェル氏斑 二小 ナル圓形或 ・・不規 則地圖状 ヲ呈スル帯

黄色ノ斑鮎或 ハ隆起 アリテ、是 等ハ顯 微鏡 的ニハ淋

巴組織 内二稽 く廣汎 ナル類 上皮細胞浸潤 竃 ヲ形 成 ス

ルレモ ノア レ ド、共程度 バー般 二中等度 ニ ンテ、乾酪

様愛 性 ヲ示 セ ンモ ノナ シ。盲腸 二於 テモ1個 ノ淋 巴
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(第 23 表)

動 物 番 號1 731 734レ35 17361 737

F,

739i742
1

7431745

性 ♂ ♂. 舎 ♀ ♀ ♂ ♀ 捨 一
1♂

270膿 最 初 320 250 280 250 265 275 300 330

虜置開始前 320

一

240 300 270 280 290 320 325 290

重 扉 剖 前 350 250 320 310 275 320 330 375 280

レ

氏
反
慮

最 初 一 一 一 一 一 一 一 一 一

礎置開始前 柵 十十 十十 冊 十十 十十 柵 柵 柵

解 剖 前 帯 柵 冊 十十 柵 帯 柵 柵

菌感染後経過週数 6 6 6 6 6 6 6 6 6

解

剖

攣

化

小 腸上 部 十 一 一 一 十 一 一 十 十十
一 一

小 腸 中 部i十
i

一 一
十十

一 一 一
十十 十十

一

小 腸下 部 十 一 一
十十 十 一 一

十十 柵

盲 腸 一 一 一 十 十十
一 一 一 料

大 腸 一 一 一 一 一 一 一 一 什

腸 問膜 腺 柵 柵 十十 冊 十十 十十 什 帯 冊

肝 門 腺 十十 十 十十 十 十 十十 十十 十 十十

脾 臓 十十 十十 十 什 十十 十十 十十 十十 十十

(ソ ・重 サ) 1.5 1.5 1.0 0.6 1.5 0.9 0.8 0.8 1.0

肺 臓 一 一 十 十十 一 十 一 一 十

肝 臓i-1
一 一 一 一 一 一 一 一

腋 窩 腺 一 一 一 一 一 一 r十 一 1十

氣 管枝 腺 一 一 bs十十 1十 一 bs十 一 一 bs十
1

頸 腺1一 1十 r十 !bs十 bs十十 一 bs十 bs+lr十1十 十一一一1
濾胞 二於 テ小ナル孤 立結節 ヲ認 メタ リ。爾 本海狸 二

於 テ・・「カ,レミン」溶液 注射ニ ヨルモ ノカ、腸管各部

ヲi通ジテ漿膜 一般 二肥厚 スル ヲ見 タ リ。

腸間膜 腺蛇 ビニ肝門腺。前者 ニア リテハ著 ンク腫大

ン、廣 汎ナル類 上皮細胞浸潤 ヲ起 シ、且中央部乾酪

様攣性 二昭ル ヲ見、後者 二於 テハ稽 く肥大 シ、小ナ

ル類上皮細胞結 節存在 セ リ。

第737號 海狸

腸管。小腸ニ アリテハ、上部及 ビ下部各1個/バ イ

エル氏斑 二小 ナルレ限局性類上皮細胞結節 ア リ。盲腸

ニテハー淋巴濾胞 二、納 く大 ナル不規則多角形状 ヲ

ナセルレ黄 白色 ノ結 節 ア リテ、顯微鏡 的ニハ淋巴組織

内二廣汎 ナル類上皮細胞浸潤竃 ヲ形成 スルモ、共攣

化著 シクハ高度ナ ラズ シテ、壌死像 ヲ認 メズ。大腸

ハ著攣 ナシ。本 海猿 二於 テモ亦、腸管 ノ所 々二「加 レ

ミン」注射 二因 ル漿膜 ノ肥厚 ヲ認 メタ リ。

腸 間膜腺蛇 ビニ肝門腺。共 二梢Lζ肥大 シ、前者 二於

テハ大 ナル結核竈 ヲ、後者 二於 テハ皮質部 二小結節

ヲ見タ リ。

d

第743號 海 狽

腸 管。 小 腸 上 部 二於 テ、 一 パ イ エルレ氏 痴 二黄 色 ノ騎

状 斑 ヲ認 メ、 同 中部 蛇 ビ ニ下 部 ニ ア リテ ハ鐵 個 ノパ

氏 疏 二、 圭 トシ テ不 規 則地 圖 状 ヲナ ス輕 度 ノ隆起 ヲ

認 メ タ リ。 顯 微 鏡 的 ニハ 稚 く大 ナ ノレ範 園 二亙 ル類 上

皮 細 胞 浸 潤 ヲ認 メ タ ルレモ ノ ア レ ド、 共 程度 一般 二高

度 ナ ラ ズ シテ、 壌 死 二昭 ル モ ノナ シ.盲 腸 、 大 腸 ハ

著 攣 ナ シ。

腸 間膜 腺 蛇 ビニ肝 門 腺 。 前 者 ニ ア リテハ高 度 二腫 大

シ、乾 酪 様 憂 性 ヲ件 フ高 汎 ナ ル結 核 浸潤 竈 ヲ見、 後

者 二於 テ ・・納 ミ肥 大 シ、 小 ナ ルレ結 節 ノ存 在 ス ァレヲ認

メタ リ。

第745號 海 狸

腸 管。 小 腸 ノ各 部 、 盲 腸 ヲ通 ジ テ、 多 数 ノ淋 巴 装 置

蛇 ビ ニ大 腸 起 始 部 二於 ケ ル淋 巴濾 胞 二於 テ、 多 ク・・

不規 則 地 圖状 ヲ呈 ス ルレ黄 色 ノ隆 起 ア リテ、 顯 微 鏡 的

ニハ 執 レモ淋 巴組 織 内 二廣 汎 ナ ル類 上 皮 細 胞浸 潤 竃

ヲ形 成 シ、 就 中 、 小腸 最 終 端 ノ ・e/エ)lz氏 斑 二於 テ

ハ 中央 部 小 範 困 二核 破 壌 像 ヲ呈 ス ル ヲ見 タ リ
。 是 等
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病竈周園 ノ腸管組織 ノ反 磨ハ輕度 ニシテ、僅 カニ腸

粘膜 ノ充血 ヲ認 メタルレニ過 ギズ。爾本海猿 二於 テハ

腸 管淋 巴組織一般 二異常 二墳殖 スル ヲ認 メタ リ。

腸間膜 腺蛇 ビニ肝門腺。共 二高度 二肥大 シ、廣汎 ナ

ル結核病竈 ヲ形成 シ、且腸 間膜腺 二於 テハ乾酪様攣i

性?示 セ リ。

其他 ノ海狸

腸結核 ヲ獲 生セ シモ ノ1頭 モナ カリシヲ以テ、個 々

詳述 スルコ トヲ略 ス。

成 績 小 括

以 上 ノ實 験 二於 テ見 ル ニ、 海 瞑 二於 テ結 核 菌 ノ

大 量 ラ 経 口的 二感 染 セ シ メ、 其経 過 中 二 重 曹

「カル ミン」溶 液 ノー 定 量 テ撒 同 二亙 リテ腹 腔 内

二 注射 シ、菌 感 染 後6週 間 テ経 テ解 剖 シタ ル`、

全9頭 中5頭 二腸 結 核 ノ登 生 テ認 メ タ リ。 而 シ

テ是 等 ノ攣 化 ラ観 察 スル ニ、 其 全 部 二於 テ多 登

性 ナ ル テ認 メ タ レ ドモ、 其 攣 化 バー 般 二特 二高

度 ナ ラズ シテ、僅 カ ニ1例 二核 破 壌 テ來 ス如 キ

モ ノテ認 メ タル ニ過 ギズ。 其 他 ノ海 瞑 ニ ア リテ

ハ梢 、大 ナル病 竈 テ形 成 スル モ ノ ト錐 モ、 核 破

壊 、或 ハ乾酪 檬 攣 性 テ呈 ス ル テ 認 メ ザ リ シナ

リ.即 チ本實 験 ニ ヨ リテ得 タ ル 腸 結 核 ノ攣 化

ハ 、 其 大部 分 二於 テ中等 度 ノ攣 化 テ現 ハ セ ル テ

見 タル モ ノー シテ、 之 テ前 記 封 照試 験 二於 ケ ル

成績 ト比 較 シ、其 程 度 ノ差 異 テ認 ムル能 ハ ザ ル

ナ リ。

即 チ斯 ノ如 キ結 果 テ以 テ見 レバ、 海 狽 二於 テ重

曹 「カル ミン」テ注射 シ、 網 状 織 内皮 細 胞 系 統 ノ

侵 害 ラ圖 ル モ、 既 存 セル腸 結 核 慶 化 二大 ナ ル影

響 ラ及 ボ サザ ル モ ノ ト考 ヘ ラル ・ナ リ。

第 五 項 下 痢試 験

前 第 二節 實験 二於 テハ、 海 瞑 二巴豆 油 ラ張 制 的

二嚥 下 セ シメ テ、 急 性 或 ハ慢 性 ノ腸 加 答 見 テ惹

起 セ シムル トモ、 腸 結 核 ノ登 生 二大 ナ ル影響 ラ

及 ボ サザ ル コ トヲ見 タ リシガ、本實 験 二於 テノ、、

既 二褒 生 セ シ腸 結 核 攣 化 二封 シテハ、 斯 ノ如 キ

腸 加 答見 ガ如何 ナ ル影 響 テ及 ボ スヤ テ見 ン トシ

タル ナ リ。

即 チ海 狽 二於 テ、 前 記 各實 験 二於 ケ ル ト同様 、

結 核 菌50.0延 ノ経 口感染 テ行 ヒ、3週 間 ラ経 タ

ル後 、1週 間 ノ間 隔 テ置 キ テ、 巴豆 油0.5琵 宛

2同 強 制 的 二嚥 下 セ シメ テ確 實 二下 痢 テ起 サ シ

メ、 結 核 菌 経 口感 染 後6週 間 ヲ経 タル後 解 剖 二

附 シ、 以 テ、 巴豆 油 二依 リ急 性腸 加 答 見 テ起 サ

シム ル コ トガ、 既 二登 生 セル腸 結 核 病 竈 二如何

ナ ル影 響 テ與 フル ヤ テ観 察 セ リ。

「備 考 」 本實 験 海 瞑 ニ ァ リテ ハ、 前 後2同 ノ

巴 豆 油 強 制 試 食 ニ ョ リ、確 實 二下痢 テ起 ス テ

認 メ、 且其 中数 頭 二於 テ特 二高 度 ニ シテ、血

便 テ排 出 ス ル ラ 見 タ リ。而 シテ是 等 ノ下痢

ハ、最 後 ノ強 制 試 食後 約5日 テ経 テ、 殆 ン ド

消 失 セ リ。

實 験 成績

禮 重 、 レー メ ル氏 反 慮 、解 剖 攣 化 ラ大 略次 二表

示 ス。

解 剖所 見

第746號 海 狸

腸 管。小腸上部 ニテ、1、2ノ パ イエル氏斑 二非常 二

小 ナル鮎状 ノ黄色斑 ヲ認 メ、 同下部 ノ数 個 ノパ氏斑

二於 テ、稽 く大 ナルレ圓形、或 ハ不規 則地固状 ヲ呈ス

,レ隆起 ヲ認 メタ リ。顯微鏡的 二・・是 等ハ総 テ類上皮

細胞浸潤竈 ニ シテ其高度 ナルモ ノニ於 テハ淋 巴組織

内 ノ廣汎 ナル部位 ヲ占 ムルモ、攣牝 一般 二輕度 ニン

テ、乾酪様攣性 ヲ起 サズ。殊 二小腸上部 二於 テハ極

ク小 ナ,レ限 局性 ノ類上皮細胞結節 ヲ認 メタル ノ ミナ

リ。盲腸 二於 テハ1個 ノ淋 巴濾胞 二同様 ノ小 ナル結

節 ヲ認 メ、大腸 ハ著攣 ナ シ。

腸 間膜 腺蛇 ビニ肝門腺。前者 ハ高度 二腫脹 シ、乾酪

様攣i性ヲ件 フ廣汎 ナル結核性浸潤 ヲ起 ン、後 者ハ稽

く腫脹 ン、 中等大 ノ結 節ア リ。

第747號 海狸

腸 管。小腸 中部 ノー パイエ)1/氏厩及 ビ盲腸部2個 ノ

淋 巴濾胞 二於 テ、稽 く大 ナル不規則形 ノ黄色隆起 ア

リテ、顯微鏡的 ニハ総 テ淋 巴組織 内 二廣範園 二亙 ル

結核性細胞浸潤 ヲ認 メタ リ。然 レ ドモ其攣 化著 ンク

ハ高度 ナラズ シテ乾酪竈 ノ形成 ヲ見ズ。且周園腸管

組織 ノ反磨微弱 ナ リ。大腸 二於 テハ盲腸 ヨリ移行 ス

ル部分 二存在 ス,レ淋巴組織 二、可成 り大 ニ シテ不規

則星芒状 ヲ呈 スルレ隆起 ア リテ硬 ク燭感 ン、顯微鏡的

ニ ハ 淋巴組織 内ニテ廣汎 ナル類上皮細胞寝潤 ヲ起

ン、 中央部一部乾酪様愛性 二隔 レリ。而 ンテ此部 ノ
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(第 24 表)
一

動 物 番 號 746 747 748 750 751 752 754 755 756 757 758 759 760

性 ♂ ♀ ♂1舎 ♀ 舎 ♀ ♂ ♂ ♀ ♂ ♀ 愈

膿

重

最 初 276 320 280 350 295 280 3】0 300 310 290 310 330 275

虎置開始前 255 295 280 345 310 295 300 305 320 295 320 310 290

解 剖 前 275 290 310 410 325 320 310 315 330 305 350 390 310

レ

瓦
反
慮

最 初 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

疫離 開始前
柵 柵 十十 十十 朴 十十 什 柵 柵 十十 惜 十ト 十ト

解 剖 前 十十 柵 十十 柵 惜 朴 十十 十十 柵 十十 柵 柵 十十

薗 感 染 後
経 過 週 数

6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6

解

剖

攣

化

小腸上部 十 一 一 十 一 惜 一 一 一 一 一 十十 一

小腸中部 一 十十 一 十 一 柵 一 一 一 一 一 十 一

小腸下部 十十 一 一 十十 一 柵 一 一 十 一 一 十 一

盲 腸 十 十十 一 十 一 一 一 一 十 一 一 十 一

大 腸 一 柵 一 十 一 十十 一 一 一 一 一 一 一

腸間膜腺 柵 冊 十十 柵 柵 十十 十十 惜 十十 十十 柵 冊 十十

肝 門 腺 十 十十 十 柵 十 十 十十 十十 柵 十十 十十 什 督

脾 臓 十十 十十 十十 柵 十十 十 十十 十十 柵 十 十十 十十 什

(ソ ノ重 サ) 0.5 0.6 0.6 1.3 0.8 0.3 0.7 0.6 0.3 0.5 0.7 1.0 0.7

肺 臓 軒 十十 一 十 一 一 十 一 十 一 一 十 十

肝 臓 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

膝 嚢 腺 一 一 一 bs十 一 一 一 一 一 一 一 一 一

腋 窩 腺 一 一 一 一 一 一 r十 一 bs十 一 1十 一 一

氣管枝腺 bs什 十 r柵 一 bs十 r十 一 一 一 一 一 一 一 bs十

胸 骨 腺 十 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 十

頸 腺 r十 一 r十 bs十 一 一 一 r+ib,++ 一 r十 bs十十 一

腸粘膜充血 ン、漿膜稽 く肥厚 セ リ。

腸間膜 腺蛇 ビニ肝 門腺。共 二著明 二腫大 シ、大 ナ ル

結核浸潤竈 ア リ。殊 二前 者ハ乾酪標攣性 二昭 レリ。

第750號 海狸

腸管。腸管淋巴装置一般 二異常 二壇殖 ン、小腸 二於

テハ上、中、下部 ヲ通 ジ、圭 トンテ粟 粒大、 圓形 ノ

黄色隆起 ア リテ、顯微鏡的 ニハ比較的大 ナル類上皮

細胞浸 潤竃 ヲ形成 セ リ。 然 レドモ攣 化一般 二輕度 ニ

ンテ乾酪様墜性 ヲ示ス モノナ シ。盲腸 二於 テハ2個

ノ淋巴濾胞、大腸 二於テハ起 始部 ノ淋 巴組織 二夫 々

小 ナル類上皮細胞結節存在 セ リ。

腸間膜腺蛇 ビニ肝門腺。共 二高度 二腫大 ン、廣汎 ナ

ル結核竃 ヲ形成 ン、雨者 トモニ中央部 乾酪様攣性 ヲ

示 ス。

第752號 海狸

腸管。 小腸 二於 テハ上部約5分 ノ1ノ 部 分 ヨリ以下

ノ、殆 シ ド全部 ノパイエル氏虹 二於 テ圭 トシテ不規

則地圖状 ニシテ淡黄色 ヲ呈スルレ隆起 ア リテ著 ンク硬

ク鯛 レ、是等罹患パ氏斑 ヲ蔽 フ腸粘膜特 二充血 ス,レ

ヲ認 メタ リ。顯微鏡 的ニハ敦 レモ淋 巴組織 内二於 テ、

殆 ンド健常組織 ヲ認 メ得 ザル迄 二廣汎 ナル類上皮細

.胞浸潤竈 ヲ形成 シ、且多数 ノパ氏斑 二於テ乾酪様攣

性 ヲ起 ス ヲ見タ リ。周園腸管組織 ノ反磨 トンテ特 二

此部 ノ腸粘膜層 ノ充血 ヲ認 メンモ、潰瘍 ヲ形成 スルレ

如 キ徴 ナ ン。盲腸 二於 テハ著攣 ナキモ、大 腸 ニアリ

テハ起始部 二於 ケルレ淋巴濾胞 二稽 く大 ナルレ類 上皮細

胞結節存在 セ リ。

腸 間膜腺蛇 ビニ肝門腺。腸管 二於 ケルレ高度 ノ攣化 二

比 シ、是 等淋 巴腺 ノ攣化 ハ共 二輕度 ニ ンテ、前者 ハ

稽 ミ高度 二肥大 ン、大 ナルレ不規則 ノ結核 病竈 ヲ認 メ

ンモ、乾酪様攣性 ヲ呈 セズ。後者 ハ僅 カニ肥大 ン、

皮 質部 二小 ナ,レ結 節 アリ。

第756號 海狸

腸 管。小腸 二於 テハー般 二淋 巴組織 ノ塘殖 ヲ認 メ、
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下部 二存ス ルー一パ氏厩 二帽針頭大黙状 ノ黄色斑 ア リ

テ、…顯微鏡的 ニハ、淋 巴組織内 二於 テ、腸管筋暦 二

接 ン、限局性 ノ類上 皮細胞渡潤 ヲ起 セ リ。盲腸 二於

テモ、一淋巴濾胞 二、前記小腸 二於 ケル ト全 ク同一

ノ攣化 アルヲ見、大腸 ハ著攣 ナ ン。

腸間膜腺蛇 ビニ肝門腺。執 レモ高度 二肥 たシ、廣汎

ナル部位 二於 テ結 核竈 ヲ形 成 ン、殊 二前 汚ハ乾酪竈

ヲ形成 セ リ。

第759號 海狸

腸管。 小腸全膿 ヲ通 ジ、多数 ノ淋巴装 置二、小 ナル

鮎状或ハ可 ナ リ大 ニ シテ不規則地圖状 ヲ呈 スル黄色

斑 或 ハ隆起存在 ン、顯微鏡的 ニハ大多藪 二於 テ小ナ

,レ限局性類上皮細胞 浸潤 ナ リンモ、小腸上部 ノーパ

ィエ.止氏斑 二於 テハ稽 く廣汎 ナルi浸潤 ヲ起 シ、共部

ノ腸粘膜充血 セ リ。盲腸 二於 テハ亦多数 ノ淋 巴濾 胞

二於 テ小腸 ト同様 ナル攣化 ア リ。大腸 ハ異攣 ヲ認 メ

ズ。

腸間膜腺蛇 ビニ肝門腺。共 二高度 二腫大 シ、廣汎 ナ

ル結核浸潤竈 ヲ形成 シ、腸問膜腺 二於 テハー部分乾

酪様墜性 二隔 レリ。

其他 ノ海狸

全部 二於 テ何等腸結核 ノ登生 ヲ認 メ フご。

成 績 小括

以 上 ノ實 験 二於 テ見 ル ニ、 海 瞑 二於 テ結 核 菌 ノ

大 量 ラ経 口的 二感 染 セ シメ、 其 経 過 中 二、1週

間 ノ間 隔 テ置 キ テ、 巴豆 油 テ2同 強制 的 二嚥 下

セ シ ムル コ トニ ヨ リ急 性 ノ下 痢 テ起 サ シメ、 菌

感 染 後6週 間 テ 経 テ解剖 セ シニ、全13頭 中6

頭 二於 テ腸 結 核 病 竈 ノ多 登 セル ラ認 メ タ リ。而

シテ其 等 ノ登 生 セ シ腸 結 核 憂 化 二就 キ テ観 察 ス

ル ニ、 一 般 二稽 支大 ナル病 竈 ノ形 成 ラ見、 其 中

2頭 二於 テハ乾 酪 様 攣 性 ヲ呈 スル ラ認 メ タ リ。

而 シ テ殊 二第752號 海 瞑 二於 ケル如 久 多 数 ノ

斯 カル高 度 ノ腸 結 核 憂 化 ノ多 嚢 セ ル テ 認 メ シ

バ、 從 前 ノ實 験 二於 テモ稀 二見 ル所 ナ リ.

斯 ノ如 キ實 験 成 績 ラ、 封 照 試 験 二於 ケ ル、 全5

頭 概 シテ中等 度 ノ攣 化 テ認 メ、 其1例 二於 テ高

度 ノ憂 化 テ認 メ シ ノ ミナ ル ニ比 較 ス レバ、 劃 然

タ リ トハ云 ヒ難 キモ、 多 少夫 ヨ リ高 度 ナ ル攣 化

ト云 ヒ得 ベ キモ ノニ シテ、 即 手、 之 ニ ヨ リ、 既

二腸 結 核 ノ登 生 シ居 レル海 瞑 二 巴 豆 油 テ弧制 的

二投 與 シ、 急 性 腸 加 答 見 ノ症 状 テ爽 生 セ シムル

トキハ、 腸 結 核 病 攣 テ悪 化 セ シ ムル 可能 性 ア リ

ト考 フモ、 之 ガ全 身的 影 響 ニ ヨル カ、 或 ハ局所

的 影響 ニ ヨル カバ刹 定 ス ル能 ハ ズ。

第四章 総括的観察遊ビニ考按

以 上 、各 種 ノ實 験 ニ ヨ リ テ得 タル成 績 ノ概 略 テ

表 示 ス レバ次 ノ如 シ。

(第25表)
1

實 験 種 類 動 物 群 動物数{難
動物鍛

ξ
一一 一

結 核薗 中等
吊=額同縄 口
感染試験

(免 疫 群菌1萬 分 ノ1竜)14
1

免 疫 群1 513(菌10萬分 ノ1睡)1

封 照 群16i・

免 疫 群{4
ト

2結核薗大景
1同維口感
染試験

1封 照 職4

…o

弱毒力結核
菌免疫試験

一 一 一

BCG免 疫 群 8 3

青山B菌 免疫群 8 4

封 照 群 5 1

腸管淋 巴組織 淋巴組織挫滅群 3 2

挫

下

痢

實

験

滅
一

食

實
験

.
巴
豆

油
試

實 験

急性

慢性

鐵剤附阿片
試食實験

劃'照 群'3

巴豆油試食群

封 照 群

巴豆油試食群

封 照 群

鐵 剤 試 食 群

阿 片 試 食 群

劉 照 群

「
ア

チ

ド

ー

ジ

ス
」
{賃
胎
嚇

簾 糖飼 育'蕨 糖 飼 育 群
試 験 照 群

簾糖液注射
蛇ビニ簾糖
飼育試験

蕨 糖 飼 育 群

簾糖液注射群

封 照 群

鉛 盟 注 射1
試 験函

鉛 瞳 注 射 群

照 群

妊 娠 實 劇 妊 娠

3

3

5

ゆ
の

6

0
召

6

5

4

10

8

8

4

3

群'8

照 群 4

2

1

2

1

1

4

1

3

5

0
』

7

4

1

3

1

5

1
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磯 餓 實 験

實
験

脾
臓
別
出

豫備 實験

本 實 験

「加 レミン」溶液

注射實験

「レ ン トゲ ン」線

照射 實 験

「チフス」蛇 ビニ

赤痢死菌注射實
験

圭 要 養 素
偏 食 實 験

腸結核號生後 二
各種操 作 ヲ施行
セシ實験

鱗 餓 群

封 照 群

脾 臓 別 出 群

脾 臓 別 出 群

劉 照 群

(開腹 術 ノ ミ)
「カ ル ミ ン」

溶 液 注 射 群

劉 照 群
「レ」線 照 射 群

封 照 群
「チ フ ス」

死 菌 注 射 群

赤痢死菌注射群

封 照 群

蛋 白質偏食群

脂 肪 偏 食 群

含水炭素偏食群

封 照 群

封 照 試 験

庶糖飼育試験
「ツベ ル ク リy」

注 射 試 験

「カ ノレ ミ ン」

溶 液 注 射 試 験

巴豆油試食試験

7

5

4

0
召

6 5

76

613

4 の
ヨ

4

4

2

2

3 の
」

FO 0
劃

PO 3

62

41

5 1

4 0

PO 1

12 5

12 5

11

9

5

μ0

13 6

総計269頭 中腸結核蛮生 ヲ見 タル動物125頭

余 ・・、 是 等 全 實 験 ヲ通 ジテ、次 ノ如 ク観 察 セ リ。

腸 結核 登 生 二關 スル條 件

元 來實 瞼 的 二、 小 動 物 二腸 結 核 テ登 生 セ シム ル

コ トハ困 難 ナ リ トセ ラル ・所 ナル モ、 以 上 ノ全

實験 テ通 ジテ見 ル ニ、余 ノ、多数 ノ海 狽 二於 テ、

結 核 菌 テ嚥 下 セ シム ル コ トニ ヨ リ、腸 結核 テ登

生 セ シメ得 タ リ。 而 シテ之 二關 シ、 余 ノ實 験 セ

シ海瞑 全269頭 ノ中 、 各種 操 作 ラ施 セ シ試 獣 ラ

除外 シ、 夫 等 ノ封 照 トシテ使 用 セ シ動 物 、 或 ハ

第 十 二節 ノ實 験 二供 セ シ動 物 二見 ル如 ク、 全 ク

無 庭 置 ノ健 康 海 狽 二菌 感染 ラ行 ヒシ例 二就 キテ

ノミ観 察 スル モ、是 等 全 頭129頭 中50頭 ノ腸 結

核罹 患動 物 テ認 メタ ル ナ リ。 而 シ テ斯 ノ如 ク、

健 康 海獲 二於 テ モ結核 菌 テ腸 管 内 二輪 途 スル コ

トニ ヨ リテ腸 結 核 病 攣 ラ登 生 セ シメ得 ル ゴ トハ

事 實 ナル モ、 從 來 ノ少 量 ノ結 核 菌経 口感 染 試 瞼

二於 テ、 特 二腸 結 核 病 攣 二就 キ テ記 載 セ ラ レ居

ラザ ル テ見 レバ、 斯 ノ如 キ實 瞼 動 物 ノ腸 結 核 登

生 ニハ特 二感 染 菌 量 ガ重 大 ナ ル關 係 ラ有 ス ル モ

ノ ト云 フベ キ ニ シ テ、 余 ノ行 ヒシ如 キ、 著 シク

大 量 ノ結 核 菌 テ経 口的 二感 染 セ シ ムル コ トニ ョ

リテ、 始 メ テ相 當 ノ腸 結 核 嚢 生 テ見 ラル ベ キ モ

ノ ト考 ヘ ラル ・ナ リ。

次 二余 ハ、 第 三 章 二於 テ、 第 十 二 節 實 験 テ除 ク

各 種 ノ貴験 二見 ル如 久 海 狸 二於 テ豫 メ種 々 ノ

操 作 テ施 シ置 キ、 然 ル後 二大 量 ノ結 核 菌 テ腸 管

内 二輪 迭 シ、腸 結核 獲 生 二及 ボ ス影 響 テ観 察 シ

タル ガ、 其 成績 ノ 要 貼 ハ 次 ノ如 シ。 結 核 免 疫

(過敏 性)海 瞑 、妊 娠 海 猿 、蕪 糖 飼育 拉 ビニ蕉 糖

液 注 射 海 瞑 、 鉛 盤 注 射 海 狽 、磯 餓 海 倶、 脾 臓 別

出海 狽 、 赤痢 死 菌 注 射 海猿 等 二於 テ、 夫 々多 少

トモ腸 結 核 畿 生 ラ促進 ス ル テ認 メ、殊 二妊 娠 海

猿 、 蕉 糖 飼育 海 演 、 脾臓 別 出 海 瞑 二於 テ夫 ガ相

當 著 明 ナ ル ラ見 、 而 シテ其 他 ノ實験 、 即 チ腸 管

淋 巴組 織 挫 滅 海 瞑 、 下痢 海 瞑 、 「レ ン トゲ ン」線

照射 海 瞑 、 「チ フ ス」死 菌 注 射 海 瞑 、蛋 白質、 脂

肪 、 含 水 炭 素 テ夫 々偏 食 セ シメ タル海 猿等 二於

テハ腸 結 核 ノ嚢 生 二大 ナ ル影 響 テ及 ボ サザ ル認

メ タ リ。

今 、 是 等 ニ ヨ リテ、 腸 結 核 獲 生 二關 スル條 件 テ

探 究 ス ル ニ、 決 シテ之 テ輩 一 ナ ル條 件 二蹄 ス ル

能 ハ ズ。 既 二 各實 験 二於 テ詳 述 セ シ如 ク、 結核

発 疫 海狽 二於 テ腸 結 核 登 生 率 ノ大 ナ ル ハ、 結核

ノニ次 的 感染 二於 テハ菌 侵 入門 戸 二病 憂 テ起 シ

易 キ ニ因 ル モ ノニ シテ、 之 多数 先 人 ノ行 ヘ ル結

核 発 疫 動物 二於 ケル實 験 ト符 合 スル ラ見 ル モ ノ

ナ リ。

次 二妊 娠 海狼 二於 テ高度 ノ腸 結 核 ノ爽 生率 テ見

タ ル ハ、 石 田、 足 立 雨 氏 ノ實 験 二於 ケル ト同檬

ニ シテ、 同氏 等 ハ更 二、 妊 娠 尿 注射 海 瞑 、 葡 萄

状 鬼 胎 抽 出液 注 射 海 摸 二於 テ モ同様 高 度 ナ ル腸

結 核 幾 生 テ見 タル實 験 ヨ リ、 其 理 由 テ妊 娠 ニ ヨ

ル腹 部 器 關 ノ機 械 的 歴 迫 二蹄 セ ズ シ テ、 所 謂 妊

娠 「ホ ル モ ン」ノ作 用 二蹄 シタル ガ、 余 ハ是 等 ノ

設 テ信 ズル ト共 二、 更 二余 ノ「ア チ ドー ジス」海

狽 二於 ケル實 験 テ参 照 シ、 妊 娠 「ア チ ドー ジス」
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モ其 一 因 テ ナ ス モ ノ ト思 惟 セ リ。

次 二磯 餓 ハ、 余 ノ實 験 二於 テ ハ、 多 少腸 結核 ノ

登 生 デ促進 シタ ル モ ノ ト考 ヘ ラル、 之 テ結 核 菌

腸 管 侵 入 二封 スル清 化管 ノ態 度 ノ相 違、 或 ハ磯

餓 「アチ ドー ジ ス」等 二因 ル モ ノ ト考 へ 得 ラル ・

鮎 ナ キ ー ア ラザ ル モ、 余 ノ實 験 結 果 ヨ リ見 テ之

ヲ特 異 ナ ルモ ノ ト考 フル能 ハ ズ。

次 二、 薦 糖 飼育 、 蕪 糖 液 注射 及 ピ鉛 盤 注 射 海 瞑

殊 二薦 糖 飼 育海 瞑 二於 テ高 度 ナ ル腸 結 核 ノ登 生

卒 テ認 メ タル ハ、片瀬 敦 授 及 ビ其 門 下生 ノ研 究 、

或 ハ余 ノ實 験 二於 テ見 ル如 ク、 是 等 ノ動 物 ハ縮

テ 「ア チ ドー ジ ス」テ惹 起 シ居 ル コ トハ確 實 ニ シ

テ、 之 ニ ヨ リ食 餌 性 、 或 ハ實 験 的 「ア チ ドー ジ

ス」ハ 腸 結 核 ノ生 成 二重 大 ナ ル意 義 ヲ有 ス ル モ

ノ ト見 ラル ・ナ リ。

脾 臓 別 出 ガ腸 結 核 ノ登 生 ラ大 イニ促 進 スル コ ト

ハ又 、 石 田、 足 立 雨氏 ノ實 験 トー 致 ス ル ラ見 ル

所 ニ シ テ、 此 理 由 二關 シテ ハ、 元 來 結 核 感 染 二

封 ス ル脾 臓 ノ意 義 ソ ノモ ノニ未 ダ定 説 ナ キ テ以

テ、 之 テ分 明 ニ スル能 ハ ザ ル モ、と 二封 シテハ、

余 ・・既述 ノ如 久Sarvanノ 詮 ラ トリ、腸 管組

織 内 二於 ケル、 結 核 菌 二封 スル網 状 織 内皮 細胞

系 統 ノ抗 雫 力 増 大 テ以 テ設 明 セ ン トス ル モ ノナ

ル モ、此貼 二就 キ テ ハ更 二爾 今後 ノ研 究 ヲ要 ス。

外 傷 ガー 般 外 科 的 結 核 ノ誘 因 トナ ル コ トハ既述

ノ如 クナ ル モ、 余 ノ腸 管 淋 巴組 織 挫 滅 海 瞑 二於

ケ ル實 験 二於 テ ハ、腸 結 核 叢 生 頻 度 大 ナ ラズ、

且 特 二挫 滅 セ シ小 腸 最 終 端 ノパ イエ ル氏斑 二於

テー モ腸 結 核 ノ獲 生 テ認 メ得 ザ リ シ鮎 ヨ リ考 フ

レバ、 之 ハ腸 結 核 ノ登 生 テ促進 セザ ル モ ノナ リ

ト考 ヘ ラル。 又 一 方,巴 豆 油 、或 ハ還 元 鐵 ノ如

キ藥 剤 テ用 ヒテ急 性 或 ハ慢 性 ノ下痢 テ起 サ シメ

タ ル海 瞑 二於 テ モ同 様 二腸 結 核 獲 生 二大 ナル影

響 テ與 ヘ ザ ル テ見 タル ガ、 要 ス ル ニ腸 管 二是等

機 械 的或 ハ藥 物 的 損 傷 ラ與 フル モ、 腸 結 核 登 生

テ容 易 ナ ラ シム ル コ トナ シ ト云 フ テ得 ベ ク、 之

大 イニ興 味 アル鮎 ナ リ。

次 二 「レン トゲ ン」線 照射 テ行 ヒ、 白血 球 テ減 少

セ シム ル モ、腸 結 核 登 生 二大 ナ ル影 響 テ與 ヘ ズ 。

「チ フ ス」死 菌 注 射 海 瞑 二於 テモ亦 同様 ナ ル モ、

赤 痢 死 菌 注 射 ノ場 合 ハ之 テ促 進ス ル テ見 タル余

ノ實 瞼 結 果 二封 シテハ、 既述 ノ如 ク坂 村 氏 ノ読

明 ノ可 能 性 テ信 ズ ル ト共 二、 一 方 「チ フス」死菌

注 射海 瞑 ハ白 血球 ノ減 少 テ來 シ、 赤 痢 死 菌 注射

海 瞑 二於 テハ却 ツ テ多 少 ノ増 加 ヲ來 セル貼 テ、

前 述 ノ高 度 ノ白血 球 壇 加 テ起 セル脾 臓 別 出海瞑

二於 ケ ル實 瞼 及 ビ高 度 ノ 白 血球 減 少 テ 來 セル

「レン トゲ ン」線 照 射{扇 冥二於 ケル實 験 結 果 ト併

セ考 フル トキ ハ 白血 球 ノ」曾減 ガ腸 結 核 ノ爽 生 二

關 シ何 等 カ ノ影 響 テ有 ス ル コ トモ思 惟 セ ラル ・

ナ リ。

次 二、 網 状 織 内皮 細 胞 系 統 侵害 ノ目的 テ以 テ セ

ル 「ヵ ル ミン」溶 液 注 射 ハ、 余 ノ實 験 二於 テ ハ腸

結 核 螢 生 二封 シ大 ナ ル意 義 テ有 セザ ル結 果 二到

達 セ シモ、 石 田、 足 立 雨 氏 ノ 「ベ ンツ.一 ル」注

射 ニ ヨル網 月犬織 内皮 細 胞 系統 封鎖 ハ腸 結 核登 生

二著 シキ影 響 ノ存 ス ル テ見 タル實 験 テ参 酌 スル

トキ ハ、 爾 今後 ノ研 究 ラ要 ス ル モ ノナ リ。

最 後 二、蛋 白質、 脂 肪或 ハ含 水 炭 素 偏食 ハ、腸

結 核登 生 二封 シ、 大 ナ ル影 響 ラ與 ヘ ザ ル ラ見 タ

リ。

以 上 ハ余 ノ施 行 セ シ、 腸 結 核 登 生 二關 スル實験

ナル モ、 石 田、 足立 雨 氏及 ビ余 ノ行 ヒ シ各種 ノ

實 験 以外 二、 省 数 多 ノ腸 結 核 登 生 テ促 進 セ シム

ル條 件 アル モ ノ ト考 ヘ ラル ・ハ論 テ侯 タズ。 是

等 二就 キ テハ他 日 ノ研 究 二待 ツ モ ノ多 キ ナ リ。

登 生 セ シ腸 結核 二及 ボ ス各 種 ノ影響

海 猿 二於 ケ ル腸 結 核 ハ、 健 康 獣 二於 テ モ、 結 核

菌 ノ大 量 テ腸 管 内 二輸 途 ス ル コ トニ ョ リ其登 生

ヲ見 ル コ トテ得 、 且 既 述 ノ如 ク、 各 種 ノ操 作 テ

豫 メ施 シ置 ク ゴ トー ヨ リ、 夫 テ促 進 シ得 ラル ・

コ トラ見 タ ル モ、 旬 常 一 ノ例 外 モ ナ ク、 必 ズ腸

結 核 テ獲 生 セ シメ得 ル如 キ方 法 ハ、 余 ノ實 験 二

於 テハ 見 出 ス能 ハ ズ。 又 他 方 、 生存 海瞑 二於 テ

ハ直 接 開 腹 術 ニ ヨ リ腹 部 器 關 テ露 出 スル ニ ア ラ

ザ レバ、 腸 結 核 病 竈 ノ存 在 テ確 知 スル方 法 ナ キ

テ以 テ、 既 存腸 結 核 二封 ス ル種 々 ノ影響 ヲ検 索

ス ル コ トハ甚 グ困難 ニ シテ、[L適 確 ナ ル方 法 テ

6
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見 出 シ得 ザ ル ナ リ。 然 レ ドモ、第 十 二 節 二述 ベ

シ余 ノ實 験 方法 テ以 テ スル トキハ、 大 艦 二於 テ

腸 結核 陽性 動 物 二封 スル諸 種 ノ影響 ヲ観 察 シ得

タ リ ト云 フベ キ ニ シテ、 是 等 ノ實 験 結 果 ヨ リ見

レバ、 腸 結 核 ノ登 生後 、 網 月犬織 内皮 細 胞 系統 侵

害 ノ目的 テ以 テ セ ル「ヵル ミン」溶 液 注射 、或 ハ

食餌 性 「ア チ ドー ジス」惹 起 ノ目的 ニ ヨ リテ セル

藤糖 加 食餌 飼 育 ハ腸結 核 病 竈 二大 ナ ル影 響 ラ及

ボ サズ、 之 二反 シ、 巴豆 油 ラ以 テ セ ル下痢 ハ梢

≧腸 結 核 病 攣 ヲ高度 ナ ラ シ メ、 「ッベ ル ク リ ン」

ノ比 較 的 大 量 注射 ハ可 成 リ ノ程 度 二腸 結 核 二封

シ悪 影響 テ及 ボ ス ラ見 タル ナ リ。 即 チ、 是 等 ノ

事實 ヨ リ推 ス トキハ、 人 類 ノ腸 結 核 ノ際 ノ下痢

ハ、 高 度 ナ ル腸 結 核 病 竈 ノ多 爽 スル コ トー ヨ リ

テ惹 起 スル モ ノナル モ、 亦 一一面 、此 下痢 ニ ヨ リ

テ、 未 ダ高 度 ナ ラザ ル他 部 ノ腸 結核 病 竈 二多 少

ノ悪 影響 ラ及 ボ ス可 能 性 テ考 ヘ ラ レ、 」叉進 行 性

滲 出性 肺 結核 二於 ケル ト同檬 、腸 結 核 ヲ合 併 セ

ル結 核 患 者 二「ツベ ル ク リ ン」療 法 ラ施 行 スル コ

トハ大 イニ注 意 テ要 スベ キ モ ノ ト思 考 セ ラル ・

ナ リ。

海狼 二於 ケ ル腸 結 核 攣 化 ノ総括 的 観 察

腸 結 核攣 化 ノ存 在 セ シ海 瞑 二於 テハ、 其 攣 化 ハ

毎常腸 管淋 巴装 置 二限 ラ レ テ 登 生 スル テ見 タ

リ。 而 シテ其登 生撒 ハ、1頭 ノ動 物 二於 テ軍 二

1ケ 所 ノ腸 結 核 攣 化 ヲ認 メ シモ ノ ヨ リ、小 腸 、

盲腸 及 ビ大 腸 二存 在 スル多 激 ノ淋 巴組 織 二夫 々

結核 性 攣 化 テ見 シモ ノニ至 ル種 々 ア リ。 余 ノ實

験 二於 テハ 全269頭 中125頭 ノ腸 結 核 陽 性海 瞑

テ認 メ、 其 中軍 二1ケ 所 二攣化 ラ 見 シモ ノ53

頭、 多 登 セル モ ノ72頭 ア リ。 是 等 ノ 腸 結 核 病

竈 ノ存 在 部位 テ統 計 的 二現 ハ セバ次 ノ如 シ。

鵬1毒蒙二欝;雛;
1下部 二駿生 現 シモ ノ

盲腸 二登 生 テ見 シモ ノ

大 腸 二登 生 ヲ見 シモ ノ

翻 、。7頭
73頭1

42頭

11頭

即 チ此 統 計 ニ ヨ リテ見 ル ニ、 海狽 二於 ケル腸 結

核 ノ畿 生 ハ小 腸 二最 モ多 久 盲腸 之 二次 ギ、 大

腸 ハ比較 的 稀 ナ リ。 余 ノ實 瞼 二於 テ ・・十 二 指 腸

ハ ー モ之 テ認 メ得 ザ リシナ リ。 而 シテ小腸 部 二

於 テ ハ上 、 中 部 二比 シ下 部 二於 テ最 モ多 久 就

中、 小腸 最 終端 二存 在 スル パ イエ ル氏 斑 ノ罹 患

頻 度 大 ナル ヲ見 タ リ。 盲腸 二於 ケ ル駿 生部 位 ハ

ー一定 セ ズ
。 大 腸 二於 テハ、 最 上 端 、 即 チ盲腸 ヨ

リ移行 ス ル部 分 二存 在 ス ル梢 支大 ナ ル淋 巴装 置

二限 ラ レ、 其 他 ノ部 位 二於 ケ ル登 生 ハ1例 モ認

ム ル能 ハザ リキ。 元 來盲腸 ハ、腸 管 内容 物 ノ最

モ長 ク停 滞 スル部 分 ニ シテ、輸 迭 結 核 菌 ト接 燭

ス ル機 會最 モ長 キニ關 ハ ラズ其腸 結 核 登 生 頻 度

ノ小腸 ヨ リ低 度 ナ ル ノ・興 味 アル貼 ニ シテ、 之 テ

以 テ見 レバ菌 含 有 物 ノ停 滞 ハ必 ズ シモ腸結 核 ノ

登 生 ラ助 長 スル モ ノ トハ云 フテ得 ザ ルナ リ。 又

小 腸 最 終 端 二於 ケル パ イエ ル氏 集斑 ノ罹 患率 最

モ多 キ コ トハ、 入 艘 ノ腸 結 核 ノ嚢 生特 二廻 盲部

二多 キ事 實 トヨ クー 致 ス ル テ見 ル所 ナ リ。

次 二、海 瞑 二於 ケル腸 結 核 攣 化 テ見 ル ニ、 肉眼

的 ニハ殆 ン ド確 定 スル ラ得 ズ シテ、 顯 微 鏡 的 二

始 メ テ、 淋 巴組 織 内 二類 上 皮 細胞 、 小 圓形 細 胞

ノ集 族 ラ認 メ得 ル如 キ輕 度 ノモ ノヨ リ、 廣 汎 ナ

ル病 竈 ラ形 成 シ、 一 部 乾 酪 様 愛 性 テ呈 スル如 キ

高度 ノモ ノニ至 ル種 々 ア リ。 而 シテ其 著 明 ナ ル

モ ノニ於 テ・・、 淋 巴 組 織 高度 二腫 脹 スル テ見 、

其 中 二、 大 ナ ル圓 形 又 ハ多 角形 、 或 ハ不規 則 ナ

ル 地 圖状 ノ浸 潤 ア リテ、 肉眼 的 ニハ 之 ガ帯 黄 色

ノ結 節 トナ リテ現 ハ レ、 多 ク ハ 多 少 硬 ク鰯 感

ス。 顯 微 鏡的 ニハ、 淋 巴 組織 内 ニ テ、廣 汎 ナ ル

部 位 二於 テ類 上皮 細 胞 、 小 圓形 細胞 或 ハ少数 ノ

白血球 ヨ リナル結 核 性 細 胞 浸潤 テ現 ハ シ、 時 ニ

ラ ング ハ ン氏 亘 大 細 胞 ラ認 メ得 タ リ。 是 等 ノ浸

潤 バー般 ニハ結 締 組 織 二乏 シキモ、 或 揚 合 二著

シク夫 ガ増 殖 テ見 ル ゴ トア リ.攣 化特 二高 度 ナ

ル モ ノニ於 テハ斯 ノ如 キ攣 化 ガ殆 ン ド全 淋 巴組

織 二蔓 延 シ、 殆 ン ド健 常 組織 テ認 メ得 ザ ル ニ至

リ、 且 中央 部 核 破 壌 、 乃 至 ハ乾 酪 隊攣 性 テ起 ス

モ ノ多 シ。 省 、 攣 化 高 度 ナル モ ノニ於 テハ チー

ル 子 一 ル ゼ ン氏 染 色法 ニ ヨ リテ同浸 潤 内 二結 核

菌 テ検 出 シ得 タ リ(附 圖 参 照)。 是 等 罹 患部 位 二



402 梅谷=腸 結核 獲生 二關 スル實験 的研究 【第12巻

於 ケ ル周 園 腸 管 組 織 ノ反 慮 ハ、 攣 化高 度 ナ ル モ

ノニ於 テ モ、 一 般 二微 弱 ニ シテ、腸 粘 膜 ノ充 血、

或 ・・漿 膜 ノ肥 厚 テ見 ル程 度 一 シ テ、 腸 粘 膜 層 ノ

萎 縮 、 或 ハ絨 毛 上 皮 剥 離 等 ノ如 キ腸 潰 瘍 ノ形 成

スル徴 候 テ認 ム ル能 ハ ザ リキ。 潰 瘍 形 成 二關 シ

テ ハ、 余 ハ特 二注 意 ラ彿 ヒテ、 第 三 章 第 一 節 第

三 項 實 験 二於 ケル ガ如 ク、 菌 感 染 後 特 二長 期 間

生 存 セ シメ、腸 結 核 ノ進 展 、殊 二潰 瘍 ノ形 成 テ期

待 セ シモ 、 是 等 實 験 動 物 二於 ケル腸 結 核攣 化 ハ

ー 般 二結 締 組織 ノ檜 殖 テ件 ヘ ル モ ノ多 ク
、 何 等

潰 瘍 形 成 テ認 メザ ル ノ ミカ、却 ツ テ治 癒 的 傾 向

ラ有 スル テ認 メ タル ニ過 ギザ リ シナ リ.爾 實 験

動 物 二於 テハ 、結 核 菌 感 染 後 、其 経過 中 二下痢

ラ起 セ シモ ノナ ク、 又解 剖 二際 シ腸 管狭 窄 症 テ

誘 獲 セ シモ ノナ 久 是等 ノ跳 テ以 テ見 レバ海瞑

二於 ケル腸 結 核 攣 化 ハ、 人類 ノ腸 結 核 攣 化 二比

シ著 シク輕 度 ニ シテ、 且 治癒 的 傾 向 テ有 スル モ

ノ ト考 ヘ ラル ・ル ナ リ。

次 二腸 結 核 ノ磯 生 ト、 部 騒淋 巴腺 ナ ル 腸 間膜

腺 、 或 ハ肝 門腺 ノ罹 患状 態 テ見 ル ニ、 結 核 菌 ノ

大 量 テ経 口的 二感 染 セ シメ タル全269頭 中、腸

間膜 腺 二何 等 ノ憂 化 テ見 ザ リシモ ノ10頭 、肝 門

腺 二何 等 ノ攣 化 テ 見 ザ リ シモ ノ48頭 ア リ。 即

チ、 腸 結 核 ノ登 生 有 無 二關 セズ殆 ン ド大 多 数 二

是 等 淋 巴 腺 ノ攣 化 ヲ認 メ タル ガ、 之 テ輩 二腸結

核 ノ爽 生 テ見 シ125頭 二就 キ テ観 察 スル ニ、腸

間膜 腺 ノ無 攣 化 ナ ル モ ノ僅 カニ2頭 、 肝 門 腺 ノ

無 攣 化 ナ ル モ ノ16頭 ア リ。 即 チ是 等 テ 以 テ見

レバ 、腸 結 核 幾 生 ラ見 タル海 狽 二於 テ、 部属 淋

巴腺 ノ罹 患 テ見 ザ ル コ トハ寧 ロ例 外 ト考 フル 〈ご

キ ニ シテ、 要 ス ル ニ、 海 瞑 二於 テ ノ・結 核 菌 テ腸

管 内 二輸 途 スル コ トニ ヨ リテ、 一 般 ニ ハ腸 管 二

何 等 ノ攣 化 テ起 ス コ トナ ク通過 シ、部 屡 淋 巴腺

二至 リテ、 多 ク ノ場 合 始 メ テ憂 化 テ起 ス テ通例

トシ、 又 侵 入 門 戸 タル腸 管 二腸 結 核 攣 化 テ惹起

スル揚 合 ニ ハ部 属 淋 巴腺 ノ病 攣 テ件 フ事 多 ク、

即 チ腸 二於 ケ ル 初 期 憂 化群 テ 形 成 スル モ ノナ

リ。

其 他 、腸 結 核 攣 化 ト、 部 属 淋 巴 腺 及 ピー般 臓 器

ノ罹 患 状態 トノ關 係 二就 キ テ ノ、、 余 ノ實 験 例 二

於 テ、 高度 ナ ル腸 結 核 ノ登 生 ラ見 タ ル ニ關 ハ ラ

ズ是 等臓 器 ノ攣 化輕 少 ナ リ シモ ノ、 之 二反 シ、

腸 結 核 憂 化極 ク輕 度 、 或 ハ全 ク其 爽 生 テ見 ザ ル

ニ、 是 等 臓 器 ノ特 二 高 度 二 罹 患 スル モ ノア リ

テ、 其 間 ニー 定 ノ李 行 的 關 係 ラ見 出 ス能 ハザ リ

キ。

第五章 結 論

以 上 ノ海 狽 二於 ケ ル實 験 ニ ヨ リ次 ノ如 キ結 論 テ

得 タ リ.

1.海 狽 二於 テ ハ大 量 ノ結核 菌 ラ腸 管 内 二輸 迭

ス ル ゴ トニ ヨ リテ腸 結 核 テ登 生 セ シメ得 。

2.海 、狸二於 ケ ル腸 結核 ノ登 生 ハ、 必 ズ淋 巴装

置 二限 ラ レ、小 腸 二最 モ多 ク、 盲腸 之 二次 ギ、

大 腸 ハ比 較 的稀 ナ リ.十 二 指 腸 二於 テノ、殆 ン ド

之 ラ認 メ得 ズ。

3・ 海 狽 二於 ケ ル腸 結 核 攣 化 ハ屡 丸可 成 リ高 度

一 シテ乾 酪 様 攣 性 ヲ呈 スル ヲ見 ル モ、 人 類 ノ腸

結 核 二於 ケ ル ガ如 ク、潰 瘍 ヲ形 成 スル コ トナ ク、

寧 ロ時 日 ノ経 過 トトモ ニ治癒 的傾 向 ヲ トル モ ノ

ト考 ヘ ラル。

4.海 瞑 二於 テ、結 核菌 ノ経 口感 染 ニ ヨ リテ腸

結 核 ラ惹 起 スル トキハ、 部 屡 淋 巴腺 ノ病 攣 テ俘

ヒ、 腸 二於 ケ ル初 期攣 化群 テ形 成 ス。

5.結 核 免疫(過 敏)性 トナ シタ ル海 瞑 二於 テハ

腸 結 核 ノ獲 生 テ見 ル コ ト、 健 康 海 瞑 二比 シ頻 度

多 シ。

6.腸 管 二封 ス ル機 械 的 障碍 ニ ヨ リ腸 結核 ノ登

生 テ助 長 ス ル成 績 テ見 ザ リキ。

7・ 巴 豆 油 、或 ハ還 元鐵 強 制試 食 ニ ヨル下痢 ニ

ヨ リ、腸 結核 獲生 二封 シ認 ムベ キ影 響 テ與 へ得

ザ リキ。

8.妊 娠 ハ腸 結 核 ノ登 生 テ著 シク促 進 ス。

9・ 磯 餓 ハ腸 結 核 ノ登 生 テ稽 ヒ促 進 ス ル感 アル

モ、 著 明 ナ ラズ。

10.蕪 糖 飼 育、 蕉 糖 液 注射 或 ハ 鉛 盤 注射 ニ ヨ
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ル 「ア チ ドー ジス」ハ腸 結核 ノ螢 生 ラ容 易 ナ ラ シ

ム0

11.脾 臓 別 出 ハ腸 結 核 ノ叢 生 テ助 長 ス。

12.「 ヵル ミン」溶 液 注 射 ハ、 余 ノ實験 二於 テ

ハ、 腸 結核 ノ登 生 二封 シ、 特 別 ナ ル影 響 テ與 ヘ

ズ。

13.「 レ ン トゲ ン」線 照 射 ヲ行 ヒ、白血球 テ減 少

セ シムル トモ、腸 結核 登 生 ニ ハ著 シキ影響 ナ キ

ガ如 シ。

14.「 チ フス」死 菌注 射 ハ 腸 結 核 ノ畿 生 二大 ナ

ル影 響 テ與 ヘ ザ ル モ、 赤痢 死 菌 注 射 ハ、 之 テ梢

丸促 進 スル モ ノ ・如 シ。

15.蛋 白質 、 脂肪 、含 水炭 素等 ノ 主 要 養 素 偏

食 ノ腸 結核 生成 二封 スル 影 響 ハ不 定 ナ リ。

16.海 瞑 二於 テ、 既 二獲 生 シ 居 レル腸 結核 二

封 シテハ、 食 餌 性 「ア チ ドー ジス」、 「カル ミン」

溶 液 注 射 ハ大 ナ ル影 響 ラ與 ヘ ザ ル モ、 下痢 ハ梢

ヒ攣i化 ヲ高度 ナ ラ シメ、 「ツベ ル ク リ ン」ノ比較

的 大 量 注射 ハ可 成 リ ノ程 度 二病 竈 テ悪 化 セ シム

ル モ ノ ・如 シ。

稿 テ終 ル ニ臨 ミ、 終始 御 懇 篤 ナ ル御 指 導 テ辱 フ

シ、 御 校 閲 テ賜 ハ リタル今 村 教 授 二深 謝 シ、本

研 究 逡 行 ニ ア タ リ多大 ノ御 援 助 テ與 ヘ ラ レシ舞

子 病 院 長 楢 林 博 士 二感 謝 ノ意 テ表 ス。
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附 圖 説 明

1.第746號 海猿 ノ小腸 二於 ケルレ輕度 ノ結核性攣化。

2.第301號 海狸 ノ盲腸 二於 ケルレ中等度 ノ結核性攣

化謝

3.第302號 海狸 ノ小腸 二於 ケルレ高度 ノ結核性 攣化。

4.第299號 海猿 ノ大腸 二於 ケルレ稽 く高度 ノ結 核性

攣 化。

5.第349號 海 狸 ノ小 腸 二於 ケ ルレ中等 度 ノ 結 核 性 憂

化(輕 度 ノ結 締 組 織 増 殖 ヲ示 ス)。

6.第287號 海 狸 ノ小 腸 二於 ケ ルレ結 核 性 攣 化(チ ールレ

子 一 ルレゼ ン氏結 核 菌染 色法 ニ ヨルレ)
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